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魔王のキス




「……はい。では、今日の午前九時にヘリを一機手配いたします」

　電話を切ると、また次の電話がかかってきた。

　――綾小路あやのこうじ悠ゆう。

　電話番号で表示されたその顧客名を見て、少し緊張しながらもにこやかに応対する。

「お電話ありがとうございます。『Ｓカード』コンシェルジュデスク、藤ふじ井いが承ります」

《綾小路だが、今日の朝七時半に男性の美容師をひとり自宅に寄越してほしい。できれば前回の人がいい》

　低音のイケメンボイス。今まで何百人もの電話を取ってきたけど、彼の声が一番印象的。一度聞いたら忘れられない。

　声だけでなく、顔もいいし、おまけにリッチ。天は二物も三物も彼に与えている。

「かしこまりました。手配させていただきます。お支払い方法はクレジットカードでよろしいですか？」

《ああ》

「綾小路さま、前回の美容師が手配できない場合は、メッセージを入れさせていただきますね」

　何度もやり取りしている相手なので、少し柔らかな言い方で返す。

《ありがとう。いつも助かるよ。それじゃあ、頼む》

　スマートに言って彼が電話を切ると、フーッと息を吐いて、すぐに美容師を手配した。

　時刻は午前三時過ぎ。

　Ｓカードは日本で唯一のＶＩＰ用の国際カードブランドで、顧客のほとんどは年収一億円超えの超富裕層。そのコンシェルジュデスクでは、ホテルの手配から商品購入まで二十四時間年中無休で対応する。

「はーっ、なんとか前回の美容師手配できた」

　ホッと胸を撫なで下ろしてヘッドセットを外し、席を立った。

　私は藤井真ま理り、二十六歳。背は百五十八センチ、ストレートの長い黒髪は後ろでひとつに束たばね、ネイビーのスーツを着ている。目が大きいせいか童顔に見えて、私服だとよく高校生に間違われるので、自分の顔はあまり好きではない。

「やっと寝れる」

　仮眠室に行くと、奥にあるシャワールームでシャワーを浴び、簡易ベッドに横になって、スマホのアラームを七時にセットした。

「今日も私はよく働いた。頑張ったね、真理」

　自分で自分を褒める。それは元気になるためのおまじない。

「明日も……ううん、今日もお仕事頑張ろう」

　笑顔で言って目を閉じると、ベッドでひと眠りした。




　それから四時間後――。

「あ～、寝坊するなんて最悪」

　スマホのアラームをセットしたのに、二度寝してしまった。

　大おお手て町まちにあるＳカードのオフィスを出て駆け足で向かっているのは、丸まるの内うちのランドマークとも言うべき四十三階建てのＡエーＹワイＮエヌビル。

　時刻は八時五十分。七月とあって、まだ朝だというのに太陽の日差しが熱く、額には汗が滲にじむ。

　ビルに着いてエレベーターに駆け込んだら、中に副社長とその担当秘書の上うえ杉すぎさんがいて固まった。

「藤井さん、おはよう」

　穏やかな笑顔で上杉さんが挨拶したので、慌てて乱れた前髪を直しながら挨拶を返す。

「おはようございます、上杉さん。副社長もおはようございます」

　上杉さんの横にいる副社長にも挨拶すると、物腰が柔らかく、落ち着いた声で「おはよう」と返された。

　百八十センチ以上はありそうな長身に、短髪で艶つやのあるダークブラウンの髪。

　見るからにオーダーメイドとわかる濃紺のスーツを着た彼は、綾小路悠。そう、私が数時間前にオペレーター業務で話した相手だ。

　ちなみにＳカードのオペレーター業務はバイトで、私の本業は『ＡＹＮ商事』の社員。ＡＹＮ商事では専務秘書をしていて、秘書室の同僚ともうまくやっている。

　副社長は日本一の総合商社ＡＹＮ商事の社長令息で、年は三十歳。額を出し、シルバーフレームのメガネをかけているその姿は、知的で大人な雰囲気を醸している。俳優顔負けの端整な顔立ちで、おまけに誰に対しても紳士的だから、うちの女性社員の一番人気だ。

　そんな彼はイギリスの名門大学卒業後、アメリカの有名証券会社で武者修行。今年の四月に日本に帰国し、うちの会社の副社長に就任した。

　まだ就任して三カ月しか経たっていないけど、彼はマレーシア最大の財閥と資本提携をして合弁会社を設立。他にも近い将来を見据え、自動運転実用化に向けて国とのプロジェクトを立ち上げるなど、精力的に仕事をしている。

「藤井さんにしては今日遅いね」

　上杉さんがにこやかにそんな話をしてきて、思わず顔が強張る。

　副社長秘書の彼は上杉秋あき人とといって、社内の二番人気だ。年は三十三歳。さらりとした黒髪で、センター分け。背が高く韓流アイドルのような容姿をした彼は、誰もが認める敏腕秘書。穏やかな性格で、以前は社長秘書をしていた。

「ハハハ。昨夜寝るのが遅くなりまして……」

　副業は禁止なのにアルバイトをしているとは言えない。いつもは三十分早く出勤しているのだけれど、今日は疲れが溜たまっていたせいか起きられなかった。

　苦笑いしながら返したら、どっと人が押し寄せてきて、副社長にぶつかった。

「キャッ、すみません」

　とっさに謝るけど、エレベーターはギュウギュウ詰めで、回れ右をして前を向くことも、彼から離れることもできない。秘書室勤務とはいえ副社長と直接やり取りすることはほとんどなく、いつも挨拶しかしない彼にこんなに密着したのは初めてだ。

「大丈夫か？」

　副社長の低音の美声が耳元でして、身体がビクッとした。

「……はい、大丈夫です」

　チラッと副社長の顔を見たら、先週より髪が少し短くなっている。

　無事に私が手配した美容師さんが来たみたい。よかった。

　目に見える形で自分の仕事の成果を確認できてホッとする。

「ん？　なにか？」

　思わずじっと見ていたら副社長が怪け訝げんな顔をしたので、慌てて視線を逸そらし、彼のネクタイを見つめた。

「いえ、なんでもありません」

　降りるまでずっとこの状態はなんだか気まずい。彼のファンの女性社員ならこの状況に大喜びするだろうが、私は声でバイトがバレるんじゃないかとハラハラしてしまう。

　始業間際のエレベーターに乗るものではない。考えてみたら、副社長も始業時刻ギリギリに来るなんて珍しい。

　上杉さんが一緒で寝坊ということはないから、どこかに立ち寄っていたのだろう。

　副社長のネクタイを見つめてそんなことを考えていると、後ろの人に押されて片足が浮いた。

「うっ」と声を出して顔をしかめていたら、副社長が素早く動いて私の盾になる。

「あっ、ありがとうございます」

　顔を上げて礼を言うと、副社長は私を見て、小声で「いや」と返した。

　ホント、スマートで優しくて完璧。

　うっとり眺めるというより拍手を送りたくなったが、そばにいる女性社員たちの視線をひしひしと感じてハッとした。

　これって壁ドン状態では？

　でも、これは不可抗力だと声を大にして言いたい。

　居たたまれなくて、副社長のスーツの生地を穴が空きそうなくらい見つめる。

　そのままじっとしてしたら、副社長からムスク系のいい香りがした。

　いい男は匂いまでいいのか。

　普通の女性なら惚ほれてしまうだろうが、私は恋愛には興味がない。それは恋愛をできる環境になかったからだろう。

　中学生の時に両親と妹を亡くした私は祖父に引き取られた。両親の保険金もあまりなく、文ぶん京きょう区にある家で祖父とふたり慎つつましい暮らしをしている。そんな中で恋をしている余裕なんてない。頭にあるのは日々のお金のこと。

　野菜の値段が上がったとか、どうすれば電気代を節約できるかとか……。洋服も新しい物は買わず、フリマサイトで買う。節約だけでは楽しみがなくなるから、たまに祖父とうな重を食べたり、ちょっと近場の温泉に行ったりしてプチ贅ぜい沢たくを楽しむのだ。

　でも、先月から祖父が心臓を悪くして入院し、そのプチ贅沢でさえも楽しめない状況になっている。Ｓカードでバイトをしているのも、祖父の入院費を稼ぐためだけれど、会社で禁止されているバイトをしているのだから当然後ろめたさは感じている。

　今この瞬間も心の中で副社長に、『ごめんなさい。バイトは祖父が退院するまでです――』と謝ってしまう。

　ようやくエレベーターが空いてくると、副社長が私から離れた。

　もう一度「ありがとうございました」と礼を言って、すかさず操作パネルの前に移動する。

　四十階にエレベーターが着くと、副社長と上杉さんは右手にある副社長の執務室に向かい、私は左手にある秘書室へ――。

「おはようございます」

　ドアを開けて中に入ると、同僚が笑顔で「今日はギリギリじゃない。どうしたの？」と聞いてくる。

「昨日寝るのが遅くて寝坊しました」

　ハーッと溜め息混じりに返したら、私の斜め前の席の薫かおるさんが柔らかな笑みを浮かべて注意する。

「真理ちゃん、夜更かしはダメ。お肌に悪いのよ。三十過ぎたら、疲れ顔になるわよ」

　薫さん……月つき城しろ薫さんは私の六年先輩で、会長秘書。誰もが振り返るような美人だけど、性格はとてもかわいく、いつも穏やか。私が男ならお嫁さんにしたいのだが、彼女も私と同じで結婚に興味はなく、少女漫画にハマっている。

「はい。気をつけますね」と、薫さんに返事をしたら、常務秘書の佐さ藤とう小こ春はるが現れ、私に恨みがましい視線を向けてきた。

「真理さん、副社長に壁ドンされるなんてズルいですよ」

　ふわりとしたミディアムヘアの彼女は、私のふたつ下の後輩。副社長のファンで、玉の輿を狙っている。

「いや、あれはエレベーターが混んでて仕方がなかったの」

　副社長たちに気を取られていて、後輩も同じエレベーターに乗っていたなんて気づかなかったな。

　慌てて言い訳をすると、興味津々といった顔で薫さんが尋ねる。

「真理ちゃん、副社長に壁ドンってなに？」

「エレベーターがギュウギュウ詰めで死にそうになってたら、前にいた副社長が盾になってくれたんですよ」

　自分にとっては厄介な状況だったので事務的に答えたら、薫さんが目をキラキラさせてきて……。

「少女漫画みたいな展開ね。そういうの憧れちゃう」

「そんな胸キュンないですよ」

　薫さんのリアクションに脱力しながら話を終わらせようとしたのだけれど、小春ちゃんがまだ言いがかりをつけてきた。

「あ～、真理さん、私と変わってくれたらよかったのに。私だって副社長に壁ドンされたいですよ」

　悔しそうな顔をして席に着く小春ちゃんに、パソコンを立ち上げながらアドバイスをする。

「混雑しているエレベーターに乗れば、チャンスがあるかもしれないよ」

　副社長の壁ドンで数分ロスしちゃったな。

「そんなの待てません。もう私のやり方で攻めます。絶対に私が副社長をものにするんだから」

　ひとり息巻く小春ちゃんに、「まあ、頑張ってね」とエールを送りつつ、いつもの二倍速でメールに目を通していると、上杉さんが秘書室に入ってきた。

「おはよう。今日の役員会議、社長と副社長の意向でランチミーティングに変更になったから、みんな調整よろしく」

　彼の言葉に、私も他のみんなも「はい」と返事をする。

　すぐにスケジュールを調整して、同じフロアにある専務室に向かった。ノックをして中に入ると、専務が執務デスクに座って書類を見ている。

「おはよう、藤井さん。これ、温泉饅まん頭じゅう。秘書室のみんなで食べて」

　鈴すず木き専務が私に饅頭が入った紙袋を手渡す。

　専務は一見、のほほんとしたおじさんに見えるが、社長からの信頼は厚く、辣らつ腕わんの副社長も一目置く存在だ。私は入社してからずっと専務の担当なので、今はこうして打ち解けて話せるようになった。

「ありがとうございます。どこに行かれたんですか？」

「福ふく島しまの芦あしノの牧まき温泉だよ。いやあ、渓流を望む露天風呂が最高でね」

「福島ですか。温泉いいですね」

　おじいちゃんが退院したら、どこか旅行に連れていってあげたいな。

　ニコッと微ほほ笑えんでそんな返しをして、今日のスケジュールを伝えた。

「役員会議の時間がお昼にズレました。午後は一時から総務部長と打ち合わせ、三時には『Ｅ電力』の社長が見えます。あと、夜は慰労会です。会場はおわかりになりますか？」

「ああ。大丈夫。社長と一緒に行くから」

　専務の返答を聞いて、小さく頷うなずく。

「それなら安心です」

　今日は役員と秘書の慰労会。場所は会社のツーブロック先の高級焼き肉店だが、専務は方向音痴で、無事に着くか心配だった。スマホの地図機能を使うのも専務は苦手らしい。

「ところでおじいさんは大丈夫かな？」

「はい。症状は落ち着いていて、昨日病院に行ったら元気そうにしていました」

「そうか。早く退院できるといいね。藤井さんも無理しないでね」

　専務の優しい言葉に、笑顔で礼を言う。

「はい。ありがとうございます」

　専務の担当で、私は救われている。私を気遣ってくれているのか、専務は定時以降は仕事の依頼をしてくることはあまりない。

　専務室を退出すると秘書室に戻り、コーヒーを飲みながら再びメールをチェック。週の初めだから少しバタバタしてしまったが、いつも通り業務をこなし、秘書室の女四人で慰労会へ――。

　会場となる焼き肉屋に着くと、奥の座敷に通された。

「いいお座敷ですね。さすが薫さん」

　今回の幹事は私で、薫さんのおすすめでこのお店に決めた。

「ふふっ。伊だ達てに秘書室の生き字引きと呼ばれていないわよ。席どうしようか？」

　唇に指を当てて考える表情をする薫さんに、他の秘書が「慰労会なので、役員と秘書交互でいいと思いますよ。どうせ後で席移動するでしょうし」と返す。

　そんなやり取りをしていたら、役員と上杉さんが現れた。

　みんなお座敷に上がり、席に着く。幹事の私は入り口近くの一番端の席にしたのだけれど、隣が副社長で思わず苦笑いした。

　また小春ちゃんに文句言われちゃうな。

　ちなみに前の席は会長で、「奥の席でなくていいんですか？」と尋ねたら、笑顔で返された。

「トイレが近いからこの方がありがたいんだよ」

　なるほど。頭に入れておこう。偉いからって奥の席がいいとは限らないのね。

「そうですか。私もトイレが近くにあると安心します」

　にこやかにそう言うと、注文した肉と飲み物が運ばれてきて、テーブルの中央にいた社長が乾杯の挨拶をする。

「みんなお疲れさま。今日は無礼講でね。乾杯！」

　場の空気を読んで長々と喋らないところはさすがだな。

　社長の短い挨拶に感心していたら、サービス精神旺盛な会長が「よし私が藤井さんの分も焼いてあげよう」と張り切ってトングを持ち、極上カルビを焼きだした。

「会長、そういうのはかえって迷惑ですよ」

　副社長が少したしなめるように言ったので、会長が「そうか」としょんぼりした顔をする。

「もしご迷惑でなければ、会長の焼いてくださったお肉食べたいです。私の一生の思い出になります」

　がっかりさせたくなくて笑顔でそう言うと、会長の表情が明るくなった。

「そうか、そうか。藤井さんはいい子だなあ。私の孫にしたいくらいだ」

「会長、斜め前に本物のお孫さんがいらっしゃるじゃないですか」

　私がにこやかに指摘したら、会長が少し顔をしかめて副社長に目を向ける。

「いやいや、こいつもこいつの弟もかわいげがなくてな」

「孫の前でよく言いますね」

　副社長が気を悪くした様子もなく笑って返すと、副社長の父親である社長にもその会話が聞こえたのか、「藤井さん、いつものやり取りだから気にしなくていいよ」と優しく言葉をかけてくれて、笑顔で返事をする。

「はい。そういえば、副社長には双子の弟さんがいらっしゃるんですよね？　やはり似てますか？」

　副社長がちょっとかわいそうになって話題を変えると、会長がゆっくりと頷いた。

「ああ。そっくりだな。今はこいつがメガネをかけているからいいものの、昔は見分けがつかなかった」

「そんなに似てるんですか。小さい頃とかとてもかわいかったでしょうね。でも、双子って赤ちゃんの時なんかお世話大変だし、いろいろと出費がかさむし……って、あっ……すみません」

　なにを馬鹿なことを言っているのだろう。綾小路家はお金があるのだから、お手伝いさんだっているに違いない。

「藤井さんはしっかり者だね」

　会長は好意的な言葉を返してくれたが、私は謝った。

「所帯じみたことを言ってすみません」

「いやいや。その感覚は大事だよ。どうかね？　悠の嫁にならないか？」

　冗談めいた言い方だったが、『はい』とは絶対に言えない。今だって小春ちゃんの視線をひしひしと感じる。

「ハハハ、とんでもない。副社長にだって選ぶ権利はありますし、私も全世界の女性を敵に回したくないです」

　丁重にお断りしたら、副社長が小さく笑った。

「全世界の女性って……僕はそんなにモテないよ」

　謙遜する副社長を見て、ついつっこんでしまう。

「いえ、ファンクラブができそうなくらいモテてますよ。そこはちゃんと自覚してください」

「ほう、そんなにモテてるのか」

　興味深げに相槌を打つ会長に目を向け、ニコッとした。

「会長も背が高くて、背筋もピンとしていて素敵です。きっと家系ですね」

　うんうんとひとり納得していたら、会長が「藤井さんはおだてるのがうまいねえ」とまんざらでもない顔で副社長のビールを手にしたので、慌ててウーロン茶の入ったグラスを差し出す。

「会長、心臓が悪いのにビールはダメですよ。会長が飲むのはこちらです」

　以前心疾患で入院されていたことがあるので、注意しないと。祖父が心臓を悪くして入院しているだけに気になってしまう。

「……ビールがいいなあ」

　ウーロン茶の入ったグラスを見つめ、会長が微妙な顔をする。

「私もウーロン茶です。会長と一緒ですね」

　とびきりの笑顔で言うと、副社長がククッと笑った。

「いいお目付け役がいるので、僕の出番はなかったですね」

「こんな笑顔で言われたら、文句も言えんな」

　ハハハッと会長が声を出して笑って、和やかなムードで会が進んでいく。

　焼き肉も美お味いしくて堪能していたら、秘書のひとりが手相の話題を持ち出した。

「この前、手相を見てもらったら、近々いい出会いがあるって言われたので、期待して待っているんですよ」

「あっ私、学生の頃、手相に興味があって、ちょっとかじったんです。健康状態とか性格なんかがわかって調べてみるとおもしろいですよ」

　私もその話題に乗っかると、会長も興味を示した。

「よかったら、私の手相を見てくれないか？　右手でいいかな？」

　右手を出してきた会長に、「はい。では拝見しますね」と笑顔で答えて、その手相をまじまじと見る。

「会長は指が長くて綺き麗れいな手をされてますね。あっ、会長、マスカケ線があります。経営者になるべくして、生まれてきたのですね」

　本やネットでしか見たことのない手相で少し興奮した。

「マスカケ線？」

　小首を傾げる会長に、手相の説明をする。

「天下取りの相と言われている、この横に伸びた線です。家いえ康やすや信のぶ長ながにもあったとか。初めて見ました」

　ひとり感動していると、会長が副社長の手を見て、「あれもそうじゃないか？」と私に確認してきた。見ると、確かに手のひらを横切る線がある。

「あっ、はい。副社長のはさらにはっきりしてますね。マスカケ線って遺伝するのかな」

　こんな珍しい手相をふたりも見るなんて。

「手相がわかるとはおもしろいな。こいつの結婚についてはなにかわからないか？」

　会長が私に頼むが、副社長が「そういうのはいいですよ」と笑顔で断ろうとする。

　しかし、それで素直に引き下がる会長ではない。

「興醒めなことを言うな。さあ、藤井さん、見てやってくれ」

　会長の圧を感じて拒めず、「ちょっと失礼します」と断ってから、副社長の手に触れ、もう一度手相をじっと見た。

「あっ、結婚線が一本くっきりあります。しかも上向き。三十前半くらいで幸せな結婚をされますよ」

　副社長の小指の付け根の下にある線をなぞりながら興味深げにそんな話をすれば、彼がどこか楽しげに聞いてくる。

「ふーん、これが結婚線ね。藤井さんはあるの？」

「いえ、私は結婚線はないです」

「じゃあ、この線はなにかな？　薬指まで伸びてるが？」

「え？」

　副社長に言われて自分の手を見ると、結婚線のようなものがうっすらとあって驚いた。

　こんな線いつできたのだろう。これって玉の輿線？　いやいや、そんなはずはない。

「なにか荷物を持った時の跡が残っているのかもしれません」

　笑顔を作って副社長の言葉を否定する。

　コピー用紙の入った段ボール箱とか運んだし、きっとそうだ。

「それにしても、副社長が結婚するなら私も安心だ。今から式場を予約した方がいいかな」

　気が早い会長の発言を聞いて、ギョッとした。

「ま、待ってください。あの……素人の私が見たので、話半分にしていただけると助かります」

　慌てて止めると、副社長も会長をやんわりと注意する。

「そうですよ。手相で勝手に物事を進めないでください。それは悪手ですよ」

「だったら早く結婚して私を安心させてもらいたいものだ」

　会長が文句を言うが、副社長はまともに相手にしない。

「帰国したばかりです。無理言わないでください」

　なんだか気まずい雰囲気。

「あ～、このお肉そろそろ焼けたんじゃないでしょうか？」

　ちょっと副社長がかわいそうになって、会長の注意をお肉に向ける。

　手相の話題に乗るべきではなかったかも。

「ああ、カルビがうまい具合に焼けた。さあ、どんどん食べなさい」

　会長が私の小皿に肉を置く。

「はい、いただきます」

　こういう時は遠慮は禁物だと思って、早速口に入れてお肉を味わうと、口の中で蕩とろけ、自然と笑みがこぼれた。

「とっても美味しいです」

「そうか。ではもっと焼こう」

　会長が嬉うれしそうな顔をしながらまたカルビを焼くが、その時炎が舞い上がり、とっさに身を引いた。

「藤井さん、髪危ないよ」

　その声で副社長に目を向けると、網にかかりそうになっていた私の髪をすくい上げてくれていた。

「すみません。ありがとうございます。お陰で髪が燃えずに済みました」

　髪のことまで気が回らなかったな。

　こぼれた髪を手で後ろに流しながら副社長に礼を言う。

「火傷しなかった？」

　副社長に心配そうな顔で聞かれ、「はい。大丈夫です。網の交換を頼んできますね」と笑顔で返して席を立つ。

　店員に網の交換を頼むと、トイレに行って、髪を結び直した。

「髪が燃えなくてよかった」

　副社長って本当に完璧で、社員にも優しい。彼が女性社員に絶大な人気があるのもわかる気がする。

　しばらくしてトイレを出たら、薄暗い通路の五メートルほど先に、副社長の姿が見えて足を止めた。今朝『副社長をものにする』と豪語していた小春ちゃんもいる。

　相当酔っているのか、「副社長、この後ふたりで抜けませんか？」と迫っていた。

　後輩のやらかしに瞬時に顔が青ざめる。

「君、飲みすぎだよ」と副社長が優しく対応しているけど、小春ちゃんは副社長のメガネを取ってフフッと笑った。

「付き合ってくれなきゃメガネ返しません」

　こ、小春ちゃん、なにやってるの！　いくら酔っていてもこれはマズいよ。

　後輩を止めようとしたら、副社長がいつもの紳士な笑顔で断る。

「僕を誘ってもつまらないだけだよ。仕事の話しかできないから――」

「副社長……って、なにかありました？」

　突然上杉さんが現れ、小春ちゃんはマズいと思ったのか、パッと副社長から離れた。

「な、なんでもありません！」

　激しく狼狽うろたえながら小春ちゃんがこの場から逃げたが、カチャッとなにかが床に落ちる音がした。それは、さっき彼女が副社長から奪ったメガネ。

　上杉さんがそれを拾い上げて、副社長に手渡す。

「はい、どうぞ。それで、なにがあったんですか？」

「あの秘書が俺に迫ってきたんだ。お前、状況見て察してるだろうに、楽しげに聞くな」

　チッと舌打ちして文句を言う副社長を見て、思わず何度も目を瞬しばたたいた。

　え？　あの穏やかで優しい副社長が舌打ち？

「すみません。ちゃんと確認しておきたい質たちなもので。僕の指導がなっていなくて失礼しました。それにしても、相変わらずモテますね」

　上杉さんは副社長の舌打ちを聞いても驚かず、クスッと笑っている。

「ああいう女を俺に近づけるな。ホント、鬱うっ陶とうしい。女は嫌いだ」

　さっきの舌打ちもそうだが、忌いま々いましげにそんな言葉を吐く副社長にショックを受けた。

　私、夢でも見てる？　あれが本当に完璧紳士な副社長？

「その素を見せれば、寄ってくる女性も半減するかと思いますが」

　上杉さんがそんな皮肉を口にすれば、副社長が思い切り顔をしかめた。

「半減じゃ意味がない。全部排除しろ」

「無茶言わないでください。ところで、社長がそろそろお開きにしたいって言ってましたよ」

　上杉さんの言葉に、副社長が溜め息混じりに頷く。

「わかった。すぐに戻る」

　カツン、カツンと靴音が聞こえてきてハッとする。

　副社長がこっちに来る!?　どこかに隠れなきゃ。

　トイレに戻ろうとしたが、すでに副社長が目の前にいて、「あっ」と声をあげた。

「君……」

　彼が私に気づき、微かすかに目を見開いて、一瞬驚いた顔をする。

　マズい。な、なにか言わなきゃ。

「あ……あの、私なにも見てませんし、な、なにも聞いてません」

　何食わぬ顔で会釈して通り過ぎればよかったのに、あまりに気が動転していて、余計なことを口走ってしまう。そんな私の狼狽えぶりを見て、彼の漆しっ黒こくの双そう眸ぼうがキラリと光った。

「盗み聞きとは悪い趣味だな」

　テノール調の美声なのに、身体がゾクゾクしてくるのはなぜだろう。

　それに、氷のように冷たい目。メガネはしていないし、前髪がさらりと落ちて普段の彼とは別人のよう。

　美しくて、尊大で……、その姿はまるで魔王――。

　周りの空気もダークで、今にも彼に食べられてしまいそうで怖かった。

「す、すみません。あの……だ、誰にも言いませんから」

　副社長の豹ひょう変へんぶりに怖おじ気けづいてしまい、声がうまく出ない。

「口約束など信用できない。そうじゃないか？」

　彼は距離を詰めてきて、禍まが々まがしいオーラ全開で私に顔を寄せた。

「専務秘書の藤井真理さん」

　副社長に名前を呼ばれ、サーッと全身鳥肌が立つ。

「ふ、副社長が女性を嫌ってるだなんて、命に誓って絶対に言いませ……!?」

「黙れ」

　彼にいきなり口を塞ふさがれ、思考が急停止した。

　まるで時が止まったかのように頭が真っ白だ。

　え？　え？

　私……副社長にキスされてる？　なにがどうなって……？

　彼はキスを終わらせると、微動だにしない私を見て、悪魔な笑みを浮かべた。

「君も俺とどうにかなりたかったんじゃないのか？」

　どこか軽蔑するような眼差し。その目を見て、深く傷ついた。

　今のキスは口止め料ってこと？

「私は……そんなんじゃありません」

　震える声で反論するが、「どうだろうな？」と彼は馬鹿にしたように言って、私の言葉をまともに聞き入れてくれない。

「本当に違うんです」

「どっちでもいいが、俺と深く関わろうとするのはやめてくれ」

　副社長は面倒くさそうにそう言い放つと、メガネをかけて、急にいつもの表情に戻る。

「そういうことで、よろしく頼むよ、藤井さん」

　フッと微笑し、穏やかな紳士の仮面をつけて私の前を通り過ぎていく彼。

　衝撃が強すぎて、座敷に戻ってもしばらく放心していた。










魔王降臨




「……あまり眠れなかった」

　欠伸あくびを噛かみ殺しながらコンビニでエナジードリンクを買って、会社に向かう。

　慰労会の後、自宅にまっすぐ帰ったものの、まだ昨夜あったことを整理できずにいた。

　副社長にキスされた――。

　あれは悪夢だったのだろうか？

　だけど……彼はキスでもしとけば満足かって言わんばかりの怖い目をしていた。完璧紳士の副社長があんな真似をするなんて……。

　あれが副社長の本性なの？　会社に行くのがちょっと怖い。

　私は副社長を狙ってる女だと誤解されたままだ。でも、副社長を呼び出して説明なんてできないし、誤解を解くのは難しいかもしれない。

　あ～、ひとりでうじうじ考えてもしょうがない。そのうち、私が副社長には関心がないことはわかるだろう。

　それに私が担当しているのは専務だから、頻繁に顔を合わせるわけじゃない。今日もしっかり仕事しよう。今は私とおじいちゃんの生活を守らないと。

　会社に着いてエレベーターに乗るとまた副社長と上杉さんがいて、一瞬目の前が真っ暗になった。

　ま、魔王――。

「あれ、藤井さん、今日はずいぶん早くない？」

　上杉さんが少し驚いた顔をする。

　それはそうだろう。だって、まだ七時半過ぎ。この時間なら副社長に会わないと思っていたのに失敗した。

「副社長、上杉さん、おはようございます。昨日はギリギリだったので、早く来すぎてしまって……」

　ふたりに挨拶するも、副社長と目が合うのが怖くて、じっと上杉さんに目を向けていたら、副社長も私に挨拶を返した。

「藤井さん、おはよう」

　そのテノール調の甘い声に身体がビクッと反応し、副社長の顔を思わず見てしまう。バチッと目が合って、石化した。

　顔は笑っているのに、目が妖あやしく光っていて怖い。に、逃げなきゃ。

「あっ、忘れ物……」

　ひとり言のように呟いてエレベーターを出るが、副社長の視線を背中に強く感じた。

　気になっても振り向いてはいけない。魔王の魔力で石にされてしまうかも。

　少し心を落ち着かせてから、別のエレベーターに乗って、秘書室に向かう。すると、先に着いていた上杉さんに声をかけられた。

「藤井さん、大丈夫？　顔が真っ青だよ」

「だ、大丈夫です。先月から祖父が入院してバタバタしていたので、その疲れが出たのかもしれません」

　副社長と目が合ったから……なんて絶対に言えない。

「ああ。それでエナジードリンク。でも、エレベーターでは明らかに挙動不審だったよ。もしかして副社長となにかあった？」

　なにかと鋭い上杉さんの言葉にギクッとしつつも、ぎこちなく笑って否定する。

「な、なにもありませんよ」

「そう。僕と副社長はこれから大おお阪さかに出張で明日まで戻らないから、気を楽にして」

　上杉さんの言葉を聞いて、心から安あん堵どし、胸に手を当てた。

「急な大阪出張で今日は早くいらしたんですね」

　私の口元が思わず緩んでしまったのを彼は見逃さず、ニコニコ顔で言う。

「藤井さんはホント素直だよね」

　この顔、副社長となにかあったとバレてしまっただろうか？

「困ったことがあったら言って。じゃあ行ってくるよ」

　兄のような温かい目でそう告げる上杉さんに、「お気をつけて」と言葉を返すと、彼は秘書室を後にする。

　自席に座り、パソコンでメールをチェックしながらエナジードリンクを飲んでいたら、薫さんたちがやってきた。

「おはよう……って、朝からエナジードリンク？」

　薫さんがギョッとした顔でつっこめば、私と同期の由ゆ美みもちょっと心配そうな顔をする。

「昨日の慰労会の終わりくらいから、ボーッとしてたわよね。大丈夫？　おじいさんの入院もあって疲れてるんじゃない？」

　モデルのように背が高くてショートヘアが似合う彼女は、社長秘書の武たけ井い由美。同期とは思えないくらいしっかりしていて、私の頼れる親友だ。

「ちょっと睡眠不足なだけですよ」

　ふたりに心配をかけないようにそう言うが、薫さんは私に優しい言葉をかけてくれる。

「真理ちゃん、一日くらいお休み取ってもいいのよ。仕事は私たちがフォローするから」

「大丈夫です。エナジードリンク飲んだら、めちゃくちゃ元気になりました」

　ニコッと明るく返すと、由美にフフッと笑われた。

「そんなに速く効かないわよ」

「そうかな？　ところで、上杉さんと副社長は急遽大阪出張になったそうで、さっき出ていかれましたよ」

　私の話を聞いて、由美が少し残念そうな顔をする。

「そう。あのイケメンたちを拝おがめないのはちょっと寂しいわね。そういえば小春ちゃんは？」

　由美が小春ちゃんの机に目を向けると、薫さんが手に持っていたスマホがブルブルと震えた。

「あっ、小春ちゃんからメッセージ来たわよ。今日は体調悪いからお休みしますって。彼女、昨日の慰労会、途中で帰ったものね。常務関係は私と由美ちゃんとでフォローしましょう」

　ふたりに任せるのは悪くて、慌てて手を挙げる。

「私も手伝いますよ」

　小春ちゃん、気まずくて今日は来られなかったんだろうな。副社長を誘惑していたところを上杉さんに見られたし。上杉さんはいつも優しいけど、秘書の振る舞いに関してはとても厳しいのだ。

「真理は自分の仕事のことだけ考えればいいから」

　由美が私の肩を叩たたいて少したしなめるように言えば、薫さんも同調する。

「そうよ。真理ちゃんまで倒れたら専務が心配しちゃうわよ。それに、私たちそんなに頼りない？」

　彼女に問われ、すぐに否定する。

「いえ、そんなことありません」

「だからね、真理ちゃんが心配することないのよ」

　薫さんにそう言われて、もう反論はできなかった。いい同僚に恵まれたと思う。

　その後、副社長がいなかったこともあって、安心して仕事をしていると、あっという間に定時の六時になった。

　特に専務からの指示もないし、薫さんや由美の仕事も落ち着いている。

「あの、私はこれで失礼します」

　パソコンの電源を落として席を立ち、ふたりに声をかけると、薫さんに「お疲れさま。今日もバイト？」と聞かれた。

「はい。ちょっとだけ」

　堂々とは言えないので小声で返すと、由美が心配そうに私に目を向けた。

「あまり無理しないでよ」

「うん。わかってる。ありがとう」

　ニコッと笑って秘書室を後にし、すぐにバイト先に向かう。

　バイトのことは薫さんと由美だけには話してあった。ふたりは口が堅いし、私が困っている時はいろいろフォローしてくれる。私の力強い味方だ。

　会社で禁止されているのは重々承知しているが、バイトをしなければ祖父の入院費を稼げない。祖父のいる個室は一日一万二千円もする。最初は四人部屋だったけれど、祖父が寝られず困っていたので個室に替えてもらったのだ。保険が利かないから、なんとしてでも稼ぐしかない。

　夜間オペレーター業務は時給もいいし、日中より電話の本数も少なくて、会社の人に顔バレの心配もない。おまけに仮眠室やシャワーも使えるから、光熱費や水道代が節約できる。

　Ｓカードのオフィスに着くと、休憩室でおにぎりを食べて、すぐにオペレーター業務に入った。

　ホテルの予約、チケットの手配、レストランの案内等ににこやかに対応。午前零時になって、チョコを口に入れながら仕事をしていたら、副社長から電話がかかってきた。

「お電話ありがとうございます。Ｓカードコンシェルジュデスク……!?」

　キスのこともあって少し身構えながら電話に出ると、開口一番に言われた。

《先日は美容師の手配をありがとう》

　副社長、恐るべし。名乗る前から声を聞いただけで前回の担当者だってわかってる。

「いいえ。こちらこそいつもご利用いただきまして、ありがとうございます。なにかお困りですか？」

《実は……今度の日曜日が妹の誕生日なんだ。どうしても僕の家に来たいと言っているんだが、小学六年の妹とどう過ごしたらいいかわからない。なにかアドバイスをくれないか？》

　副社長にしては歯切れが悪く、心底困ったような声で言われ、かわいそうになった。

　これ、本当にあの魔王のような副社長なの？

　妹さんのことで困惑している彼がなんだかかわいく思える。

　ずいぶん年が離れた妹と思ったけれど、考えてみたら社長は再婚されていて、副社長にとっては腹違いの妹。副社長はアメリカにいて長い間会っていなかったから、妹さんとどう接していいのかわからないのね。

「ゲームをされてはどうでしょう？　一緒にできるものもありますし、会話も弾むかと思います」

　妹が生きていた頃はよく一緒にゲームをした。ゲームなら沈黙で気まずくなることもないだろう。

《ゲームか。いいかもしれない。ゲームセンターに置いてあるようなマシンや家庭用のゲーム機を大至急手配してくれないか？　金はいくらかかってもいい。三人がプレイできるようなものを頼むよ》

　三人か……。妹さんの他にも誰か来るのかな？　副社長の恋人？

　まあ、ふたりだけで誕生日のお祝いというのもちょっと寂しいよね。

「かしこまりました。お食事などはどうされますか？」

　お祝いとくれば食事。どこかのレストランの予約を依頼されるかと思ったけど、違った。

《ホテルのデリバリーサービスを手配してくれ。大きな誕生日ケーキも頼む》

　仕事の時と同じような声音でテキパキ依頼をする彼。先ほどの困惑していた声とはえらい違いだ。

「かしこまりました。他に必要なものはございますか？」

《あと……小学生の女の子になにをプレゼントしたらいいと思う？》

　また声のトーンを少し落とす彼に、優しく提案する。

「ぬいぐるみなどが無難ですが、そのくらいの年齢ですと、ワイヤレスイヤホンや電子辞書などはいかがでしょうか？」

　しっかりお祝いしてあげるなんて、いいお兄さんなんだろうな。彼の立場なら秘書に丸投げもできるだろうに。

　私の話を聞いて、彼が納得した様子で相あい槌づちを打つ。

《なるほど。ワイヤレスイヤホンがいいかもしれないな。色は女の子らしい赤がいい。メーカーのチョイスは君に任せる。手配を頼む》

　なんだろう。電話越しなのに、副社長が微笑んでいるのが声でわかる。

　社員に接する時とはまた違う柔らかくて、優しい声――。

「かしこまりました。喜ばれるといいですね」

　にこやかにそう言葉をかけたら、彼も笑って返した。

《ああ。君のお陰で助かったよ。じゃあ》

　キスの一件もあって怖い魔王だと思っていたけど、妹思いの優しい面もあるんだな。

　副社長が電話を切ると、早速ゲーム機やホテルのデリバリーサービス、イヤホンを手配する。ひと仕事終えてフーッと息をつくと、茶髪の男性に声をかけられた。

「よう、嬢ちゃん、今日も頑張るな。あんま無理するなよ。ほれ、夜のおやつだ。ちょっと休憩しろ」

　彼は牧まき瀬せ巧たくみ。長身で小麦色に焼けた肌に茶色い髪をしている彼はちょっとアウトローな雰囲気の四十歳のイケオジで、このコンシェルジュデスクの責任者だ。

　牧瀬さんがコトンとデスクに置いてくれたのは、有名店のバニラアイス。バイトに来ると、彼はいつも私におやつをくれる。

　私を『嬢ちゃん』と呼ぶのは、面接で最初に会った時、高校生と間違われたから。彼は私の家庭の事情を知っていて、なにかと気にかけてくれるのだ。仕事も好きな時間にいつでも入っていいと言われている。

「ありがとうございます！」

　ヘッドセットを外し、手を合わせていただきますをして、早速アイスを口に運ぶ。

「あ～バニラの香りもいいし、甘くて美味しくて心に染みます」

「美味しそうに食べるな。ところでさっきの電話、綾小路さんだったか？」

　うちのお得意さんだからか、牧瀬さんは副社長のことをよく知っている。

「はい。妹さんの誕生日関連のご依頼でしたよ」

　にこやかに返すと、彼が珍しく真剣な顔で私に注意する。

「そうか。身バレしないように気をつけろよ」

　私がＡＹＮ商事の社員ということは、面接の時に話してあった。

「はい。大丈夫です。電話だと少し声が変わって聞こえますし」

　そんな会話をしてアイスを食べ終わると、また業務を再開。午前三時に上がり、仮眠室で八時まで寝る。

　その後、家に帰宅せずに祖父のいる病院に行くと、祖父はテレビを見ていた。顔色はいいようなのでホッとする。

　先月、自宅の庭で心臓発作を起こして倒れた時は、それはそれは気が動転して頭がおかしくなりそうだった。震える手でスマホを握って救急車を呼んで……、もうあんな怖い思いは二度としたくない。

「おじいちゃん、調子はどう？」

　そう声をかけたら、祖父は笑顔で答える。

「すこぶるいい。早く退院して、『梅ばい桃とう屋』の羊よう羹かん買いに行きたいな」

　ちょっと子供のような我儘を口にするのを聞いて、苦笑いした。

「そう言うと思った。羊羹は糖質高いからしばらく我慢しないとね。今度水羊羹作ってきてあげるね」

　手作りなら糖質を抑えられる。ずっと甘いものを我慢するのもストレスが溜まるだろう。病院内の散歩は許されても、まだ外出許可は出ないし……。

「ありがとう、真理。仕事の方はどうだ？　少し痩せたんじゃないか？」

「そんなことないよ。職場はいい人ばかりだし、心配いらないよ」

　治療に専念してもらいたくて、バイトのことは祖父には内緒にしている。

　とびきりの笑顔で返すと、祖父は「そうか」と安堵した顔をした。

　それから一時間ほど一緒にテレビを観て、祖父の洗濯物を持って帰宅する。こぢんまりとした平屋建ての一軒家が祖父の家だ。

　去年までは周囲にたくさん家があったのだけど、大きな高級マンションを建てる計画があって、この区画で残っているのはもう祖父の家だけとなった。

　祖父は頑かたくなに引っ越しを拒んでいるのだが、最近は地上げ屋による嫌がらせが増えてきた。玄関前に生ゴミが撒き散らしてあるのを見て、ハーッと溜め息をつく。

　最初は【早く出ていけ】と玄関に貼り紙がしてあるだけだったけど、最近は真夜中に何度も玄関のチャイムを鳴らされたりしていた。

　Ｓカードで夜寝泊まりしているのはお金を稼ぐのが一番の目的だけど、自宅に帰りたくなかったというのも理由のひとつだ。やはり夜ひとりでいて何度もチャイムを鳴らされるのは怖い。

　玄関前の生ゴミを片付けると、すぐに洗濯をして、家の中を掃除する。

　おじいちゃんが退院したら考えないと。ここに住み続けるのは危険だ。

　息をつく間もなく家を出て、途中コンビニに立ち寄り、おにぎりを買うと、Ｓカードのオフィスに向かった。

　土日は稼ぎ時。おじいちゃんのためなら、土日働くのも苦にならない。

　オフィスに着くと、買ってきたおにぎりを食べて、ヘッドセットをつける。すぐに電話が鳴って、相手には顔が見えないのに、いつものように笑顔を作って対応した。

「はい、Ｓカードコンシェルジュデスクです」

《明日、劇場に花を届けてほしいんだが……》

　花束、ホテル、レストラン、時にはパーティに同伴する女性の手配をして、夜の十二時まで働き、また仮眠室へ。

　この日は七時までぐっすり寝て、日曜日もまたＳカードの仕事。平日の夜と比べると電話の本数も多く、息をつく間もない。

　お昼過ぎに一旦休憩に入ろうとしたら、牧瀬さんにポンと肩を叩かれた。

「嬢ちゃんが頼んだ綾小路の御曹司ご依頼のワイヤレスイヤホン、欠品って連絡がさっきあったぞ」

「えっ、本当ですか？」

　まさか欠品だなんて思ってなかったので、つい声が大きくなる。

「ああ。うちが取り引きしている他の業者に連絡してみたが、赤は人気の色らしくて在庫はなかった。すぐに電話して謝罪しておけ」

　妹さんの誕生日プレゼントなのに……。

「牧瀬さん、念のため、都内の量販店を直接あたってみます。Ｓカードの信用にも関わりますよ」

　諦めきれなくて牧瀬さんに交渉すると、彼はフッと微笑した。

「嬢ちゃんなら言うと思った。いいだろう。許可する。今日は出張費込みで夜九時まで働いたことにしておいてやるよ」

「そこは実働で構いませんよ。牧瀬さん、ありがとうございます」

　笑顔で礼を言ってヘッドセットを外し、荷物を持ってオフィスを出た。近くの家電量販店に行くが在庫切れと言われ、片っ端から捜し回る。

　二軒目、三軒目……と家電量販店を回り、五軒目でようやく見つけた。倉庫に一点だけ眠っていたらしい。

「よかった」

　綺麗にラッピングもしてもらったし、あとはこれを届けるだけ。

　当然ながら当日の配達は店でやっていない。バイク便を手配する方法もあるが、私が直接届けた方が速いし確実だ。

　問題は副社長に私かどうかバレないかということ。いつも会社では髪をひとつまとめにして化粧もしているけれど、今日は髪を下ろしているし、化粧もリップをつけているだけ。しかもキャップを被っているので、顔だってあまり見えない。

　大丈夫。この姿なら配達のバイトだと思われるだろう。牧瀬さんだって高校生だと思ったんだもの。それに、妹さんのプレゼントをなんとしても届けてあげたい。私の妹はもういないから、なにかしてあげたいと思うのかも。

　牧瀬さんに連絡を取って、副社長の自宅の住所を教えてもらい、麻あざ布ぶにあるマンションに向かう。

「Ｓカードからのお届け物です」

　マンションに到着すると、エントランスの前のインターホンを鳴らして配達員の振りをした。

《ああ。お願いします》

　副社長の声がしてドキッとする。彼がロックを解除してくれてマンションに入り、エレベーターに乗った。

　彼の部屋は四十二階建ての新築のタワーマンションの最上階。床はふかふかの絨じゅう毯たんだし、マンションというかホテルのようだ。

　エレベーターを降りると目の前にドアがあって、一瞬周囲を見回した。

　嘘うそ。ここしか部屋がないの？　ワンフロア丸ごと副社長の家？　……セレブさまはやっぱりすごい。どうかバレませんように。

　キャップを深く被ると、スーッと深呼吸して玄関のインターホンを押す。

　すると、すぐに副社長が出てきた。黒のデニムのパンツにブランドものらしきグレーのＴシャツを着ていて、普段のスーツ姿とはまた違う。カッコよくて、モデルのようなその出で立ちに思わず目を見張った。

「あの……こちらお届け物です」

　なるべく顔を見せないようにしてワイヤレスイヤホンが入った紙袋を差し出すが、彼が私の手を掴んできてビクッとした。

「君、専務秘書の藤井さん？」

　副社長の言葉を聞いて、カチンと固まる。

　……え？　なんでバレるの？　お、落ち着け。まだ確信はしていないはず。

「なんのことでしょう？　商品は確かにお届けしたので、これで失礼します」

　平静を装ってそう返すが、彼は手を離してくれない。

「この手相……見覚えがある」

「き、気のせいです。手、離してください」

　心臓が爆音を立てているのを感じながら否定するも、彼は身を屈かがめて私の顔を覗のぞき込んでくる。

「髪型やキャップを被っただけで俺を騙だませると思うか、藤井さん？」

　副社長と目が合って、瞳が凍る思いだった。

　――終わった。バイトがバレたんだもの。私クビだ。

　ゴクッと唾を飲み込んで副社長を見つめたら、いきなり彼に「ちょっと来い」と玄関に連れ込まれた。

「え？　ちょっ……副社長？」

　まさか家の中で説教されるの？

　副社長の行動に驚いていたら、「ほら、君も上がれ」と急かされた。

　言われるがまま靴を脱ぐと、横に女の子用のスニーカーがあって、彼の妹さんのことが頭をよぎった。

　これ、ひょっとして副社長の妹さんの？　妹さんが来ているのよね？　なのに、私を部屋に入れていいの？

　パニックになっていたら、副社長が私の手を引いて、長い廊下をスタスタと歩いていく。

「ちょ……副社長」

　スリッパも履かず小走りで彼についていくと、リビングらしき部屋に通された。

　三十畳以上ありそうな広い部屋には、映画のスクリーンのように大きなテレビと私が先日手配したレーシング用のゲームのマシンが三台、それに白いレザーのソファセットが置かれている。

「悠兄、なにか届いた……って、あっ、その人は？」

　驚きの声をあげて私に目を向けているのは、どこか副社長に面差しが似た、茶色いロングヘアの十二歳くらいの美少女。黒のドロップショルダーＴシャツにデニムのショートパンツというラフな格好を見ていると、なんだか死んだ妹と重ねてしまう。

「萌もえ、紹介しよう。彼女は俺の友人の藤井真理さんだ。真理、この子は妹の萌だ」

　真理と下の名前で呼ばれたことよりも、彼の妹さんの名前を聞いて身体がピクッと反応した。

　萌……。私の亡くなった妹と偶然にも同じ名前なんだよね。秘書室にいるから、社長のお嬢さんの名前は知っている。

「あの……私は友人ではな……ぎゃっ！」

　動揺しつつも副社長との関係を否定しようとしたら、彼が私の腰に手を回してきたものだから、思わず変な声が出た。

「いいから俺に合わせろ」

　副社長が私の耳元に顔を近づけ、妹には聞こえないよう声を潜める。その低音のセクシーな声にとんでもない圧を感じて、コクコク頷いた。

　笑顔だけど、目が笑っていない。

　妹の前では優しい兄でも、私の前では相変わらず魔王のまま。

「ゆ、友人の藤井真理です」

　抑揚のない声になってしまったのは仕方がないと思う。突然部屋に連れ込まれるし、副社長は怖いし、わけがわからないのだから。

「こんにちは。綾小路萌です。涼りょう兄が急に来れなくなったから、真理さんが来てくれてよかったあ。悠兄とふたりでゲームしてても、悠兄ばっか勝っちゃってつまらなかったの」

　明るく私に話しかけてくる萌ちゃんの話を聞いて、首を傾げた。

「……涼兄？」

「俺の双子の弟だ。病院に勤めているんだが、急なオペが入ったらしい」

　副社長の説明を聞いて納得する。

　そういえば、親睦会で弟さんの話が出たっけ。弟さんはお医者さんだったんだ。

「真理さん、なにか飲む？　コーラ、ウーロン茶、りんごジュースがあるよ」

　萌ちゃんに聞かれ、問い返した。

「萌ちゃんはなにを飲んでいるんですか？」

「コーラ。最近炭酸好きなの」

　にっこり笑って答える彼女に、私も笑顔で返す。

「では、コーラをお願いします」

　ようやく日頃鍛えている営業スマイルを発動したはいいが、顔が引きつった。萌ちゃんが隣のキッチンに行っている間に、恐る恐る副社長に目を向けて事情を聞く。

「あの……これは一体どういうことでしょう？」

「弟が来ないから、妹とふたりでは間が持たないんだ。君がタイミングよく現れてよかった。一緒に妹の相手をしてくれ」

　命令というよりは懇願に近い声で言われ、どう返事していいか考えていたら、萌ちゃんがコーラの入ったグラスを手に持って戻ってきた。

「はい、真理さん、コーラ」

「ありがとうございます」

　萌ちゃんからグラスを受け取ると、彼女がおもしろそうに目を光らせて私を見た。

「ふたりでなにこそこそ話してたの？　ひょっとしてふたりは恋人？」

「それは天と地がひっくり返ってもないです」

　間髪を入れずにムキになって否定したら、萌ちゃんが爆笑した。

「天と地がひっくり返ってもないって……悠兄、振られちゃったね」

　副社長が微妙な表情をしていたので、しどろもどろになりながら慌ててフォローする。

「いえ、あの……副社長は私には高嶺の花なので、私には分不相応というか、殿てん上じょう人びとなので畏おそれ多いというか……」

「真理さんっておもしろいね。年はいくつなの？　お兄ちゃんの友人ってことはもう学生じゃないよね？」

　私に興味津々のようで、彼女はストレートに年を聞いてくる。

「二十六です」

　私の返答を聞いて、彼女は意外そうな顔をした。

「えっ、そうなの？　高校生くらいに見える。どこでお兄ちゃんと知り合ったの？」

「……同じ会社で働いているんですよ」

　副社長を気にしながら答えると、彼女がまた質問してきた。

「そうなんだ？　仕事してるお兄ちゃんってどんな感じ？」

「冷静沈着に物事を決められていてすごいお方です」

　副社長の視線を痛いほど感じながら、真面目にそう答えると、萌ちゃんがフフッと笑った。

「お兄ちゃんがカッコいいとか言わないんだね。お兄ちゃんの周りにいる女の人ってみんな目がハートになるの。でも、真理さんは違うんだね」

「……ご期待に添えなくてごめんなさい」

　副社長は誰が見てもカッコいいとは思うけど、私にとってはそういう対象じゃない。そもそも恋愛に夢中になる余裕なんて私にはないのだ。

　少し声のトーンを落として謝ると、彼女が私の腕に抱きついてきた。

「いいの。いいの。真理さんみたいなタイプは貴重だよ。ね、ゲームしよう。今度こそ私勝つよ」

「あっ……えーと」

　副社長の方をチラリと見て指示を仰ぐと、彼がコクッと私の目を見て頷いた。

　三人それぞれマシンのシートに座ってレーシングゲームをする。最初はわけもわからずやっていたけれど、だんだんコツを掴んできて、萌ちゃんと二位争いをするようになった。

「萌ちゃん、待って～！」

「待たないよ～。私、絶対二位キープする」

　私と萌ちゃんがせっている間に、副社長はぶっちぎりで優勝。そのたびに、私と萌ちゃんが文句を言う。

「副社長強すぎです」

「ホント、悠兄ズルい。真理さんも副社長なんて呼んじゃダメ。お兄ちゃんのこと、ちゃんと名前で呼んで」

　萌ちゃんのお願いを聞いて、動揺せずにはいられなかった。

「えっ、それは……」

　副社長を下の名前で呼ぶなんて畏れ多い。

「仕事じゃないし。今日は萌の誕生日のお祝いだよ。お兄ちゃんだって仕事してる気分になっちゃうよ」

　萌ちゃんの言うこともわかるが、私は副社長の本当の友人ではない。

　副社長だって私が下の名前で呼んだら、気分を害するのでは？

「ああ。そうだな」

　副社長も小さく微笑して萌ちゃんの味方をするものだから困った。

　……魔王が私に微笑んだ。怖くないし、なんだか親しみやすい感じ。

　名前で呼んで本当にいいのかな？

　ああ～、もうどうせクビだもの。どうにでもなれ。

「悠さんばっかり勝ってズルいです。次は勝ちます」

　開き直ってそう言うと、副社長が不敵に笑う。

「それはどうかな？」

　もう自分の立場を忘れてゲームに集中すると、副社長に追いついた。抜こうとしたら、副社長の車にぶつかってどちらもコースを外れる。

　その間に萌ちゃんに抜かれてしまい、そのまま彼女がゴール。

「やった～、初めて勝った～！」

　両手を上げて大喜びする萌ちゃんを見て、こっちも嬉しくなる。

　副社長もそんな彼女を優しい目で見つめていた。

　その後ホテルのデリバリーサービスが来て、料理を食べ、最後にケーキでお祝い。

【Happy Birthday Moe】とケーキに添えられたプレートを見て、なんとも言えない気持ちになる。まるで私の妹の誕生日を再現しているかのようだ。

　副社長が照明を暗くし、特に打ち合わせをしたわけではないけれど、彼と「ハッピーバースデートゥーユー……」と声を合わせて歌う。

　なんだか本当に自分の妹の誕生日を祝っている気がして、思わず涙目になってしまったが、泣くのはなんとかこらえた。

　こんなかわいい妹がいる副社長が羨うらやましい。

　ろうそくを消した萌ちゃんが、嬉しそうに破顔する。

「涼兄に会えなかったのは残念だったけど、真理さんに会えたのはよかった」

「楽しみはまだある。これ、プレゼント」

　副社長がラッピングされたワイヤレスホンを渡すと、萌ちゃんが「わー、これ萌欲しかったんだ～」と歓喜の声をあげた。

「あの……ごめんなさい。私、プレゼント用意してなくって……」

　申し訳なさそうに彼女にそう言ったら、副社長が笑顔で私をフォローした。

「萌、今日の企画を考えてくれたのは彼女なんだ」

　……嘘。私がコンシェルジュとして対応しているのもバレてる。

　そりゃあそうか。Ｓカードでも藤井って名乗ったし、状況でバレるよね。

　考えてみたら、電話で副社長の依頼を受けた時、萌ちゃんの名前は聞いてなかった。なのに、誕生日ケーキのプレートには【Moe】と書かれていたんだから。

「真理さん、ありがとう」

　ニコッと微笑む萌ちゃんを見て、ハッとした。

　笑い方、私の妹にそっくり。ひょっとしたら神さまがこの時間をくれたのだろうか。

「真理さん、また会おうね」

　萌ちゃんが私にそう告げてギュッと抱きつくと、お迎えが来て彼女は帰っていった。

　夢の時間が終わっちゃったな。

　少し寂しさを感じながら副社長の部屋をテキパキと片付ける。副社長も無言で手伝ってくれた。

「ホテルのデリバリーの皿とグラスは部屋の外に置きましたから、明日取りに来ると思います。では、私はこれで失礼します」

　ビジネスライクに言って一礼すると、彼が私の腕を強く掴んできてハッとした。

「待て。このまま帰らせるわけないだろ？」

　副社長の目がキラリと光るのを見て、ハハッと乾いた笑いが込み上げてきた。

「そ、そうですよね」

　魔王降臨――。

　私、これからどうなるの～？
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「では、私はこれで失礼します」

　彼女が家政婦のように挨拶をして玄関を出ていこうとしたので、その腕を掴んで引き止めた。

「待て。このまま帰らせるわけないだろ？」

　彼女は藤井真理。うちの会社で専務秘書をしている。

　勤務態度は真面目で性格もよく、専務も同僚も彼女をかわいがっている。

　しかし、彼女は今日、俺がＳカードに依頼したワイヤレスイヤホンを持って現れた。

「そ、そうですよね」

　引きつった笑みを浮かべる藤井さんの手を引いて、リビングのソファに座らせる。

　俺は綾小路悠。ＡＹＮ商事の社長令息。アメリカの証券会社に勤務していたが、今年の四月に帰国し、ＡＹＮ商事の副社長に就任した。

　仕事の方は順調だが、悩みの種はある。それは自分の地位と目立つ容姿のせいで、嫌でも女が寄ってくること。先日も焼き肉屋で常務秘書に絡まれた。だから、他の女だって俺を狙っているのだと決めつけていたのだが……。

「さあて、どうしてＳカードで働いているのか説明してもらおうか。Ｓカードのコンシェルジュとして俺の電話を取ったのは君だろう？」

　萌のバースデーケーキを見て確信していた。俺はコンシェルジュに妹の名前を伝えていなかったが、ケーキのプレートには【Moe】と書かれていた。うちの秘書室の人間だから妹の名前を知っていたに違いない。

　メガネを外してシャツの胸ポケットに入れ、立ったまま藤井さんを問い詰めれば、彼女は自分の手を見つめながらか細い声で答える。

「……はい」

　もうごまかす様子はないので、高圧的にではなく、静かな声で問う。

「どうしてＳカードで働いている？」

「……祖父が入院してお金が必要になったんです。祖父には私しか家族がいません」

　彼女は俺の顔は見ずに、自分の拳をギュッと握って答えた。

　そういえば、上杉が彼女は祖父とふたり暮らしだって言ってたな。

　実は大阪出張の時、上杉に説教された。

『藤井さんになにをしたんです？』

　それは質問ではなく、確認。

『彼女は焼き肉屋での俺とお前の会話を聞いていた。それで俺の本性がバレたから、口止めにキスをした。その方が手っ取り早かったからな』

　嘘をついても無駄だと思って淡々と事実を伝えたら、普段温厚な上杉が次第に鬼のような形相になる。

　こいつは俺の秘書だが、お目付け役と言っていい。社長や会長の信頼も厚く、俺に対しても容よう赦しゃなく意見してくる。

『手っ取り早かったからな……じゃないでしょう！　キスするなんて……ああ～、なにをやってるんですか！』

　カッと目を見開いて大騒ぎする彼に、何食わぬ顔で返した。

『穏便に済むよう対処しただけだ』

　常務秘書のこともあって苛立っていたから、あれでも自制したくらいだ。あの女だって慰労会の席では会長に媚こびていた。女なんてみんな同じだ。仕事に集中したいのに、この顔と綾小路という名前のせいで、周りの女が放っておいてくれない。

　高校時代は同級生からのストーカーまがいの行動に悩まされたし、夜帰宅すると家政婦が俺のベッドで待っていたこともあった。とどめは親友の婚約者が、結婚式の直前であっさり親友を振って俺を誘惑してきたこと。それ以来、俺に絡んでくる女が鬱陶しくて仕方がなかった。

　だが、俺の女嫌いの一番の原因は、まだ小学生だった俺と弟を置いて家を出ていった母親かもしれない。母は父が出張で不在の時に、家に恋人を呼んで逢瀬を重ねていた。父と母は政略結婚で、結婚後も母には恋人がいたのだ。ある日学校から帰ってくると、父と母の寝室から母の喘あえぎ声が聞こえて、気持ち悪くて眩暈めまいがしたのを覚えている。

　父は母の恋人の存在は容認しても、家に連れ込んだことには激怒して、母は家を出ていった。母は金遣いが荒くて自由奔放な人で、俺と涼に愛情を注ぐことは決してなかったからショックはなかったが、女は最低な生き物だという考えが俺の頭に植え付けられた。秘書の上杉も俺の女嫌いについてはよく知っている。

『対処って……藤井さんはあなたに群がってくる女たちとは違いますよ。ピュアの塊かたまりかっていうくらいいい子です。まだ若いのに祖父の面倒を見ているんですから』

　上杉が時折天を仰ぎながら俺を責めるが、彼の言葉が気になって聞き返した。

『彼女が祖父の面倒を見てる？』

　親はいないのだろうか。

『彼女、中学生の時に両親と妹を交通事故で亡くしたらしいです。それからはずっと祖父とふたりで暮らしていて、その祖父も今具合が悪いそうですよ』

『……家族を亡くしてるのか』

　いつも笑顔でいるから、そんな不幸な境遇だとは思わなかった。

『いいですか？　自分の価値観で勝手に人を判断しないでください。藤井さんは専務のお気に入りですし、彼女に辞められたら専務に恨まれますよ。東京に戻ったら、彼女に謝ってください。いいですね』

　彼が怖い顔で念を押してきて、渋々頷いた。

『……わかった』

　それで東京に戻ってからずっと機会をうかがっていたけど、藤井さんに謝れずにいた。だが、今日思いがけず彼女に会って――。

『あの……こちらお届け物です』

　配達員の振りをして妹へのプレゼントを届けにやってきたが、その声は聞き覚えがあるし、おまけにその手にも見覚えがあって、気づいたら彼女の手を掴んでいた。

　マニキュアをしていないが、綺麗でほっそりした手。俺としてはマニキュアをした手よりも自然な感じで好ましく思える。その手のひらには小指の付け根から薬指のあたりまで伸びた線があった。

　結婚線の中でも薬指まで伸びているものは玉の輿線というらしい。慰労会の後、ちょっと興味があってネットで調べてみたのだ。

『君、専務秘書の藤井さん？』

　髪は下ろしていてキャップで顔がよく見えないけど、藤井さんで間違いない。

　俺の質問に動揺してか、掴んでいた彼女の手首がビクッとした。

『なんのことでしょう？　商品は確かにお届けしたので、これで失礼します』

　彼女が否定するが、そうですかとこのまま帰せるわけがない。

『この手相……見覚えがある』

　さらに強く手を掴んでも、彼女はまだ認めない。

『き、気のせいです。手、離してください』

　この狼狽え方、自分が藤井真理だと言っているようなものなのに、なぜ悪あがきをするのか。

『髪型やキャップを被っただけで俺を騙せると思うか、藤井さん？』

　ずっと俺を見ようとしない彼女の顔を覗き込んだ。

　宝石のようにキラリと光るその漆黒の瞳は、俺を見て怯おびえていた。

　そういえば、俺によくしてくれるＳカードのコンシェルジュも藤井と言ったっけ。

　妹へのプレゼントを届けに来たのといい、ただの偶然の一致とは思えない。恐らく、あのコンシェルジュも彼女だろう。どこかで聞き覚えがある声だとは常々思っていたんだ。

　Ｓカードに電話をして彼女が対応してくれると、嬉しく思う自分がいた。とても気が利くし、親身になって話を聞いてくれる。最近はその声が俺の癒いやしになっていて……。

　ホント、ちょうどいいところに来てくれた。今日は腹違いの妹の誕生日をうちで祝っていたのだが、急に双子の弟が来られなくなり、俺ひとりでは間が持たなかったのだ。

　俺が中学生の時に父が再婚し、妹が生まれた。しかし、海外に行ってからはほとんど顔を合わせることもなく、年の離れた妹の扱いに困っていた。

　Ｓカードのコンシェルジュの提案でゲーム機も用意したのだが、俺ばかり勝つものだから妹がつまらなそうな顔をする。かといって、俺が手を抜けば怒るから、藤井さんの思わぬ登場に安堵する自分がいた。

『ちょっと来い』

　有無を言わせず彼女を家に連れ込み、妹に会わせる。

『萌、紹介しよう。彼女は俺の友人の藤井真理さんだ。真理、この子は妹の萌だ』

　俺の紹介に驚いた藤井さんが、『あの……私は友人ではな……ぎゃっ！』と遠慮がちに否定してきたので、すかさず彼女の腰を掴んで身体を密着させ、小声で命じた。

『いいから俺に合わせろ』

　藤井さんはビクビクしながら俺を見ると、次に萌に目を向け、軽くお辞儀をした。

『ゆ、友人の藤井真理です』

　挙動不審で笑顔がなかったが、妹の萌はそれを緊張のせいだと思っているのか、人懐っこい笑顔で自己紹介する。

『綾小路萌です。涼兄が急に来れなくなったから、真理さんが来てくれてよかったあ。悠兄とふたりでゲームしてても、悠兄ばっか勝っちゃってつまらなかったの』

　妹がそんな不満を口にし、飲み物を取りに行くと、藤井さんが困惑した様子で俺に聞いてきた。

『あの……これは一体どういうことでしょう？』

『弟が来ないから、妹とふたりでは間が持たないんだ。君がタイミングよく現れてよかった。一緒に妹の相手をしてくれ』

　いまだかつてこんなに狼狽えたことはない。

　藤井さんに助けを求めると、彼女が悩んでいる間に妹が飲み物を持って戻ってきた。

『ふたりでなにこそこそ話してたの？　ひょっとしてふたりは恋人？』

　妹が期待の眼差しを向けてきたが、藤井さんがきっぱり否定する。

『それは天と地がひっくり返ってもないです』

　今までおどおどしていたのに、急に秘書モードの彼女に戻ったようだ。

　女嫌いの俺としては喜ぶべきなんだろうが、ここまで否定されるとなんだかおもしろくない。

『天と地がひっくり返ってもないって……悠兄、振られちゃったね』

　萌がお腹を押さえながら笑い、チラリと俺を見やった。なにもコメントせず黙っていたら、藤井さんがそんな俺を見て青ざめながら補足する。

『いえ、あの……副社長は私には高嶺の花なので、私には分不相応というか、殿上人なので畏れ多いというか……』

　恐らくその考えは藤井さんが常々俺に対して思っていることなのだろう。とっさに言い繕うのに、『殿上人』なんて言葉は普通出てこない。

　つまり、俺を狙ってもいないし、そういう対象としても見ていないということ。

『真理さんっておもしろいね』

　萌には藤井さんの回答が好印象だったのか、すぐに彼女と打ち解け、ゲームをするとかなり盛り上がった。

『やった～、初めて勝った～！』

　萌がはしゃぐ様子を、俺も藤井さんも温かい目で見ていた。

　最初は緊張していてあまり喋らなかった藤井さんだが、次第にリラックスしてきたのか、俺にはほとんど目もくれず、本当の姉妹のように萌と楽しく話をする。

　リビングに響くふたりの笑い声。

　途中から俺は邪魔なんじゃないかと思えるくらい打ち解けていた。

　萌も藤井さんのことを気に入ったようで、質問攻めにしていたし、同性ということで俺より話しやすいのか、彼女にずっとくっついていた。

　上杉が言っていたように、藤井さんは俺が嫌悪してきた女どもとは違うんだな。

　ふたりきりになった今が俺を誘惑する絶好のチャンスなのに、彼女は黙々と片付けをしてそそくさと帰ろうとする。

　まあ俺が怖くて一刻も早く帰りたいのかもしれない。俺が引き止めるまでバイトのことも忘れていたようだし、計算で動けるタイプではないのだろう。

「もう煮るなり焼くなり好きにしてください！」

　今までずっと俯いていた彼女が顔を上げて俺を正視する。クビを覚悟で言っているその姿がなんとも潔くて、思わずクスッと笑ってしまった。

「どうして自ら届けに来た？　身バレするのはわかっていただろう？」

　それに、キスの一件もあって、俺には会いたくなかったはず。

「業者に手配したら欠品だったんです。でも、妹さんのプレゼントなのでなんとか届けたくて……それで都内の量販店で在庫を見つけて、直接届けに……」

　力ない様子でポツリポツリと経緯を語る彼女の言葉を受けて、とどめを刺すように結論を口にする。

「で、俺にまんまと捕まったと」

「はい。クビですよね？　せめて後任者に引き継ぎをする時間はいただけますか？」

　藤井さんはもう言い訳せず、先を見据えて話を進めようとする。

　引き継ぎのことまで考えるなんて、お人好しすぎるだろ。質問している俺がなんだか悪者に思えてきた。

「勝手に話を決めるな。専務も君に辞められては困るだろうから、処分は保留にする。そんなに金が必要なら俺が用立ててもいい」

　俺の言葉が気に入らなかったのか、急に彼女がカッと目を見開いて、ソファから立ち上がった。

「憐れみや同情はいりません！　話がこれで終わりなら失礼します」

　一礼して俺の前から去ろうとする彼女が突然ふらついたので、とっさに抱きとめた。

「おい、大丈夫か？」

　藤井さんをじっと見て確認するが、その顔は青い。

「……すみません。ちょっと躓つまずいただけです」

　俺の胸に手を当てて離れようとする彼女に、溜め息混じりに言う。

「送ってく」

　体調も悪そうだし、妹のために奔走して、誕生日祝いにも付き合ってくれた彼女をひとりで帰らせるのは気が引けた。

「大丈夫です。そんな遠くないですから」

　警戒してかそう言い張るも、俺の手を払いのける元気はない。

「無理だ。今にも倒れそうな顔をしてる」

　反論するのも疲れたのか、彼女はもうなにも言わなかった。

　藤井さんの手を引いてマンションの地下駐車場に移動し、俺の車に乗せて彼女を家まで送る。よほど疲れていたようで、彼女は助手席でうつらうつらする。そして、そのまま眠ってしまった。

　無防備な寝顔。私服で化粧っ気もないし、高校生くらいに見える。

「俺が悪い男なら襲われているな、確実に」

　ボソッと呟いて、信号待ちをしている時にジャケットを脱いで藤井さんにそっとかけた。それでも彼女が起きる様子はない。相当疲れているようだ。

　秘書の仕事だって大変だろうにバイトなんて、そのうち身体を壊すのは目に見えている。どうしたものかな。

　いつもの俺だったら、問答無用でクビを言い渡していただろう。だが、彼女に関してはそう簡単に切り捨てられなかった。上杉や他の役員から俺が責められるからではなく、今日彼女と一緒に過ごして情のようなものが湧いてきたのかもしれない。

　小さな平屋建ての家の前に着くと、藤井さんの肩を揺すって声をかけた。

「ここか？　藤井さんの家」

　周囲は更地になっていて、ロープが張られ、立ち入り禁止の看板が立っていた。

　マンションでも建つのだろか。

　そんなことを考えていたら、彼女が目を開けた。

「ん……。あっ、すみません。寝てしまって。ここです。ジャケットもありがとうございました」

　藤井さんが恐縮した様子でジャケットを俺に返す。

　俺はあることが気になって、彼女に尋ねた。

「玄関前に卵の殻が散乱しているが、誰かのいたずらか？」

「……そ、それは多分、カラスがゴミを漁あさったんだと思います。よくあるんです。送ってくださってありがとうございました」

　ぎこちなく笑いながら藤井さんは車を降りて、ドアを閉めた。

　俺を早く帰らせたいように見えるのは気のせいだろうか。

　藤井さんが車の横に立っているので、仕方なく車を発進させる。ルームミラーを見ると、彼女が俺の車に向かって頭を下げていた。

　疲れているんだから早く家に入って休めばいいのに。律りち儀ぎというか……。俺もどうしてそんなに彼女が気になるのか。

　家に帰宅しても彼女の家に散乱していた卵の殻のことが頭にあって、上杉に電話をかけた。

《はい。どうされましたか？》

「休日に悪い。明日でいいから調べてほしいことがある」

　藤井さんは地上げ屋から嫌がらせを受けているのではないだろうか。

　俺にとっては他人事。だが、なんだか胸の中がもやもやして放ってはおけなかった。

《なんでしょう？》

「藤井さんの家、地上げ屋に立ち退きを迫られていないか確認してほしい」

《どうして急にそんなことを？》

　まあ、当然不思議に思うよな。

「たまたま会って、成り行きで彼女を家に送っていったら、玄関前に生ゴミが散乱していたんだ。周りの土地は更地になってたし、気になってな」

《わかりました。調べてみます》

「業務外なのにすまない」

《業務ですよ。社員の生活に関わりますから。それで、彼女には謝ったんですか？》

「いろいろあってタイミングを逃した。お前は彼女が……いや、なんでもない」

　彼女がバイトしていることを知っているかと聞こうとしたがやめた。

「明日会社で会ったら謝るよ。それじゃあ、頼む」

　上杉に用件を伝えると電話を切り、シャワーを浴びにバスルームへ――。

　熱いシャワーを浴びていても、考えるのは藤井さんのこと。

『そんなに金が必要なら俺が用立ててもいい』

　俺がそう言った時、彼女はとても傷ついた表情をしていた。

　今思い返せば、無神経な発言だったと思う。

　シャワーを浴び終え、キッチンで水を飲んでいたら、弟の涼から電話がかかってきた。掛け時計に目を向けると、午後十一時を回っている。

「涼？　仕事終わったのか？」

《ああ。さっき帰ってきたとこ。今日はドタキャンして悪かった》

　申し訳なさそうに弟が謝るので、穏やかに返した。

「手術なら仕方ない」

　医者という職業上、弟のドタキャンは珍しくない。心臓外科医としてよくやっている。人命もかかってるから、責める気はない。

《萌が興奮気味に【悠兄が女友達を連れてきたの。真理さんていって、すっごく綺麗で優しいお姉さんだったあ】ってメッセージ送ってきたけど、本当？　女嫌いじゃなかったっけ？》

　涼がからかってきて、ハーッと溜め息をつきながら言い返した。

「会社の同僚だ。萌のプレゼントの手配を頼んでいて、その流れで同席してもらった。萌とふたりきりでは間が持たなかったからな」

《それでも悠が身内以外の女性を家に入れるなんてね。明日は雪でも降るんじゃないか？》

「降るわけないだろ。この埋め合わせはいつかしてもらうぞ」

　ちょっとムスッとして言う俺がおかしかったのか、弟は小さく笑った。

《わかってる。じゃあまた》

　弟が電話を切ると、窓際へ行き、夜景をじっと眺める。

　本当……焦っていたとはいえ、どうして彼女を家に入れたのか。

「俺らしくない」

　フッと微笑し、自じ嘲ちょう気味に呟いた。










魔王との契約




「あっ、藤井さん、悪いんだけど、副社長室にコーヒーひとつ頼めないかな？　僕、スケジュールの調整ですぐに電話をかけなくてはいけなくてね」

　次の日の定時後、上杉さんに声をかけられ、「はい」と返事をした。

「じゃあ、頼んだよ」

　彼はニコッと微笑み、スマホを手に持って秘書室を出ていく。

　今日は出勤してきた常務秘書の小春ちゃんにまたなにか言われるかと思ったけど、彼女は溜まった仕事を黙々と片付けていた。

「小春ちゃん、自分が行くって言わないのね」

　由美が楽しげに言えば、小春ちゃんは髪をかき上げ、余裕の表情を見せた。

「もう副社長には興味ありません。やっぱり身の丈に合った恋がいいかなって思って。今週、合コンするんです。相手は広告代理店のエリートですよ」

　その場にいた由美と薫さんが顔を見合わせ、苦笑いする。

　乗り換え早いよ、小春ちゃん。でも、これで副社長の件でいちいち恨まれることはなくなったから助かった。

　昨日副社長にバイトのことがバレて、今日はできるだけ彼のことを避けていたのだけれど、同じ職場にいるのだからそううまくはいかない。

　本当なら今すぐクビにされても当然なのだ。私の替えぐらいいくらでもいるはず。それなのに、どうして彼は処分を保留にしたのだろう。

　ああ～、生殺し状態みたいで嫌。精神的におかしくなりそう。いっそのことクビにされた方が……って、クビになるのは金銭的に困る。

　昨日、副社長にキレちゃったのはマズかった。私、疲れてるのかな？

　とにかく謝らなきゃ。これはきっと神さまがくれた機会なんだ。

　覚悟を決め、コーヒーを淹いれて副社長室に向かう。

　スーッと大きく息を吸ってドアをノックすると、「はい」と声がした。

　ドアを開ければ、副社長が目の前にいてビクッとする。

「ふ、副社長？　あの……コーヒーをお持ちしました」

　てっきり執務デスクで仕事をしているかと思っていたのに、まさかドアの前にいるなんて想定外だった。

「ありがとう。デスクの上に置いてくれるか？」

　副社長が落ち着いた声で言うが、過去の経験からこの後豹変するような気がして身体が自然と硬くなる。

「はい」と返事をしてコーヒーをデスクの上に置き、『真理、頑張れ』と自分を奮い立たせて副社長に目を向けた。

「昨日は自分の立場もわきまえず……」

「そこに座ってくれ」

　謝ろうとしたら、副社長に遮られ、言われるまま執務デスクの横にあるソファに腰かけた。

　ああ。いよいよクビを言い渡されるのだろうか。

　ゴクッと唾を飲み込み、身構えていたら、副社長がメガネを外してテーブルの上に置き、向かい側の席に座った。

　注意しなきゃ。このメガネを外す時の副社長は魔王モードだ。

　警戒していると、彼が長い脚を組んで私を見据えた。

「君に提案がある」

　き、来た～。やっぱり私をクビにするつもりなんだ。

　副社長の前置きを聞いただけで、絶望感に襲われた。

「俺と結婚しないか？」

　へ？　クビじゃなくて……。

「結婚？　え？　ええ～!?　私が副社長と？　そんなの無理に決まってます！」

　そのとんでもない話に、ここが副社長室というのも忘れて素っ頓狂な声をあげた。

「話は最後まで聞け。結婚するといっても、三年間だけだ」

　反射的に断る私を見て、彼が苦笑しながら注意する。

「え？　三年間？　それってどういう……いや、それでも無理ですけど」

　あたふたしながら拒否する私を、彼が魔王モードで叱りつける。

「まだ話の途中だ。最後まで聞けと言っただろうが」

「は、はい。……すみません」

　ビクビクしながら謝ると、副社長が話を続けた。

「三年間俺と結婚する代わりに、君の家族の入院費用は俺が支払うし、バイトのことも不問にする。離婚後の仕事と生活費も保証しよう」

　ビジネスのような口ぶりで話す副社長に、混乱した頭で尋ねる。

「それって……契約結婚ですよね？　どうして私と？」

　クビの話になるかと思ったのに、なぜ私との結婚話になるの？

　副社長は溜め息混じりに事情を私に説明する。

「帰国してから、会長や社長が結婚しろとうるさく言ってくる。俺は仕事に集中したい。まあ、会長や社長を黙らせるための便宜的なものだ。妹も君のことを気に入っているし、君なら俺に惚れることもないだろ？」

　注意深く副社長を見据え、その真意を探る。

　つまり、自分を好きにならない上、簡単に離婚もできるから私を選んだ？

「……私は社長令嬢でもありませんし、家も裕福ではありません。副社長と結婚なんて分不相応ですし、会長や社長たちを騙すなんて……」

　副社長は私に契約結婚という名のビジネスを持ちかけている。

　彼が仕事に専念したいという気持ちは理解できなくはない。やりたいことがまだまだあるのだろう。私もお金の心配をしなくて助かるけど、割り切れない。愛し合ってもいないのに結婚するなんて……。

「君にノーと言う選択肢はないと思うが。給料だけでは入院費を賄まかなえないからバイトをしているのだろう？　だが、バイトをする人間をうちの会社で雇い続けることはできない」

　冷酷に告げられ、ギュッと唇を噛んだ。

　確かに副社長の言う通りだ。でも、契約結婚の提案をされて、『はい』とは言えない。

「……少し考えさせてくれませんか？」

　クビにされるか、彼の提案を受けるか。

　出来ればクビにはなりたくない。今、失業すれば収入が確実に減る。私は祖父のことも扶養しているのだ。

　でも、周りに嘘をついて結婚するのは嫌。私はどうすればいい？

　悩みながらお願いすると、彼はあっさりオーケーした。

「急な話だし、一日だけ待とう」

「ありがとうございます。では、私はこれで……!?」

　退出しようとしたその時、ノックの音がして上杉さんが血相を変えて入ってきた。

「すみません。緊急で。藤井さん、病院から電話があって、おじいさんが心臓発作を起こして倒れたそうだ。意識がないって……。今すぐ病院へ行って」

「……意識がない？」

　頭の中が真っ白になる。

　前に倒れた時は、私の呼びかけには応えてくれていた。あれよりもっとひどい状況ってこと？　悪夢でも見ているのだろうか？

　呆然としていたら、副社長がいつの間にかメガネをかけて、私の手を掴んで立たせた。

「しっかりしろ。病院に行くぞ。上杉、車の手配を。今夜の会食はキャンセルしろ」

　副社長は自分の身内のことでもないのに、当然のように上杉さんに指示を出す。

「わかりました」

　上杉さんが返事をすると、副社長に手を引かれて副社長室を出る。ドアの横には上杉さんから話を聞いたのか、私のバッグを持った由美がいた。

「真理、これ。気を確かに持つのよ」

　彼女の手からバッグを受け取ったものの、激しく狼狽えていてただコクッと頷くことしかできない。

　副社長に支えられながらエレベーターに乗って、正面玄関に向かった。

　なにかの間違いだよね？　おじいちゃんの意識がないって……。

　信じられなかった。いや、信じたくなかった。

　おじいちゃん……私をひとりぼっちにしないで。

　玄関前には黒塗りの社用車が停まっていた。運転手がドアを開けると、副社長に背中を軽く押され、そのまま後部座席に乗り込む。副社長も私の横に乗ってきた。

「どこの病院だ？」

　頭の中がぐるぐるしていたが、副社長の質問に「文京区の……中央病院です」となんとか答えた。

　運転手がカーナビを操作して、車を発進させる。

　こんなに狼狽えていなかったら、社用車になんて乗らなかっただろう。今、頭にあるのは祖父のことだけ。

　おじいちゃん……一昨日病院に行った時は元気だった。きっとこれは悪夢。そう。現実じゃない。

　震えながら手を組んで自分に言い聞かせるも、最悪の事態ばかり想像してしまう。

　もう怖くて仕方がなかった。

　二十分ほどで病院に着いて、慌てて車から降りる。しかし、気が急いていたせいか、足がもつれた。

「あっ……」

　見かねた副社長が私の腰に手を回してきたけど、抵抗もできなかった。

「しっかりしろ」

　小さく頷いて祖父の病室に向かうと、担当医師と看護師がいてモニタをチェックしていた。ベッドに横たわっている祖父はたくさんの管で繋つながれていて、見ていて痛々しかった。

「おじいちゃん……」

　副社長に支えられながらベッドに近づいて声をかけるが、酸素マスクをつけている祖父は目を閉じたまま。

「先生……祖父は？」

　医師に尋ねると、ショックな言葉を返された。

「心肺蘇生でなんとか一命は取り止めましたが、手術をしないと長くは生きられないでしょう。ですが、手術をしても助かるかどうか……」

「そんな……」

　医師の話を聞いて、絶望的になる。

「すみません。おじいさんの症状が落ち着いたら、港みなと区の大学病院に転院させたいのですが」

　副社長が横から口を挟んできて驚き、彼をじっと見つめた。

「え？」

「身内がそこで心臓外科医をしています」

　私に構わず彼は医師に説明する。

「なるほど。そうですね。そちらの病院の方が施設が整っていますし、正直言って転院した方が藤井さんのためにもいいかもしれません」

「それで手続きについて――」

　副社長が医師と話を続けるが、あまりに動揺していたせいか、その会話が次第に聞こえなくなって……。

「ほら、ここに座れ」

　いつの間にか医師との話を終わらせた副社長が、ベッドの脇にあるパイプ椅子に私を座らせた。

「俺はちょっと電話してくる」

　副社長が私の肩をトンと軽く叩いて病室を出るけど、返事もできなかった。

　手を伸ばしてギュッと祖父の手を握る。

「……おじいちゃん、私を置いていかないで」

　おじいちゃんがいなくなったら、私はひとりぼっちになってしまう。もう家族を失いたくない。

　しばらくすると副社長が戻ってきて、黙って私の横に立った。いつもの自分であれば、『もう私ひとりで大丈夫です』と言えただろうけど、副社長を気遣う余裕もない。

　副社長と一緒に一時間ほど祖父の様子を見ていたら、突然ノックの音がしてスーツ姿の男性が入ってきた。メガネをしていないが、その顔は副社長に瓜ふたつだ。

　ひょっとして副社長の双子の弟さん？

「急に呼び出して悪かったな」

　副社長が声をかけると、その男性は副社長と話しながら私に目を向ける。

「いや、ちょうど退勤したところだったから。ここの医師とは話をしてきたよ。彼女がお孫さん？」

「ああ。藤井さん、彼は俺の弟の涼。大学病院に勤務してる。涼、彼女が藤井真理さん。うちの会社で秘書をしているんだ」

　副社長が私を紹介したので、頭が混乱状態のまま椅子から立ち上がり、軽く頭を下げて挨拶する。

「あの……はじめまして。藤井真理です」

「綾小路涼です。今担当医師とおじいさんのことで話をしてきました。僕の病院でなら、おじいさんを助けることができます。僕におじいさんを任せてくれませんか？」

　落ち着いた声のトーンで話す涼さんに後光が見えた。それは私にとっては希望の光だったのかもしれない。

「助かる？　……本当に？」

　思わず涼さんの腕を掴んで聞き返すと、彼が優しく微笑んだ。

「ええ。新しい術式で身体に負担なく手術ができます。アメリカではもう一般的になっていますし、心配はいりません」

　おじいちゃんが助かるならなんだってする。

「お願いします。祖父を助けてください」

　涼さんにお願いすると、彼は笑顔で頷いた。

「必ず治しますよ」

　その言葉でホッとしたせいか、ヘナヘナと床に崩折れる私を見てふたりがギョッとした顔をした。双子だけあって同じ反応だ。

「大丈夫か？」

　副社長が言うのと同じタイミングで、涼さんも私に声をかける。

「大丈夫ですか？」

「だ、大丈夫です。ちょっと安心してしまって」

　苦笑いしながらそう答えると、涼さんが副社長を見やった。

「悠、今日はもう大丈夫だから、彼女を送ってあげて。青白い顔してるし、彼女まで倒れたら大変だ」

「ああ。また連絡する。藤井さん、もう涼に任せればいいから」

　副社長が私の手を掴んで立たせるが、「でも……今夜はついていてあげないと」と祖父に目を向けた。

「医者が大丈夫だって言ってるんだから帰るぞ。君まで倒れる気か？」

「それはそうですが……」

「いいから来い」

　副社長にズルズル引きずられるように病室を後にするのを、涼さんがどこか興味深げに見ていたような気がする。

　きちんと彼にお礼を言えなかったな。

　そういえば、副社長は涼さんの前では紳士モードではなく、魔王モードの口調だった。やっぱり魔王が素なのか。

　病院の正面玄関から少し離れていたところに社用車が停まっていて、副社長に有無を言わさず乗せられた。

「あの……私はバスで帰ります」

　社用車で帰るなんてあり得なくて車を出ようとしたら、ポンと副社長に肩を叩かれた。

「今の君をひとりで歩かせると交通事故に遭いそうだ。いいから乗って帰れ」

「……はい。すみません」

　なるべく小さくなりながら副社長の隣に座り直す。行きはあまりに気が動転していて副社長の存在を忘れていたけど、今はひしひしと感じる。

　なぜ副社長は私を助けてくれたんだろう？

　成り行きとはいえ、病院までついてきてくれて、心臓外科医の弟さんに祖父のことを頼んでくれた。

　魔王だけど、本当は優しいのかな？

　期間限定なら……副社長と結婚できるかもしれない。

　愛のない結婚。でも、祖父のためだ。それに、彼は信用できるような気がする。妹に優しい彼を知っているからかもしれない。

　――決めた。契約結婚の話を受けよう。

「着いたぞ」

　ずっと考え事をしていたら、不意に副社長の声がしてハッとした。

「ここは？」

　石畳の細い路地の向こうにひっそりと佇たたずむ数寄屋造りの小料理屋があって、目をパチクリさせる。

「腹が減った。付き合え」

　副社長に手を掴まれてそのまま車を降りると、石畳の路地を進み、紺色の暖簾のれんをくぐって店に入った。

「綾小路さま、お待ちしておりました」

　和服姿の女性の店員がすぐに出てきて、四畳半くらいのお座敷に通された。

　竹林の庭園を望める部屋で、とても風情がある。席は対面ではなく、庭が見られるように二席並んで用意されていた。

「いつもの頼む」と副社長は店員に言うと、私に目を向けた。

「突っ立ってないで、座れ」

「はい。あの……副社長のご提案の件ですが、受けさせてください」

　副社長の前で正座をし、指をついて頭を下げる。

　多分、祖父の手術には多額の費用がかかるだろう。副社長を頼るしかない。

「どうかお願いします」

「俺の妻になるんだろ？　頭なんか下げなくていい」

　下げなくていいと言われても、祖父の命は彼が握っているも同然だ。

「もうなんだってします」

　悪魔、もとい魔王に魂を売ったっておじいちゃんは私が助ける。

　顔を上げずに自分の気持ちを伝えると、彼に無理矢理顔を上げさせられた。

「いい心掛けだが、そんな約束はしない方がいい。つけこまれるぞ」

　副社長がダメな子を見るような目でそんなアドバイスをしてくる。

「副社長……」

「今から婚約者なんだからプライベートでは悠と呼べ。俺も真理と呼ぶ」

　その指示に抵抗はあったけど、自分が引き受けた以上反論は許されないと思って、彼の言葉に小さく頷く。

「わかりました。あの……悠さん、今日は弟さんを紹介してくれてありがとうございました。転院のお話もありがとうございます」

　彼がいなかったら、私はまだ病院で放心していたかもしれない。

「おじいさんのことなら涼に任せておけば安心だ。若いが名医だから。ところで……」

　副社長は一旦言葉を切って、私を見据えた。

「焼き肉屋では失礼なことをしてすまなかった」

「……副社長」

　恐らくキスのことを言っているのだろう。あの魔王が謝ってくれるなんて……。

「だから悠だ」

　真顔で指摘する副社長に、恐縮しながら私も謝った。

「あっ、はい。すみません。あの……悠さん、私も昨日、取り乱してしまって申し訳ありませんでした」

　無礼を詫びたら、彼から思わぬ言葉を返される。

「気にするな。あれは俺が無神経な発言をしたのが悪い」

　だとしても、部下としてはいけない態度だった。

「いえ、私が感情的になってしまったのが――」

「だから、もういい」

　悠さんがくどいというニュアンスで言うと、料理が運ばれてきた。茶碗蒸しにカニクリームコロッケ、マグロとイカのお造り、ポテトサラダ、鮭の雑炊に香の物。どの料理も美味しそうだ。

「食えよ」

　私に目を向けてボソッと言う彼をじっと見ながら、「はい。いただきます」と手を合わせる。

「料理を見たら急にお腹が空いてきました。最近コンビニのおにぎりとかサンドイッチばかり食べていたので嬉しいです」

「バイトでゆっくり食事する時間もなかったんだな。Ｓカードに泊まり込んでいたんだろ？　深夜二時とか三時でも仕事してるんだから」

　急に悠さんが尋問モードに入り、「……そうです」と小声で答える。

　彼からの電話を受けていたのだから、私の勤務形態なんてバレバレだよね。

「これからは俺が入院費用を負担するんだから、バイトはするな。わかったな？」

　彼に釘を刺され、しゅんとしながら返事をした。

「はい。すみません」

「あと、すぐに結婚の話を進める。上杉には本当のことを言っておくから、なにかあれば彼が助けてくれるし、俺もフォローする」

　悠さんや上杉さんのフォローがあるなら心強い。

「わかりました。私がなにか勉強しておくべきことはありますか？」

　引き受けた以上、悠さんに迷惑をかけないよう全力でやらないと。

「まずは俺に慣れろ。俺を見る時、身構えてるだろ？」

　図星を指され、ぎこちなく笑って返す。

「が、頑張ります」

　副社長に慣れるのが一番難しいんだけどな。

「あと、ちゃんと食べろ。婚約者が痩せ細っていては、俺の評判にも関わる」

「はい。食べます」

　副社長の命に背筋を正して返事をする。婚約者というよりは、魔王の小間使いになった気分だ。

　悠さんはそんな私を見てまだなにか言いたげな顔をしたけれど、ハーッと溜め息をついて料理を食べ始める。

　私も料理に手をつけるが、互いの咀そ嚼しゃく音おんしかしないのが苦痛だった。

「あの……悠さんはどうしてメガネをしてるんですか？　そのメガネ、度入ってないですよね？」

　最近私の前でよくメガネを外すから気になっていたし、お互い無言で食べ続けるのは気まずくてそんな質問を投げると、悠さんは淡々と答える。

「ああ。弟と自分を区別したかったから……かな。高校くらいからかけるようになった」

　副社長がメガネを外して、ジャケットの胸ポケットにしまう。

「顔は似てますけど、雰囲気は違いますね」

　あれだけ似ていると、本人たちも嫌になるのかもしれない。

　ずっと鏡を見てるようなものだろうし、人に毎回間違われるのもうんざりだよね。

「雰囲気が違うなんて初めて言われたが」

　意外そうな顔をする彼に、思ったままのことを伝える。

「色にたとえると、悠さんが赤で、涼さんが青って感じがします」

「俺が怒ってるイメージか？」

　おもしろそうに目を光らせる彼の言葉を真顔で否定する。

「いえ、戦隊もののイメージです。悠さんは先頭に立って引っ張るリーダーって感じです」

　たとえ本性が魔王だろうが、誰が見ても頼れるリーダーだもの。

「戦隊ものか。ユニークな発想だな」

　フッと鼻で笑う悠さんに、「あくまでも私の勝手な印象です」と慌てて付け加えた。

「真理は色にたとえると、淡いピンクかな」

　悠さんがジーッと見据えてきて、私の印象を口にする。

「そんなかわいいものじゃないですよ」

　ピンクは女の子らしい感じがするので、褒めてくれたのかと思ったら違った。

「かわいいとは言っていない。空に舞ってる桜の花びらみたいにふわふわしてて、危なっかしく見える」

「ふわふわしてるつもりはないのですが」

「お喋りはそのくらいにしてさっさと食おう。せっかくの料理が冷める」

　悠さんの言葉で食べることに集中する。

　料理はどれも絶品だったけど、雑炊はとりわけ心にも身体にも染みた。

「この雑炊、とっても美味しいです」

　食べると身体があったまるし、自然と笑みがこぼれてくる。おじいちゃんが倒れたと聞いて生きた心地がしなかったけれど、心もだんだん落ち着いてきた。

「気に入ったなら、俺の分もやるが」

　悠さんが真顔でそんな言葉をかけてきたので、少し赤面しながら否定する。

「そこまで食い意地は張ってませんよ」

　ひょっとして、私の身体を心配してこのお店に連れてきてくれたのかな？

「棒みたいに細いから、無理してでも全部食べろ」

　副社長の歯に衣着せぬ物言いに、一瞬絶句する。

「うっ、結構ずけずけ言いますね」

　私の思い過ごしのようだ。気遣っているなら、そんな発言はしない。

　率直な感想を口にすれば、悠さんも開き直る。

「今さら演技しても意味ないだろ？」

「あの……今が素なら、どうして会社では優しくて穏やかな副社長を演じているんですか？」

　ためらいながらも思い切って尋ねると、彼は仏頂面で答える。

「昨今はコンプライアンスがうるさいし、素を見せない方が円滑に物事を進められる。いわゆる処世術というやつだ」

「ああ。なるほど。経営者も大変ですね」

　小春ちゃんに絡まれていた時も、不愉快だっただろうにスマートにかわしていた。

　のんきに相槌を打つ私に、彼が注意する。

「俺のことはいい。箸が止まってる。ちゃんと食え。俺の婚約者になるんだから、貧相な姿を人前に晒さらすなよ」

「婚約者の外見を気にするなら、他の人を選んだ方が……」

　彼ほどの地位があれば、女なんて選び放題のはずだ。

　真剣にそう進言したら、悠さんがギラッとした目で私をひと睨にらみする。

「人選ミスだと言いたいのか？　いいか、俺の選択に間違いはない」

「は、はい。余計なことを言ってすみませんでした」

　う、やっぱり怖い。これ以上反論したら、魔力で消されてしまいそう。魔王の取扱説明書、どこかにないかな。

　そんなことをひとり考えながら料理を完食したら、先に食べ終わっていた悠さんに「帰るぞ」と声をかけられ、店を出て再び社用車に乗った。

「今日は病院に付き合ってくださってありがとうございました。あの、これ封筒がなくてこのままですみません。足りるかわかりませんが夕食代です」

　車が走り出すと、財布から一万円を抜き取って悠さんに差し出す。メニューがなかったからいくらかわからないけど、彼が利用するお店ならこれくらいするだろう。

「必要ない。俺もいくら払ったか覚えてないし、財布が重くなる」

　彼がとぼけるが、経営者が数字を気にしないはずがない。それに、お札一枚増えたって財布は重くならないはずだ。

「でも……」

　困惑する私に、悠さんは面倒くさそうに言う。

「いらない。婚約者に払わせるのは俺のプライドが許さないんだ」

「それは振りで……!?」

　反論しようとする私の唇に、彼が指を当てた。

「真理はただ美味しそうに食べてればいい」

　ああ。もう演技が始まってるんですね。だったら、私もしっかり演じないと。

「美味しかったです。ごちそうさまでした」

　笑顔で礼を言う私を見て、彼が満足げに頷く。

「そう。それでいい」

　悠さんは婚約者が必要で、成り行きでご飯を食べさせてくれただけなのかもしれないけど、元気をもらった気がする。もし、彼がいなかったらまだ病室にいて、悲嘆に暮れていたかもしれない。

　私も悠さんの役に立たなければ――と、決意を新たにする。

　自宅前に着くと、また玄関前に生ゴミが撒かれていた。おまけにドアにも【早く出ていけ】とポスターのような大きな貼り紙があって、頭痛がした。

　あー、この問題があったんだ。おじいちゃんのことがあってすっかり忘れていた。早く悠さんに帰ってもらわないと。

　そう思って彼の方を振り返ったら、玄関のドアをじっと見ていて……。

「カラスは貼り紙なんてしないが」

　冷たく響く声を聞いて、ビクッと震え上がる。

「あの……誰か間違って貼っちゃったのかもしれません。お気になさらず。今日はいろいろとありがとうございました」

　口早に言って車を降りようとしたら、彼に腕を掴まれた。

「待て。俺も降りる」

「いえ。お見送りとかいいので……」

「見送りじゃない」

　悠さんは訂正して私と共に車を降りると、そのまま玄関に行き、ドアに貼られていたポスターを無造作に剥はがしてぐしゃっと握り潰す。

「地上げ屋の仕業だろ？　ここには置いておけないな。数日分の着替えを用意しろ」

「え？　どういう意味ですか？」

「いいから早く」

　彼に言われるまま急かされて数日分の着替えをスーツケースに入れ、玄関に戻る。

「じゃあ、行くぞ」

　悠さんが私の手からスーツケースを奪うと、運転手に預けた。

「あの……私は大丈夫ですから」

「四の五の言わずに早く車に乗れ」

　反論も許さず悠さんは苛いら立だたしげに命じてまた私を車に乗せ、運転手に告げた。

「自宅まで頼む」

「あの……私はどこへ……？」

　ちょっとピリピリムードの悠さんに尋ねると、彼は当然のように返した。

「うちに決まってる。他に行くあてなどないだろ？」

「待ってください。今日はバイト先に泊まります。仮眠室があるんです」

　悠さんに迷惑をかけたくなくてそう言うが、彼は頑として許してはくれなかった。

「バイトには行くなとさっき言ったはずだ。婚約者をそんなところで寝かせられるか」

　ガミガミと怒られ、「は、はい。すみません」と震え上がった。










放っておけなくて　―　悠side




「ほら、上がれ」

　問答無用で真理をうちに連れてきたが、この期に及んで彼女は躊ちゅう躇ちょする。

「やっぱりこんなのダメです。本当の意味での婚約者ではないのですから、ご迷惑をおかけするわけにはいきません」

　玄関のドアに貼られた貼り紙や撒き散らされた生ゴミを見てしまったら、あのまま去ることなんてできなかった。怪しい人影もチラッと見えたし、もうあの家に置いてはおけない。

　前も彼女を送っていった時に玄関に卵の殻が落ちていたのを不審に思い、上杉に調べさせたら、高級マンションを建てる計画があって、彼女の家も立ち退きを迫られているとの報告を受けた。地上げ屋の嫌がらせもエスカレートしているようで、このままだと彼女に危険が及ぶかもしれない。それでひとりでホテルに泊まらせるのも心配で、うちに連れてきたのだ。

「だったら俺の体面を気にしろ。困ってる婚約者を放置したら、会長や社長が俺たちの関係を不審に思う」

　この説明で納得するかと思ったが、彼女はまだ抵抗する。

「それはそうですが、そんなに甘えられません。まだ結婚だってしてないんですよ」

　やれやれ、素直に甘えればいいものを。結構頑なだな。

「そんなことを気にしている場合じゃないだろ？　俺たちは運命共同体だ。いいからうちで暮らせ」

「でも……悠さんは女嫌いですよね？　私が家にいては気が休まらないのでは？」

　彼女がちょっと心配そうに俺を気遣ってくる。

　まあ焼き肉屋であんな形でキスしてしまったし、上杉との会話も聞かれて彼女に俺の女嫌いはバレている。

「部屋は余っている。それに昨日今日これだけ長い時間一緒にいて平気なんだから、問題はない。いいから早く上がれ。明日も仕事があるし、俺も早く休みたい」

　俺がそう言えば、真理は必ず折れると思った。

「……お疲れですよね。すみません」

　俺の読み通り申し訳なさそうに謝るので、これ以上無駄な話を終わらせる。

「部屋はこのゲストルームを使え」

　玄関に近い部屋のドアを開けて真理のスーツケースを置くと、彼女は恐縮した様子で頭を下げる。

「ありがとうございます」

　まだこの展開に戸惑っているのだろう。俺だって女性と同居するなんてついさっきまで思ってもみなかった。しかも、彼女に契約結婚を持ちかけるなど、先週の自分だったら決してあり得なかった。

　だが、焼き肉屋での一件や萌の誕生日のこともあって、真理は俺の人生に深く入り込んできた。いや、正確には帰国してからずっと真理はコンシェルジュとして俺のプライベートの生活を助けてくれていたわけで、彼女の家の件を上杉に調べさせたのも、あのまま放っておくことができなかったからだ。

「今日は疲れただろ？　風呂に入って寝たらどうだ？」

　少し青白い顔をしている真理にそう勧めるが、彼女は小さく頭を振る。

「いえ……私たちの結婚について明日からどうすればいいのか知っておきたいです」

「わかった。ちょっとリビングで話そう」

　真理の背中を軽く押してリビングに移動し、ソファに座らせると、俺は彼女の横に腰を下ろした。対面に座れば、ただでさえおじいさんのことがあって疲弊している彼女に圧を与えると思ったのだ。

「まず明日俺と一緒に出社して、会長と社長に真理と結婚すると報告する。もし馴れ初めを聞かれたら、真理のコンシェルジュのバイトのことを話す。それで距離が縮まり、交際するようになったと」

　俺の話を聞いて、彼女が不安そうな顔をする。

「バイトをしていたことで悪い印象を持たれないでしょうか？」

「おじいさんの入院費のためにバイトをしていたんだ。逆に心配されるだろうな」

　俺でさえ、即クビにはできなかった。

　最近身内から執拗に結婚するよう迫られていた俺にとって、彼女の苦境は好都合だったと言える。彼女にとっても俺たちの契約結婚は悪い話ではないはずだ。俺と結婚すれば祖父を救えるのだから。

　それに、これなら彼女のプライドを傷つけないし、対等な関係でいられる。

「それならいいんですけど」

「なるべく事実を話す方が相手も信用する」

　俺がそんなロジックを口にすれば、彼女が真面目に相槌を打つ。

「なるほど」

「あと、真理が望まない限り、俺が手を出すことはない」

　真理が懸念しそうなことを伝えれば、彼女は激しく狼狽えながら言い返した。

「そ、そんな望みません！　絶対に」

「そこまで全否定しなくてもな」

　今までここまで俺を拒絶する女なんていなかったから、真理の反応にちょっとビックリして苦笑いする。

　妹の前でも俺と恋人になるなんてとんでもない……というようなことを言ってたっけ。

「ふ、副社長を拒否してるわけではなく、私が副社長とその……男女の仲になる気はない……ということで、ええと……あの――」

「副社長じゃなくて、悠だ」

　あたふたしながら必死に彼女がフォローするのが見ていられなくて、途中で遮った。

「あっ、すみません。ちょっと驚いてしまって」

「動揺しすぎだ。ところで……」

　ハーッと溜め息混じりにそう言って、話を変える。

「真理の家の件だが、あそこにマンションが建つとかで地上げ屋から嫌がらせを受けているらしいな？　今後どうしたい？」

　地上げ屋の件を、曖あい昧まいにはしておけなかった。

「祖父は住み続けたいと言っていましたが、マンションが建てば環境も変わりますし、祖父の身体のこともあるので難しいと思います。でも、強制的に退去させられるのは祖父も私も嫌です」

　ギュッと拳を握る彼女を見て、やはり放っておけないと思った。

　彼女は無力だ。祖父も入院しているし、そのうち地上げ屋によって家を追い出されるだろう。

「この件も俺に任せろ。放っておけば、嫌がらせがエスカレートする可能性がある。真理では太刀打ちできない。俺としても婚約者がトラブルに巻き込まれるのを黙って見ているわけにはいかないからな」

　冷たい言い方だが、これも彼女のためだと、自分に言い聞かせる。

「……すみません。迷惑ばかりかけてしまって」

　悔しそうな顔をして謝る彼女を見ていると、なんとも言えない気持ちになる。

「謝る必要はない」

　やれやれと思いながらそう言葉をかけたら、彼女がハッとした表情になって俺を見た。

「……はい。だったら、ありがとうございます」

「うちのものはなんでも使ってもらっていい。キッチンも自由に使え」

　彼女に考える隙を与えぬよう、自分のペースで話を進める。

「はい。あの……この家ではなるべく悠さんとは顔を合わせないようにしますから。私がいては落ち着かないでしょう？」

　俺のためを思って言ってくれているのはわかるが、逆に姿が見えないと気になる。

「気を遣われる方が余計落ち着かない」

　真理を見つめて思ったまま口にすると、彼女が俺に懇願するように言う。

「では、私を家政婦だと思ってください」

　その言葉に思わず絶句した。

「は？　どうして家政婦……？」

　これから結婚するのになぜそんな発想になる？　彼女の思考がよくわからない。

「いえ、この状況に慣れるには、家でもなにか仕事がないと落ち着きません」

　真剣に訴える彼女を見て、反論できなくなった。

「好きにしろ。とりあえず話は終わりだ。風呂に入ってこい」

　俺と結婚すれば、金だって使い放題なのにな。

　真理は正直者で、祖父思いで、なんでも一生懸命で……ダークな部分が一切ない。上杉が言うように、彼女は善の塊みたいな女だ。

　俺がダメだと言ったら、彼女は居心地悪くなるんだろうな。

「いえ、悠さんが先に入ってください。主あるじより先に入るわけには……!?」

　素直に従わない彼女の唇に指を当てる。

「これから結婚するんだ。もうここは真理の家だ。俺は電話をかけなきゃいけないから、先に入ってくれ。バスルームは廊下挟んで向かい側にある」

　ソファから立ち上がり、彼女がなにか言い返す前に書斎に行き、上杉に電話をかける。

《はい。藤井さんのおじいさんの具合は？》

　ずっと心配していたのか、彼は開口一番に真理の祖父の様子を聞いてきた。

「一命は取りとめた。だが、今の病院では手術が難しいから、弟の病院に転院させることになった。まあ、弟は自信を持っていたから、手術をすれば助かるだろう」

　淡々と報告すると、電話の向こうでホッと息を吐く音が聞こえる。

《とりあえずひと安心ですね。藤井さんは？》

「うちに連れてきた」

　なんの説明もなく端的に答えたら、上杉が少し慌てた様子で質問を続ける。

《なにかあったんですか？》

「地上げ屋の嫌がらせがひどくてな」

　地上げ屋のことを調べたのは上杉なので、俺の返答を聞いて納得した様子で相槌を打った。

《ああ。それは安心して置いておけないですよね》

「地上げ屋の件もそうだが、おじいさんのこともあったから、彼女と三年間結婚することにした」

　早速真理との契約のことを上杉に報告すると、絶句された。

《は？　なんでそうなるんですか？》

「俺が夫になれば彼女をいろいろ助けてやれるだろう？　交換条件を出せば彼女が受けると思った。前に資金援助を申し出たら、断られたんだよ」

《だからって結婚する必要がありますか？　単にあなたの都合を押し付けているのでは？》

　上杉が強い口調で確認してきて、否定せずに認める。

「まあそれもある。最近社長と会長が結婚しろってうるさいからな」

《賛成しかねますが》

　電話越しでも彼が顔をしかめているのがわかる。

「これ以外に彼女を救う方法があるか？　彼女は祖父の入院費を工面するためにＳカードでバイトしていた。このままの生活を続ければ彼女は倒れるだろう」

　おじいさんの入院、バイト、地上げ屋の嫌がらせ……。肉体的にも精神的にも彼女は参っている。

　少し論点を逸らして、上杉の心に訴えた。真理の窮状を伝えれば、彼も反対できなくなると考えてのことだ。

《そういえば、美容師の手配とか、妹さんの誕生日の手配とかＳカードのコンシェルジュに頼んでましたよね？　それが彼女だったんですか？》

　思い出したように上杉が確認してきて、静かな声で返した。

「偶然にもな」

《……なるほど。わかりました》

　少し間を置き、上杉がひとり納得したように言った。

「やけに聞き分けがいいじゃないか。もっと反対するかと思った」

　いつも俺にずけずけと物を言うのに、あまりにあっさりしすぎて拍子抜けしそうだ。

《反対したところで、あなたは考えを変えないでしょう？　彼女を傷つけることはしないでくださいよ》

「わかってる」

　とりあえず、一番うるさい男の説得には成功した。

　上杉との通話を終わらせ、少し仕事をしてからリビングに行く。

「もう寝たか？」

　掛け時計に目を向ければ、午前零時を回っていた。

　俺も風呂に入ろう。

　バスルームに行くが、まだ脱衣所の籠かごに真理の服がある。

　女ってそんなに風呂が長いのか？　あれから一時間以上は入っている気がする。

「真理、いるのか？」

　バスルームのドアをノックして呼びかけるが、反応がない。

「真理？」

　嫌な予感がしてドアを開けると、彼女が意識がない状態で浴槽にもたれかかっていた。

「真理！　おい真理！」

　慌てて浴室に入り、彼女の肩を揺するが、「う……ん」と言うだけ。彼女を抱き上げて、脱衣場のバスマットの上に下ろす。

「真理。目を開けろ」

　彼女の頬を叩きながら声をかけても、まだ目を開けない。バスタオルをかけて、まず脈拍を確認した。

　脈は正常。呼吸は……している。顔も赤くないし、身体も火ほ照てっていない。

　単に寝不足と疲れで寝落ちしただけか？

　彼女を抱き上げて、すぐ近くにある俺の寝室に運び、ベッドに寝かせた。

　弟を呼んで診てもらう必要はないだろうが、脱水症状を起こされては困る。

　室内にあるミニ冷蔵庫を開けてペットボトルの水を取り出すと、「真理」と彼女の肩を揺すった。しかし、「う、う……ん」と寝苦しそうな声を出すだけ。

「仕方がないな……」

　ペットボトルの蓋ふたを開け、水を口に含んで真理に口移しで飲ませる。ゴクッと彼女が飲み込むのを見て、また同じように水を飲ませた。

「とりあえずこれでいいだろう」

　ハーッと息を吐いて、ベッドの前にあるソファに腰を下ろす。

　声をかけても起きないなんて、相当疲労が溜まっているな。もしうちに連れてきていなかったら、どうなっていただろう。おじいさんのことだって、俺が一緒にいなければ、彼女はひとり悲嘆に暮れていたかもしれない。俺がいてよかったと思う。

　なんというか、コンシェルジュのことといい、彼女とはなにかと縁があるのかもしれないな。

　しばらく真理についていたが、急変する様子はない。

　俺から契約結婚を提案され、おじいさんが倒れ、地上げ屋の嫌がらせで俺の家に泊まることになって……。

「大変な一日だったよな」

　自分はビジネスにしか興味がない冷たい人間だと思っていたが、同情するような言葉が自然と口から出た。

　真理といるとなんだか調子が狂う。どうして彼女の心配ばかりしてしまうのか。

　じっと彼女の顔を見つめていたら、ポケットの中に入れておいたスマホがブルブルと震える。スマホを出して表示を見ると、弟の涼からのメッセージだった。

【おじいさん、悠たちが帰った後、目を開けたよ。わりと意識はしっかりしてた。これなら数日中に転院させられる。真理さんにも伝えておいて】

　その文面を見て、ホッと胸を撫で下ろす。彼女も安心するだろう。

【ありがとう。よろしく頼むよ】

　すぐに返事をすると、涼は真理のことを聞いてきた。

【彼女だよね？　萌の誕生日に悠の家に来てたのって。彼女って悠のなに？　ただの部下に俺を紹介なんかしないだろ？】

　女嫌いな俺が真理に構うのが気になるのだろう。

【近いうちに俺の妻になる】

　淡々と決定事項を伝えると、涼がお祝いの言葉を返してくる。

【それは急展開だね。おめでとう。おじいさんの転院が決まったら連絡する】

　詳細をしつこく聞いてこないところが涼らしい。契約結婚とは伝えなかったが、急に結婚を決めたのだから訳ありだと彼も察しているはず。

　涼との関係は今でこそ悪くはないが、高校生の時は顔を見るのも嫌だった。一番身近な存在だったけど、一番のライバルでもあって、お互い意識し合っていたのだ。

　一卵性双生児で顔は似ていても、俺と涼は違う人間。他人に同じ人間だと思われたくなくて、見た目で涼と区別できるよう、視力がいいのに俺は高校からメガネをかけるようになった。弟も昔は髪を明るい茶色に染めていたことがある。俺が今でもメガネをかけているのは、周囲がもうその姿に慣れているからだ。

【ああ】

　短く返してＬＩＮＥを終わらせると、真理の様子が気になって再び寝室に戻る。

「おじい……ちゃん」

　彼女が寝言を言って寝返りを打ったその時、被せていたバスタオルがズレて胸がチラリと見えた。

　本人は眠っているが、なんだか気まずい。このままでは風邪を引くな。

　クローゼットを開けて、黒い長袖のシャツを取り出し、彼女を抱き起こす。

　改めて見ると、ほっそりしていて綺麗な身体をしていた。

　真理が起きてくれればいいのだが、彼女は眠ったまま。

　仕方なく俺がシャツを着せてやるけど、どんなに気をつけていても、彼女の肌に触れてしまう。

　いけないと思いつつも、真理の滑らかな肌に触れると、オスとして彼女を欲する自分がいて、理性を総動員させた。

　彼女は他の女とは違う。一時の衝動で手を出していい相手じゃない。

　フーッと息を吐くと、彼女にシャツを着せる。寝ている人間にシャツ一枚着せるのも一苦労だ。だが、これで彼女の裸を見ずに済む。

「こんなにハラハラしたのは生まれて初めてだ」

　眠っている彼女を見つめ、ハーッと息を吐きながら呟いた。










演技だとわかっていても……




「う……ん、あれっ？」

　目を開けると、知らない部屋にいた。広さは二十畳ほどだろうか。

　私の部屋でもバイト先の仮眠室でもない。しかも、今私が寝ているのは、大人が三人は余裕で寝られるんじゃないかってくらい大きいふかふかのベッド。目の前には白いレザーのソファがあって、副社長……悠さんが座ったまま眠っている。

　え？　この状況はなに？

　昨日おじいちゃんが倒れて……悠さんと契約結婚をすることを決めて……それで地上げ屋の嫌がらせがあって、彼の家に住むことになって……、それからお風呂に入って……。

　あれ？　その後の記憶がない。

　どうして悠さんがソファで寝てるの？　私がベッドで、主の悠さんがソファというのはかなりマズい状況だよね？

　そう考えたら一気に眠気が吹き飛んで飛び起きた。

　ん？　なんか変。身体がスースーする。

　どこか違和感を覚えて自分の身体に目を向けると、見覚えのない大きなシャツを着ていた。膝上十五センチくらいまで丈があって、悠さんのものだと思われる。

　それだけでも衝撃的なのに、上も下も下着をつけていなくて絶句した。

　一体なにがどうなっているの？

　ひとりパニックになっていると、悠さんが起きてパチッと目が合った。

「ああ、起きたのか。おはよう」

　普通に挨拶され、私も条件反射で返す。

「お、おはようございます」

「体調は？」

　寝起きとは思えないほど彼はしっかりした声で尋ねてきたけど、私はかなり混乱していた。

「……体調はいいです。あの……よく思い出せないのですが、私……どうしてここで寝ているのでしょうか？」

　すっごく間抜けな質問をしているのはわかっていたし、聞くのも怖かったが、なにも知らないままでいるわけにはいかない。

「バスタブの中で気を失ってて、それでとりあえず近かった俺の寝室に運んだ」

　悠さんが私を見据えて業務報告のようにスラスラ答えるけれど、私はその回答を聞いて青ざめた。

　バスタブの中で気を失った？　当然その時、私はなにも身につけていなかったわけで……。

　嘘でしょう～！　悠さんに……裸を見られた。しかも、シャツまで着せられた～。

「そ、それはとんだご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした」

　震える声で謝るが、もう悠さんの顔を直視できなかった。

　どこかに穴があったら入りたい。どんな顔して悠さんと話せばいいの？

　あ～、昨日の夜に時間を巻き戻してほしい。

「――顔色が悪くないか？」

　不意に悠さんに聞かれ、彼から視線を逸らしながら答える。

「も、問題ないです」

　心臓は百メートル走を走った時のようにバクバクしているけれど、そこは無視する。

「熱は？」

　突然悠さんの顔がアップになったかと思ったら、彼が自分の額を私の額に押し当ててきて固まる。

「……なさそうだな」

　考えるように言って彼が私から離れるけど、もう心臓が止まるかと思った。

　女嫌いなのにそんなことしていいの？　いや、私を女と思っていないからできるのか。だって、裸を見られても襲われていないんだもの。

「今日は会社を休んだ方がいいんじゃないのか？」

　悠さんの言葉を聞いて、ギョッとしながら返す。

「いえ、大丈夫です！　ご心配おかけしてすみません」

　動揺しすぎて声のボリュームまでおかしくなっている。落ち着け、私。

「倒れられると面倒だから、無理はするなよ」

　悠さんは私の頭をポンとして、寝室を出ていく。彼がいなくなると、大きくハーッと息を吐いた。

　悠さんの記憶を消しゴムでゴシゴシと消してしまいたい。お風呂で寝たことなんて一度もないのに、私なにやってるんだろう。

「あっ、落ち込んでる場合じゃない。着替えて会社に行く準備しなきゃ！」

　ベッドを出ると、寝室のドアの扉を少し開けて悠さんが廊下にいないか確認する。姿が見えないうちに小走りでゲストルームに移動し、ドアを閉めてしばし息を整えた。

「Ｓカードの仮眠室に住みたい……」

　ダメだと言われるとわかっていても、口にせずにはいられない。何度も溜め息をつきながら、スーツケースから服を出して着替える。

　ゲストルームにも洗面所があって、素早く身支度を整えると、キッチンに行く。悠さんもスーツに着替えてキッチンにいて、朝食をダイニングテーブルに運んでいた。

「やけに早いな。もっと支度に時間がかかるかと思った」

「あまりメイクに時間かけないもので……。すみません。手伝います」

　謝りながら私も皿をダイニングテーブルに運ぶ。

　トースト、スクランブルエッグ、カリカリのベーコン、サラダにヨーグルト。典型的なホテルの朝食メニューだ。

「朝、いつも作られているんですか？」

「この程度なら料理のうちに入らないがな」

　彼が謙遜するが、副社長という立場なのに自分で用意して偉いと思った。

「いえ、お忙しいのに、ちゃんと作られてすごいです」

　まだ手をつけない私を見て、彼が注意する。

「いいから、食べろ。あと二十分で上杉が迎えに来る」

「はい」と返事をして手を合わせるけれど、なんだか食べるのがもったいなくてしばし料理を見つめた。侍女が主人に作ってもらったようなものだ。

「どうした？　お腹が空いていないのか？」

　手を止めて悠さんが私に目を向けたので、彼のネクタイを見つめながら返す。

「いいえ、私のような庶民が副社長の手料理をいただいていいのかと」

「は？　これから結婚するのに、なにをわけのわからないことを言っている？　それにまた役職呼びになってる。時間がないんだから、早く食え」

　呆れ顔で言う彼に、「はい、いただきます」と恐縮しながら返事をして、サラダから口にする。

　五分ほどで食べ終わると、インターホンが鳴って上杉さんがやってきた。

「おはようございます」

　爽さわやかな笑顔で挨拶する先輩秘書と悠さんの家で顔を合わせるというのは、なんとも気まずい。

「……おはようございます、上杉さん」

　上杉さんに少し強張った笑顔で挨拶を返すと、横にいる悠さんがポンと私の肩に手を置いた。

「真理、上杉にはもう事情を話してあるから」

「はい。ありがとうございます」

　悠さんに礼を言って、上杉さんに目をやると、彼はいつもと変わらぬ様子で微笑んだ。

「藤井さん、なにかあれば遠慮なく言ってください」

　上杉さんの笑顔になんだか救われる。

　マンションを出ると、エントランスの前に停まっていた社用車で会社に向かった。

　いつも電車で通勤していたのに変な感じだ。私が社用車に乗っているのを見たら、社員がみんな驚くだろうな。

　特に悠さんのファンの視線が怖いけど、彼と契約結婚することを選んだのは自分なのだから、怯ひるんでなんかいられない。おじいちゃんのために強くなれ。

　会社に着くと、やはりすれ違う社員が悠さんと並んで歩く私をチラチラ見てくる。だが、始業時間より三十分早いから、出勤してきている社員の数はまだ少ない方だ。

　悠さんと上杉さんがエレベーターに乗り、私もその後に続いた。

　エレベーターに乗っているのは、私たち三人だけ。できればひとり非常階段で秘書室まで行きたかったな。

　ずっと黙っている私を見て、悠さんがフッと笑う。

「今にも逃げ出しそうな顔してるな」

「必死に耐えてます」

　悠さんに思考を読まれてギクッとしつつも、床をじっと見つめたまま言い返した。

「そんなに俺と結婚するのが嫌か？」

　率直な質問をされ、なにも考えず自分の考えを口にする。

「そういうことではなく、殿上人と結婚するには並々ならぬ覚悟がいるんです」

　誤解されぬよう悠さんに弁解するけれど、昨夜のお風呂の一件もあって彼の顔を正視できない。

「まだ言うか」

　悠さんが楽しげに笑えば、横にいる上杉さんも口に手を当てクスッとする。

「……殿上人。藤井さん、おもしろいこと言いますね」

「じ、事実を言っているだけですよ。副社長との結婚なんてまったく考えていませんでしたから」

　人生なにが起こるかわからない。

　テンパっている私を、悠さんが弄いじってくる。

「つまり俺なんか眼中になかったってことだな」

「眼中にないんじゃなくて、住んでいる世界が違うと言っているんです。現代にだって身分制は存在します」

　真剣に訴えるけど、悠さんは一笑する。

「だが、俺たちは結婚する」

「なんだか私がいるのが申し訳ない空気になってきましたね」

　上杉さんがにこやかにそんな言葉を口にするので、とっさに彼の腕に触れてお願いした。

「とんでもない。上杉さんにはいてもらわないと困ります」

　悠さんとエレベーターでふたりきりだったら間が持たなかっただろう。

「どうやら俺は婚約者殿に嫌われているらしい」

　至極楽しそうに言われ、なんだかいたたまれなくなった。

「……もうこの話題、やめませんか？」

「今日は当分この話題が続くぞ。まあ、そう気負うな。俺は完璧な妻が欲しいわけじゃない。いつも通りの真理でいい」

　急に悠さんが優しい声になるものだから、ハッとして彼の顔を見た。

「副社長……」

「やっと俺を見たな」

　ニヤリとする悠さんを見て、心臓がトクンと跳ねた。

　もう急に演技に入らないでほしい。心臓に悪い。

　エレベーターが役員室のあるフロアに着くと、悠さんが私の手を掴んで社長室に向かう。

「え？　副社長？」

「もう社長と会長が来ているから、俺たちのことを報告しておく」

　悠さんが言い、社長室のドアをノックする。

　心を落ち着ける間もなく彼とふたりで社長室に入ると、社長と会長が談笑していた。

「おはよう。なにか報告があるということだが」

　会長が笑顔で聞いてきた。社長も悠さんと私を見てなにか察したのか、「嬉しい報告だといいな」と頬を緩める。

「ええ。いい報告ですよ。藤井真理さんと結婚します」

　悠さんがなんの前置きもなく伝えると、会長も社長も喜んだ。

「「それは目め出で度たいな」」

　ふたりの反応に驚いて、つい本音を声に出して言ってしまう。

「あの……私はいち社員なのに、反対とかされないんですか？」

「藤井さんなら大歓迎だよ。悠を結婚する気にさせただけでもあっぱれだ。慰労会で並んで座るふたりを見て、お似合いだと密かに思ってた。今度じっくり馴れ初めを聞かせてもらおう」

　会長が私ににこやかに微笑む。

　とても偉い方々なのに、驕おごったところもなくて、温かくて……。

　ああ、私はこんなにいい人たちを騙しているんだ。

　ズキッと胸が痛くなるのを感じていたら、社長が「悠の気が変わらないうちに式の手配をしないとな。なにか考えてるのか？」と上機嫌で尋ねてきて、ひどく動揺した。

　そういえば、式の件は昨夜悠さんと話さなかったな。

「彼女の祖父が心臓を悪くして入院中で、式については今は挙げるつもりはありません。その代わり、すぐに婚姻届を役所に提出します」

　固まっている私の横で、悠さんがすらすらと社長の質問に答える。恐らく彼にとってはその質問は想定内だったのだろう。

「そうか。藤井さんのおじいさんはどこの病院に？」

「今、文京区の病院にいますが、涼のいる病院に転院予定です」

「そうか。早くよくなるといいな。悠、しっかり真理さんを支えてあげなさい」

　社長がそう言えば、会長も「私も全力でサポートさせてもらう。これからは真理さんも綾小路家の一員だ」と温かい言葉をかけてくれる。

　おふたりの優しさが胸にグッときて、涙がこぼれた。

「あ、ありがとうございます」

「涙腺が弱いな。もし式を挙げたらどんだけ感動するんだか」

　悠さんがポケットからハンカチを出して、私の涙を拭う。

　こんなに優しいと、本物の結婚なのでは？と勘違いしそうになる。でも、これは演技だ。彼は仕事に専念したいんだよね。私もしっかりと自分の役を演じないと。

　会長と副社長への挨拶が終わると、今度は悠さんに肩を抱かれ秘書室へ――。

　もうメンバー全員が揃っていて、上杉さんから話を聞いたのか、私と悠さんを見て皆「おめでとうございます」と声をかけてきた。

「ありがとう。今後ともよろしく頼むよ」

　悠さんはいつもより甘めの紳士スマイルを見せると、「上杉、ちょっと来てくれ」と言って上杉さんと共に秘書室を出ていく。

　ふたりの姿が消えた途端、待ってましたとばかりに秘書室の女性陣が大騒ぎしだした。

「真理ちゃん、いつの間にそんな話になってたの？」

　まず薫さんが驚きを露わにすれば、由美はちょっと疑いの眼差しを向けてくる。

「真理、本当に結婚するの？」

「真理さんと副社長を見てて、なんだか怪しいと思ってたんですよね」

　小春ちゃんはエレベーターの一件もあって信じているようだ。反応が三者三様でなんだかおかしく感じた。

「ハハハ、まあ青せい天てんの霹へき靂れきというか、いろいろあってそういうことになりました」

　曖昧に返してごまかす。もうそれしか対処できなかった。

　考えてみると、会長と社長はなんの疑問も抱かず、すんなり受け入れてくれた。ひょっとしたら萌ちゃん経由で私の話を聞いていたのかもしれない。

　女性陣に質問攻めにされると思ったけど、上杉さんが戻ってきて、通常モードでみんな仕事に取りかかる。

　私も専務室に行こうとしたら、上杉さんに呼びとめられた。

「藤井さん、定時後は空けておいてください。社長のお嬢さんがいらっしゃるそうなので」

　萌ちゃんが来るんだ？　私と悠さんが結婚することになったからかな？

「はい」と返事をして専務室に行くと、専務が私を見るなり破顔した。

「副社長と結婚するそうだね。おめでとう。まあ彼はちょっと冷たいところがあるかもしれないが、芯は優しい男だ。藤井さんを守ってくれる」

　悠さんに対して気になるコメントがあったけど、今日の自分は与えられた役を演じることしか頭になくて、深く考える余裕はなかった。

「専務……」

　契約結婚なのに、みんな祝福してくれる。申し訳ない気持ちでいっぱいで胸がチクッとした。

「幸せになりなさい」

　温かい言葉をかけてくれる専務に、つい本当のことを言いそうになったけど、手をギュッと握ってこらえる。

「……ありがとうございます」

　心がゆらゆらと揺れている。

　本当に悠さんとこのまま結婚していいのだろうか？

　ああ～、もう悩まないの。おじいちゃんを助けるためだ。




　その後秘書室に戻って仕事をこなしていると、あっという間にお昼になって、薫さんと由美に強制連行された。

「真理ちゃん、ランチ行こうか」

「真理、奢おごるから来なさい」

　ふたりの笑顔が怖い。あまり話せることなんてないんだけど。というか、話せば話すほどボロが出そうだ。

　会社の隣にあるホテル内のイタリアンでプチ贅沢なランチを食べる。

「それで、いつから副社長とお付き合いしていたの？」

　薫さんが、運ばれてきたパスタはそっちのけでキラキラした目を私に向けた。

　彼女は少女漫画にハマっているから、胸キュンな話を期待しているのだろう。

「私が祖父の入院費を稼ぐためにＳカードのコンシェルジュサービスのバイトもしているのは知ってますよね？　実は副社長がよく利用されていて、妹さんのお誕生日プレゼントとか私が手配して……それが縁で……」

　バイトが悠さんにバレて契約結婚することになったのだから、あながち嘘ではない。

「ああ。それで副社長と親しくなったのね。副社長ってガードが固かったから不思議に思ったのよね」

　私の説明を聞いて、薫さんが納得した様子で小さく微笑んだ。

「そうですよね。私が一番ビックリしています。副社長にバイトがバレた時はクビを覚悟してたんですけど、私の状況をわかってくれたんです」

　悠さんが自身の結婚問題に悩まされていたからこんなことになっているのだが、今の私にとって彼は救いの神だ。彼が心臓外科医の弟さんを紹介してくれなかったら、祖父が死んでいくのをただ黙って見ているしかなかっただろう。

「素敵。それってとっても運命的じゃないの。いいなあ。そんな出会い、憧れるわ」

　どこか夢見心地な目をする彼女に、「そんな夢みたいな世界じゃないんですよ」と苦笑いしながら返した。

「バイトがきっかけだったのね。ある意味、副社長にバレてよかったわね。真理も限界だったもの。おじいさんの件も、朝、上杉さんから聞いたわ。今は落ち着いてるようね」

　ずっと私と薫さんの話を聞いていた由美が、ホッとした顔をする。

「うん。副社長が弟さんの病院を紹介してくれたから、ひとまず安心だよ」

「よかったわ。それで、副社長のどんなところを好きになったの？」

　薫さんがテーブルに身を乗り出して私に質問してくる。

　な、なんて答えよう。考えたこともなかった。

「どんなところ……？　うーん、意地悪だけど、いざって時に助けてくれるとこですかね？」

　まず魔王な時の悠さんの顔が浮かび、次に祖父の病院まで付き添ってくれた彼の姿を思い出す。

「ふーん、副社長って意地悪なのね。ごちそうさま」

　由美がからかってきたので、顔の熱がカーッと上がった。

「も、もうこの話はお終いです」

　嘘の結婚なのに、どうして顔が熱くなるのか。

　無理矢理話を終わらせて、パスタを食べる。

　ランチを終えて会社に戻ろうとしたら、ホテルのラウンジの前で牧瀬さんにバッタリ会った。

「よう、嬢ちゃん」

「あっ、牧瀬さん！　……薫さん、由美、先に行っててください」

　薫さんと由美に声をかけると、牧瀬さんに視線を戻した。

「ランチですか？」

「まあ、そんなところだ。ここ数日見かけないが、なにかあったのか？」

　私のことを心配していたのか、彼がいつになく真剣な顔で尋ねてくる。

「はい。急ですけど、結婚することになりまして。牧瀬さんにもこれから連絡するところだったのですが、コンシェルジュの方のお仕事も辞めさせていただこうと」

　決定事項を淡々と伝えると、彼が少々驚いた顔をした。

「結婚ねえ。それは急な話だな。おめでとう。幸せになれよ」

　いつもの調子でポンと頭を叩いてくる彼に、ニコッと微笑んだ。

「ありがとうございます。牧瀬さんには感謝しています。本当にお世話になりました」

「落ち着いたらお祝いしよう。じゃあ」

　牧瀬さんが後ろ手を振って去っていく。その姿を見送っていたら、悠さんに声をかけられた。

「真理？　ここでランチしてたのか？」

「……悠さん。はい、秘書室のメンバーと。悠さんは？」

　悠さんに目を向けると、彼は牧瀬さんの方を見ていた。

「会長と社長とランチを。さっき一緒にいた男性は知り合いか？」

「ええ。Ｓカードの人です。コンシェルジュサービスの責任者で、いろいろお世話になった方で。……ご存じなんですか？」

「責任者……ね。まあ、ちょっとな」

　曖昧に返されたけど、どういう知り合いなのだろう。そういえば、牧瀬さんも悠さんのこと気にしてたっけ。

「定時後はちょっと萌に付き合ってやってくれ」

「はい、喜んで」

　萌ちゃんの名前が出てきて、自然と笑顔になる。

「よほど妹に会えるのが嬉しいんだな。今日一番いい顔してる」

　悠さんに指摘され、ハッとした。

「……すみません」

　謝る私を見てフッと微笑する悠さんとオフィスに戻るが、いつものように落ち着いて仕事をすることができない。

　周囲も認めてくれたし、本当に悠さんと結婚するんだ。でも、まだ心がついていけてない。彼とは生まれも育ちも違う私に、妻の役が務まるのだろうか――。

　心は不安でいっぱいだった。




　定時になり、悠さんに呼び出されて副社長室に行くと、萌ちゃんがいた。

「真理さん、婚約おめでとう！　私、すっごく嬉しい」

　私の顔を見るなり抱きついてくる彼女を、笑顔で抱きしめ返した。

「私も萌ちゃんに会えてとっても嬉しいよ」

　三年間だけだけど、妹ができる。

「その笑顔。真理は萌に会うために俺と結婚したんだって思えるな」

　悠さんが悪戯いたずらっぽく笑って意地悪なコメントをしてくるので、慌てて謝った。

「あっ、すみません」

　つい悠さんの存在を忘れて、はしゃいでしまった。

「図星か。真理、俺はまだ仕事があるから、萌の買い物に付き合ってやってくれ。俺も後で合流する」

　悠さんが萌ちゃんを見やると、私の肩をポンと叩く。

「さあ、真理さん行くよ」

「え？　あっ、はい」

　状況を理解する前に萌ちゃんに手を引かれ、タクシーで連れ出されたのは銀ぎん座ざにある高級ブランド店。小学生がブランドもの……？とビックリしたけれど、彼女は日本を代表する大企業の社長令嬢。当たり前のことなのだろう。

　店に入ると、黒いスーツを着た店員に、「綾小路さま、お待ちしておりました」と丁重に出迎えられた。しかも、中には他のお客さんの姿はなく、貸し切り状態。

「お財布を見たいんですけど」

　萌ちゃんが店員にそう伝えると、お財布のあるコーナーに案内された。

「悠兄が好きなの買っていいって言ってくれてね。あ～、ピンクもかわいいけど、この黒もカッコいい。あっ、白もいいなあ。真理さんはどれがいいと思う？」

　確かに白も素敵だが、庶民の私としては汚れが気になる。

「うーん、黒かな？」

　汚れも目立たないだろうし、長く使えそう。

「黒カッコいいもんね。じゃあ、これ取っておいてもらえますか？　あと、指輪見たいんですけど」

　萌ちゃんが店員にそうお願いするのを見て、さらに驚いた。

　小学生でブランドものの指輪をつけるの？　私が小学生の時って、お祭りの露店で売ってたおもちゃの指輪だったけど……。つくづく社長令嬢ってすごい。

　セレブっぷりに衝撃を受けているうちに、店員に案内されて指輪売り場へ――。

「ねえ、ブライダルの指輪も見てみたいなあ。真理さんはどんな指輪が好き？」

　将来の参考にしたいのだろうか？

　萌ちゃんに婚約指輪のコーナーに連れていかれ、ニコニコ顔で聞かれた。

「私の意見は参考にならないよ」

「いいから、いいから。どれがいいって思う？」

「うーん、綺麗だなって思うのはこれかな？」

　美しいプラチナのアームにダイヤがひと粒埋め込まれている指輪を指差した。キラリと光るダイヤに目を引かれる。

「これなんか夜空に煌きらめく星みたいでいいね」

　豪華でゴテゴテした指輪よりも、こういうシンプルなデザインの方が素敵だ。

「うん、真理さん、指細いからこういうの似合うかも。じゃあ結婚指輪は？」

「え？　結婚指輪？」

「最近は婚約指輪と一緒につけられるのもあるんだってね」

「このアームにダイヤを並べたデザインの指輪と重ね付けすると素敵ですよ」

　店員さんが指輪を出してきて勧めてきた。

「真理さん、つけてみて」

　萌ちゃんに言われるまま指輪を重ねづけしてみる。アクセサリーなんてまったく興味がなかったのに、実際につけてみると気分が上がるのは私が女だからだろうか。

「……綺麗」

　思わず見入ってしまう。

　萌ちゃんは指輪を見て微笑み、チラッと後ろを見た。

「真理さん、すっごく似合ってるよ。悠兄もそう思うでしょう？」

　え？　悠兄？

　萌ちゃんの言葉に驚いて振り返ると、悠さんが私の後ろにいてビックリした。

「ああ。そうだな」

　彼の手には、このブランド店のロゴが入った紙袋。

「萌、ご苦労だった。ほら、これはご褒美の財布だ。父さんが表で待ってるぞ」

　悠さんが差し出した紙袋を、萌ちゃんが受け取る。

「うん。悠兄、ありがとう。じゃあ、邪魔者は消えるね」

　バチッと悠さんにウインクすると、萌ちゃんはこの場から去った。

「あの……萌ちゃん、帰っちゃいましたけど、いいんですか？」

　彼女が突然消えて呆気に取られる私に、悠さんが事情を説明する。

「ここに来た一番の目的は指輪を買うことだからな」

　萌ちゃんの財布が目的ではなく、指輪？

「萌ちゃんの指輪ですか？」

　首を傾げて聞き返したら、彼が混乱している私を見てどこか楽しげに訂正した。

「違う。俺と真理の指輪だ」

「え？　でも、私たちは……」

　愛し合って結婚するわけじゃない。そう、言いかけてやめた。

「結婚するんだから当然必要だ。で、それがいいんだな？」

「ち、ちょっと待ってくださ――」

　今にも購入しそうな言い方だったので慌てて止めようとしたら、彼が私の耳元に顔を近づけてきた。

「待てない」

　その美声に身体がゾクッとする。逆らうことを許さない声だった。彼がそのひと言で私を黙らせて、指輪購入の話がどんどん進んでいく。

　指輪にはその場で刻印が入れられ、婚約指輪を彼がはめてくれた。

「俺と結婚してくれますか？」

　この上なくセクシーな声で言われ、ドキッとする。

　悠さんがおとぎ話に出てくる王子さまに見えた。

　なにこれ？　やっぱり私の心臓がおかしい。

「……理、真理？」

　彼に名前を呼ばれてハッと我に返り、つっかえながら返事をする。

「は、はい。よろしくお願い……しま……す」

　ダイヤもキラキラしているけれど、改めて見ると彼の顔も目に眩まぶしい。

　非の打ち所のないギリシャ彫刻のように整った顔。それに、脳まで蕩けそうな低くて甘い声。

「素敵ですね。とってもよくお似合いですよ」と褒める店員の声が遠く聞こえる。

　悠さんの演技だってわかっているのに、胸のドキドキが収まらなかった。










契約結婚初日　―　悠side




「そこに座ってくれ。まず婚姻届にサインする前に、この書類に目を通してほしい」

　次の日の定時後、真理を俺の執務室に呼び出した。

「はい」と緊張した面持ちで椅子に腰かけ、真理はテーブルの上の婚前契約書に目を通す。

　そこには結婚期間を三年間とすることや夫婦生活を強要しないこと、婚姻期間は互いに他の異性と交際しないこと、彼女と彼女の祖父にかかる生活の費用すべてを離婚後も俺が負担することなどが書かれていた。

「あの、やっぱり私に都合がよすぎませんか？　離婚後も私と祖父の生活費を悠さんが負担するなんて……」

　契約書を読んで戸惑いの表情を浮かべる彼女に、ビジネスライクに説明する。

「いいや。フェアだ。二十六歳は女性にとって結婚適齢期と言える。その大事な期間を俺がもらうんだ。それに離婚歴がついたって俺にはあまりダメージはないが、女性はそういうわけにはいかないだろ？」

「それはそうですが……」

　まだ不服そうな顔をする彼女に、フッと笑ってみせた。

「お前とお前の家族が一生楽に暮らせるお金を支払ったところで、俺の懐は痛くも痒かゆくもない。その条件が呑めないなら、この話はなかったことにするが」

　これは真理に素直にオーケーさせるための一種の駆け引きだ。おじいさんのこともあるし、彼女はノーとは言えない。

「わ、わかりました。これでいいです」

　渋々といった顔で彼女が頷くと、すでに俺のサイン済みの婚姻届をテーブルに置いた。この婚姻届は今朝、上杉に役所に取りに行かせたものだ。

「では、この婚姻届にサインしてくれ」

　真理にペンを差し出し、少し圧をかけながら命じた。

「わかりました」

　顔を強張らせながらペンを受け取ると、彼女は慎重に書類に記入し、ジャケットから印鑑を出して捺印する。

「これでいいですか？」

　書き終えた真理が俺に書類とペンを手渡すが、その目は俺を見ていない。彼女の視線は俺のネクタイに向けられていた。

　お風呂の一件以来、彼女は俺とまともに目を合わせてくれなくなった。多分、俺に裸を見られたことをまだ気にしているのだろう。純情そうだし、相当恥ずかしかったに違いない。

「ああ。じゃあ、社長室に行こう」

　真理の手を掴んで立たせ、隣にある社長室に向かう。

　ノックをして中に入ると、親父は応接セットに座り、専務と雑談をしていた。

「お邪魔してすみません。社長に婚姻届の証人になってもらいたいのですが」

　書類をテーブルに置いて頼む俺に、親父は快く応じ、チラリと真理の左手に目を向けた。

「もちろんだよ。昨日指輪も購入したんだろう？　萌が嬉しそうに報告してきたよ」

「はい。こんな高価なものをいただいて、なんだか申し訳ないです」

　真理が指輪に触れながら、恐縮した様子で返す。

「私なら地球ぐらいの大きさのダイヤを贈りたいね」

　親父がそんなジョークを口にしたので、「そんなに大きかったら指につけられませんよ」と俺が笑顔でつっこんだ。真理も少し笑ったので、ちょっとホッとする。

　真面目な性格だから、彼女はこの契約結婚にかなり罪悪感を抱いている。彼女が苦しそうにしているのを見ると、俺も冷静でいられない。

　親父が婚姻届にサインして判子を押すと、空欄の証人欄を指差して俺に尋ねた。

「あとは彼女のおじいさんにサインをしてもらうのか？」

「彼女のおじいさんは入院中でまだじっくり話せる状態ではないので、会長に頼もうと思うのですが」

　親父に相談したら、そばにいた専務が話に入ってきて申し出る。

「もし副社長と藤井さんさえよければ、私が証人になってもいいでしょうか？　彼女が入社してからずっと見てきましたから、娘を嫁に出す父親のような心境なんですよ」

「専務……」

　真理が今にも泣きだしそうな顔で専務を見つめたので、思わず彼女の手をギュッと握った。自分でもその行動に驚いていたが、これは愛のある結婚と周囲に思わせるための演技だと自分を納得させる。

　契約結婚なんです……と彼女がみんなに告白したら、俺の計画がダメになる。

　俺は仕事に集中したいんだ。

　専務にサインしてもらうと、真理を連れて区役所に行き、夜間受付窓口に提出した。職員に「おめでとうございます」と言われ、彼女は引きつった笑みを浮かべる。

「これで書類に不備がなければ、今から綾小路真理だな」

　改めて彼女の立場を思い知らせる俺は、意地悪な性格なのかもしれない。

　社用車に乗ると、スーツのポケットから結婚指輪を出して、真理の左手の薬指にはめた。

「俺の妻の証あかしだ」

「なんだか……地球くらい重く感じます」

　彼女が結婚指輪を見てハーッと溜め息をつくので、こっちまで胸が痛くなってきた。

「顔が暗いな。普通の女なら俺と結婚したら、一生楽に暮らせるって喜ぶところだ」

「普通の女じゃなくてすみません。罪の意識を感じて胸が痛いです」

　彼女はある意味被害者。弱みに付け込んで、俺が契約結婚を持ちかけたのだから。

　申し訳なさそうに謝る彼女を元気づけるように言う。

「真理はおじいさんを救うために、俺と結婚した。罪の意識なんて感じる必要はない。これから病院に行くんだ。真理のそんな顔を見たら、おじいさんが心配する」

　実は今日がおじいさんの転院日だった。昨日指輪を買った後、前にいた病院に真理と立ち寄ったのだが、おじいさんは眠っていて話をできなかったのだ。

「そうですね。頑張ります」

　真理がニコッと笑顔を作るが、その顔が痛々しい。

　弟の勤務している大学病院に着くと、真理と共におじいさんの病室に行く。

　おじいさんは酸素マスクをつけてはいるけど、今は病状が安定しているのか起きているようだ。涼が傍らにいておじいさんになにやら話をしていたが、俺と真理に気づいてにこやかに笑った。

「今ふたりが来るって藤井さんに話していたところだよ。結婚のことも伝えてある」

　病人をあまり驚かせないよう、いいタイミングで話してくれるように涼に頼んでいた。

「ああ」と小さく頷く俺の横で、真理が涼に頭を下げる。

「涼さん、いろいろとありがとうございます。おじいちゃん、今日からここで診てもらえるからね」

　真理と一緒におじいさんのもとに行くと、おじいさんが俺に目を向けた。その視線に真理が気づいて慌てて説明する。

「おじいちゃん、あの……彼は綾小路先生のお兄さんです」

　いや、それよりも大事な説明があるだろう？

「綾小路悠です。はじめまして。弟から聞いているかもしれませんが、今日真理さんと結婚しました」

　穏やかに微笑んで挨拶すると、おじいさんが俺に手を伸ばしてきた。俺がその手を両手で握るのを見て、涼がおじいさんの酸素マスクを外す。

「真理を……真理をよろしくお願いします」

　必死に自分の思いを言葉にするおじいさんに、優しく微笑んだ。

「大事にします」

　胸がチクッと痛むのはなぜだろう。演技をしているからか？　俺も真理に毒された？

　本当の夫婦ではないけれど、彼女のことは他の女と違って特別に思っている。

　祖父のために一生懸命頑張っている彼女を守ってやりたい。

　俺が彼女によくしてもらったから、そんな感情が湧き上がってくるのだろう。妹の誕生日のお祝いで悩んでいた俺に彼女はいいアドバイスをくれたし、妹のプレゼントを探して奔走してくれた。

「ありがとう。これで……いつでもあの世に行ける」

　おじいさんがどこかホッとした顔で言うので、真理が珍しく怒った。

「おじいちゃん！　そんなこと言わないの」

「そうですよ。早く元気になってくださいね」

　俺がおじいさんの手を強く握って励ましの言葉をかけると、おじいさんは涙ぐみながら「……はい」と頷いた。

　それから二十分ほど病室で過ごした後、涼から手術についての説明を受け、病院内のレストランで三人で食事をした。

「結婚おめでとう。でも、よかったの？　ちゃんとしたレストランでお祝いしなくて」

　俺と真理を気にする涼に、ニヤリとして言い返す。

「よそで食べても、お前いつ呼び出されるかわからないじゃないか」

「それは言えてる。今度いいレストラン予約しておくから、ふたりで楽しむといいよ」

　涼の発言を聞いて、真理が慌てた様子で断る。

「いえ……そのお気持ちだけで充分です。祖父の手術をしてくださるだけでもありがたいお話なのに」

「もう親戚なんだから敬語じゃなくていいよ、義姉ねえさん」

　ニコリと笑って涼がそう返せば、真理がちょっと面食らった顔をする。

「義姉さん？　あの……私の方が年下なので違和感が。藤井と呼んでいただければ……」

「今日から綾小路になっただろ？」

　すかさず俺が真理につっこむと、彼女が苦笑いした。

「あっ、そうでした。では、下の名前の真理で……」

「それは俺がなんだか落ち着かないから、義姉さんでいい」

　いくら仮とはいえ、自分の妻の名前を他の男に呼ばれるのはいい気がしない。

　彼女の言葉を遮って涼に伝えると、彼がなにか言いたげな顔で俺を見た。

「なんだ？」

　涼と目を合わせて問うと、彼は小さく頭を振る。

「いや。なんでもない。義姉さん、兄のこと、よろしくお願いします」

「あっ、はい。こちらこそ、不ふ束つつか者ものではございますが、よろしくお願いします」

　真理が恐縮しながら挨拶するのを見て、涼がクスッと笑う。

「ホント、素敵な人だね。悠も大事にしなよ」

　俺たちの結婚が普通のものではないと察しはついているだろうに、そんな言葉をかけてくる。

　食事を終えたところで、ちょうど涼の携帯が鳴った。

「悪い。呼び出し。おじいさんの手術の日が決まったらまた連絡するよ」

　申し訳なさそうに言って席を立ち、涼はこの場から去る。その後ろ姿を見送りながら、真理が「お医者さまって大変ですね」と同情するように言う。

「そうだな。まあ、今日は一緒に食事できただけよかったかもしれない」

　小さく微笑すると、彼女と病院を後にして、自宅マンションに帰宅。

「指輪、ずっとつけていると傷がつくし、なくすといけないので、箱に入れてしまっておきますね」

　家に入るなり真理が外そうとしたので、ギロッと睨みつけた。

「外すな。逆になくす。傷がついても気にしなくていい」

「そうですか？　それじゃあつけていますね。あの……では、今日はお疲れ様でした」

　家政婦のようにペコリと頭を下げて自分の部屋に行こうとする彼女を、「ちょっと俺に付き合え」と引き止めた。

　契約結婚とはいえ、病院のレストランでの食事だけでは寂しすぎるよな。

　シャンパンを開けてグラスに注ぎ、リビングのソファに腰を下ろす彼女に手渡す。

「俺たちの結婚に、乾杯」

「……乾杯」

　戸惑いながら俺に合わせてグラスを掲げると、彼女はゆっくりと口に運んだ。

「美味しいです」

　嬉しそうに言って、彼女はチビチビと飲む。

「婚姻届って、魔法の紙ですね。かわいい義妹に……私より年上の優しい義弟……家族が増える」

　彼女はフフッと笑うが、そこに俺が含まれていないので、彼女の横に座って指摘する。

「肝心の夫を忘れるなよ」

「はい。それはもう充分すぎるくらいわかっています。契約結婚だけど、たくさん家族ができるのは嬉しいです。私は中学生の時に両親も妹も一瞬で亡くしてしまったから……」

　彼女の目が涙で潤んでいるのを見て、なんとも言えない気持ちになり、俺らしくない行動に出てしまう。

「それからずっとおじいさんとふたりで暮らしてきたんだな。頑張ったな」

　真理の頭を優しくポンポンとしたら、彼女が涙ぐみながら小さく笑った。

「お父さんがよくそうやって私の頭をポンポンしてくれました」

「俺はお父さんになった覚えはないが」

「ふふっ。悠さんが私のお父さんだったら、ビックリです。お子さんができたらどんなパパになるのかな？　子供たちからもモテモテかも」

　本当に俺と結婚した自覚があるのだろうか？　俺が他の女と結婚する前提で話をしている。

「なにひとりで想像して笑ってるんだ？」

「お子さんの授業参観に行って、教室にいる女の子がみんな目をハートにして悠さんを見て……担任の先生がこれじゃあ授業にならないなって苦笑いするんです」

　クスクス笑いだす彼女をジーッと見据える。

「真理……ひょっとして酔ってるのか？」

　なんだか様子がおかしい。

「ん？　酔ってませんよ。でも、なんだか楽しくなってきました、えへへ」

　すごくご機嫌な様子の彼女を見て、軽く溜め息をついた。

「……酔ってるな」

　そういえば、焼き肉屋での慰労会ではウーロン茶を飲んでいたっけ？

「家の中に男の人がいると、なんだか安心します……ね。たとえそれが魔王であっても」

　は？　魔王？

　真理が口にした意味不明な言葉に首を傾げるが、彼女が幸せそうに俺の肩に寄りかかってきて気が逸れた。その目は閉じかけていて、今にも寝そうだ。

「自分の部屋で寝たらどうだ？」

　そう声をかけると、「うん」と子供のように返事をするものの、立ち上がる様子はない。

「お父さん……会いたい」

　どこか悲しさを帯びたその声に、胸が詰まる。

　きっとそれは彼女が胸にずっとしまってきた気持ちではないだろうか。

　愛する家族を突然亡くし、つらかっただろうな。

「本当によく頑張ったよ」

　もう一度そう言って、今度は彼女の頭をそっと撫でる。

　夢の中ででもお父さんに会えるといいな。

　起こすのがかわいそうで、しばらくそのままでいた。










予想外に甘い結婚生活




「綾小路社長から聞いたよ。結婚おめでとう。もう藤井さんとは呼べないな」

　ハハッと笑うスーツを着た白髪の男性に、小さく微笑んだ。

「久しぶりにお会いできて嬉しいです。素敵なネクタイですね。今日も奥さまが選ばれたのですか？」

　えんじ色のネクタイを褒めれば、その男性がコクッと頷いた。

「そうなんだよ。妻が選んでくれてね。でも、残念だな。うちの孫の嫁に迎えたかったのに。今日は孫も来ているんだ。ふらっとどこかに消えてしまったがね」

　少し残念そうな顔をする彼は牧瀬晋しん也やといって、日本最大の石油会社である『Ｍエム石油』の会長。うちの会長のご友人でもある。

「すみません。でも、彼女は誰にも譲れませんから」

　申し訳なさそうに謝りつつも、悠さんは私の手をしっかりと握ってくる。

　突然だったのでハッとしたが、なるべく表情に出さないよう自分に言い聞かせた。

　平常心、平常心。これはお仕事。

　それでも妻が愛おしくてたまらない夫の役を完璧に演じている彼に、ドキッとしてしまう。

　入籍した次の日の夜、私と悠さんはとあるパーティーに出席していた。

　六ろっ本ぽん木ぎの高級ホテルの大広間で開催されたそれは豪華絢けん爛らんで、出席者は政財界の大物や有名芸能人――。そう、私に言わせれば、殿上人が集まる会だ。

「愛されてるね。お幸せに」

　牧瀬会長は私に向かって優しく微笑むと、この場を去る。

　その後ろ姿をじっと見ていたら、悠さんが少し驚いた表情でまじまじと私を見た。

「もっと緊張するかと思っていたが、杞憂だったな。それに英語も堪能だったとは知らなかった」

「それは今日のお昼休みに招待客の情報を上杉さんが教えてくれたからです。あと、英語は高校の時に留学生の友人がいて、日常会話ならなんとか話せるようになりました」

　ネイティブのように英語を話す悠さんや上杉さんに比べると、私なんてまだまだだ。

「それだけ話せれば充分だ。今日は朝からなんだか機嫌がいいし、絶好調だな」

　そんなに顔に出ていただろうか？

「実は今日父の夢を見たんですよ。テストでいい点を取ったら、父が『本当によく頑張ったな』と言って私の頭をポンポンと撫でてくれて……。多分、悠さんのお陰です。ありがとうございます」

　久しぶりに父が夢に出てきてくれたから、とても嬉しかった。

　いつだって家族の夢を見られたらいいけど、そううまくはいかない。彼が私の頭をポンポンしてくれなかったら、父の夢は見なかっただろう。

「それはよかった。そのピンクのスーツもよく似合っている」

　私の話を聞いて悠さんが褒めてくれたが、彼の顔をずっと直視できず、少しずつ視線を逸らしながら返した。

「……ありがとうございます」

　桜の花の色をしたこのスーツは、上杉さんが手配したものだけれど、選んだのは悠さんだとか。見るからに上質な生地だし、私の一カ月分のお給料ではとても買えない高価なものだと思う。

　でも、これは彼の妻を演じる上で必要な道具。婚約指輪と結婚指輪も三年後には返すものなんだから、大事に扱わないと。

　そんなことを考えていたら、「やあ、嬢ちゃんじゃないか」と牧瀬さんに声をかけられた。

「え？　牧瀬さんも招待されていたんですか？」

　驚いている私を見て微笑すると、牧瀬さんは悠さんにどこか親しげな視線を向ける。

「まあな。やあ、久しぶりだな、綾小路。女嫌いのお前が結婚とは驚いたよ。おめでとうと言うべきか？」

　牧瀬さんのその問いかけが皮肉に聞こえたのは、気のせいだろうか？

「別にあなたにお祝いしてもらう気はありませんよ」

　どこか刺々しい態度で接する悠さんを見据え、牧瀬さんがフフッと楽しげに笑う。

　悠さんはビジネスにおいてはいつも紳士的な態度なのに、牧瀬さんの前だとなんだか非友好的。

　なんで？　ただの知り合いではなさそうだ。

「言うじゃないか」

　キラリと目を光らせ、牧瀬さんは悠さんの肩に手をかけると、悠さんにしか聞こえないよう耳元でなにかを告げた。

「ふん、余計な心配だ」

　牧瀬さんを見返して、悠さんはゆっくりと微笑むが、その目は氷のように冷たくて、私も見ていてゾクッとした。

　またまた魔王降臨――。悠さん、なんか怒ってる。

「嬢ちゃん、なにかあれば連絡してこい。いつでも相談に乗る」

　牧瀬さんは悠さんの豹変ぶりにも顔色ひとつ変えず、私の頭をポンとする。

「夫の俺がいるのに、真理がたらしのあんたに相談するわけないだろうが」

　悠さんがすかさず私の頭に触れた牧瀬さんの手を忌々しげに振り払うので、隣にいた私はハラハラした。

　悠さん、その言動はマズいのでは？

「そうか？　だといいが」

　牧瀬さんは悠さんの態度に怒ることはなく、ニヤリと返して、この場から去っていく。その後ろ姿を悠さんが目を細めて睨みつけていて、思わず苦笑いした。

「あの……牧瀬さんとはどういう関係ですか？　いつもの仮面が剥がれていますよ」

　この前牧瀬さんに会った時も、悠さんは牧瀬さんの後ろ姿をじっと見ていたっけ。

　ふたりの関係が気になって恐る恐る尋ねると、彼が不機嫌さ全開で答える。

「あいつはＭ石油の御曹司で、牧瀬会長の孫だ。それに、俺がアメリカの証券会社にいた時の先輩だった」

「ええ～！　牧瀬さんが御曹司……あっ」

　思わず声をあげてしまったが、周囲の視線に気づき、慌てて口に手を当てる。

「有能だが、どこか風来坊な感じで、仕事に飽きたらさっさといなくなる。証券会社にいた時も部下のミスをカバーせず辞めていった。それを俺が全部処理したんだ」

　その恨みのこもった声からすると、相当事後処理が大変だったのかもしれない。

「御曹司がなんでコンシェルジュサービスの責任者なんかしているんでしょう？」

　私の疑問に悠さんがどこか冷めた様子で答える。

「コンシェルジュサービスは女性が多い。あの人は女好きだから、恐らくお持ち帰り目的だろうな。飽きたらまた去っていくさ。ところで、真理は手を出されていないだろうな？」

　急に鋭い視線を向けられて、あたふたした。

「あ、あるわけないじゃないですか。牧瀬さんにとってみれば、私は子供です。最初高校生に間違われましたし、いつも私のことを『嬢ちゃん』って呼んでますから」

　確かに牧瀬さんが美人のコンシェルジュのお姉さんと一緒に帰るのを何度か目撃したがことがあるけど、私は対象外だ。

　首を左右に激しく振りながら否定すると、彼は私の説明に納得したのか、「まあ、確かに子供扱いだったな」と目元を和らげて呟く。

　それでとりあえずホッとしていたら、彼に注意された。

「とにかくあの男には近づくな」

「……はい」

　これ以上彼を刺激してはいけないと思って、素直に返事をする。

　牧瀬さんは私をまったく女としては見ていないから心配はいらないのだけれど、一応妻だから誤解されるような行動は避けろということだろう。

　ちょっとピリピリしている彼をどう宥めようか考えていたら、「まあ綾小路先輩、久しぶりにお会いできて嬉しいです」と声がした。見れば、レース素材の紺のワンピースを着た二十後半くらいの女性が近づいてきていた。アイドルみたいに目がパッチリしたかわいい容姿で、いかにもお嬢様という雰囲気を醸している。

「失礼ですが……どなたですか？」

　女性はとても興奮しているようだけど、悠さんの反応はなんというか薄い。

「聖せい秀しゅう高校のバスケ部でマネージャーをしていた高たか梨なし絵え里り香かです」

「ああ。確かご実家がビール会社でしたね」

　本人の顔よりも実家を記憶しているところが実に悠さんらしいと思う。女嫌いだから、彼女自身には関心がなかったのだろう。

「はい。先輩に憧れて私もイギリス留学したんですよ。あの……そちらは？」

　女性がチラリと私に目をやるのを見て、彼が私の腰に我が物顔で手を回してきた。

「私の妻です。では、失礼します」

　悠さんが手短に私を紹介すると、彼女は呆気に取られた顔をしていた。そんな彼女に構わず、彼は私を連れてこの場から離れる。

　それから悠さんについて取引先の社長などに挨拶していたけれど、仕事の込み入った話が始まったので、「ちょっと化粧室に」と言って一旦会場の外に出た。近くのトイレに入って鏡を見ると、フーッと軽く息を吐く。

「とりあえず大きな失敗はしていない。この調子」

　パチンと頬を叩いてトイレを出ようとしたら、さっき会った高梨さんが入ってきて、すれ違いざまにドンとぶつかった。

「あっ……痛いっ！」

　ピンヒールで強く右足を踏まれ、思わず叫ぶと、彼女がとっさに謝った。

「キャッ……ああ、ごめんなさい。大丈夫ですか？」

「だ、大丈夫です」と条件反射で返してトイレを出るが、足の指がズキズキ痛む。

　パンプスでまだよかったかもしれない。サンダルだったらこの程度では済まなかっただろう。でも、やっぱり痛い。

　右足をかばいながら会場に戻ろうとしたら、悠さんが私を探しに来た。

「もうそろそろ帰ろう」

　帰れるのが嬉しくて、「はい」と間を置かずに返事をする。正直言って、この足でずっと笑顔でいる自信がなかった。

　悠さんにエスコートされ、彼にバレないよう歩こうとするが、踏まれた足を庇かばってどうしてもぎこちない動きになる。

「俺が早く歩きすぎたか？」

　私の異変に気づいて、悠さんが急に立ち止まった。

　考えてみると、彼はいつも歩調を私に合わせてくれている。

「いえ、慣れていない靴なので」

　笑ってごまかしてそのままホテルのエントランスへ向かい、タイミングよく横付けされた社用車に乗り込む。

　とりあえず座れることにホッとして、車のシートにもたれかかった。

　二十分ほどでマンションに着いて車を降りるが、もう足が痛くて普通に歩けない。靴の中もなんだかベタッとする。

「すみません。ちょっと靴ずれしたみたいで……。悠さん、先に行ってください……キャッ！」

　悠さんがいきなり私を抱き上げたものだから、思わず声をあげた。

「妻を残して行けるわけないだろ。掴まっていろ」

「……はい。重いのにすみません」

　恐縮しながら返事をして、彼の首に手を回すが、また心臓がバクバクしてきた。

　最近、彼に助けられてばかりだ。

　家に着くと、玄関にそっと下ろされた。

「ありがとうございます」

　礼を言っても彼は靴を脱がず、そのまましゃがみ込み、私のパンプスに手をかける。「あっ、自分で脱げますから」と断っても、彼は手を止めずに脱がせた。

「これは……ひどいな」

　血まみれの足の指を見て、悠さんが目を細める。

「す、すみません。新品のパンプスを血で汚してしまって」

　パンプスを気にして謝ったら、彼に叱られた。

「パンプスの心配なんていい。どうして右足だけこんなに血が出てるんだ？」

「そ、それはですね……トイレであの高梨さんっていう女性とぶつかって、足を踏まれしまって……相手がピンヒールだったので、血が出てしまったのかと。あの……大丈夫ですので、悠さんは先に上がって休んでてください」

　彼が私の足元にいるものだから、落ち着かない。

「いや、全然大丈夫じゃないだろ」

　無表情で言って、彼はまた私を抱き上げる。

「えっ、ちょっ……待ってくだ……!?」

　彼を止めようとするが、下ろしてくれない。

「騒ぐと舌を噛むぞ」

　悠さんに注意されて大人しくすることしかできず、そのまま脱衣所に連れていかれる。

　床に下ろされると、彼はタオルと救急箱を用意して、私に命じた。

「ストッキングを脱げ。足の傷を見る」

「ええー!?　あの……汚いですからやめてください。こんなの大丈夫です。副社長に手当てしてもらうものではありませんから」

　狼狽えながらそう返すが、彼はとんでもないセリフを言って、私をさらにパニックにさせる。

「自分で脱がないなら、俺が脱がすことになるが」

　キラリと彼の目が妖しく光るのを見て、一瞬震えが走った。

　その目は笑っていない。彼は本気だ。

「ぬ、脱ぎます。脱ぎます。なので、しばらく目を閉じていてくれませんか？」

「だったら、十数える間に脱げ。一、二……」

「わっ、いきなりカウントしないでください！」

　腰に手をやり急いで脱ごうとするが、かなり焦ったせいで足がもつれて目の前にいる彼に抱きついてしまう。

「ぎゃっ！」

「馬鹿。慌てすぎだ」

　悠さんが呆れたように言うので、つい逆切れして反論した。

「この状況なら慌てるに決まってるじゃないですか！　男性にストッキング脱げなんて言われたことないんですよ」

　涙目になる私を見て彼がちょっと面食らった表情になり、今度は宥めるような声で言ってきた。

「……わかったから、落ち着け」

　ポンポンと子供をあやすように彼が私の背中を叩くが、心臓の鼓動は相変わらず速いまま。狭い脱衣所にふたりだけだと、余計に彼を意識してしまう。しかも、抱き合っているのだ。

　数日前にエレベーターで彼と密着状態だった時は、ここまで動揺はしなかった。今は息だってどう吸っていいのかわからない。

「ふ、副社長……呼吸困難になりそうです」

「また呼び方戻ってるし、相当気が動転してるな。そんなに足が痛いのか？」

　そういう問題じゃないと言い返そうとしたら、彼が私から離れてストッキングを脱がせた。

　私の素足に彼のひんやりした手が触れて、ドキッとする。もう衝撃が強すぎて声も出ない。絶句していると、彼がタオルで血を拭いながらそっと私の足に触れてきた。

「痛いか？」

「……少し」

　彼が大事に扱ってくれるので、戸惑ってしまう。

　魔王なのに、なぜこんなに優しいのか。

「自分で足の指を曲げてみろ」

　言われるまま指を曲げると、彼が少しホッとした顔をする。

「骨折はしていないようだな」

「あの……たいしたことないんですよ、本当に」

　そう言い張るが、彼は納得してくれない。

「痛みで顔をしかめるのにか？」

「こ、これは生まれつきです」

　とっさにそんな言い訳する私を見て、彼が小さく笑った。

「意地っ張り。水で傷口を洗うから、ちょっと我慢しろ」

　悠さんの手を借りて隣の浴室に移動し、水道の水で傷口を綺麗にしてもらうが、彼の手が私に優しく触れているものだから落ち着かない。おまけに変な声が出そうになって、口に手を当てて我慢する。

「あっ……」

　私のことなんて放置でいいのに……。

　心の中でそんな文句を言っていたら、彼が怪訝そうに私を見た。

「そんなに痛いなら、病院に行くか？」

「必要ないです。もう終わりでいいです」

　早く悠さんから離れたいのに、彼はわざとかと思えるくらいゆっくり手当てをする。

「あと軟なん膏こう塗って絆創膏を貼らないと」

「それは自分でやりますから」

　もうこれ以上耐えられない。窒息死する。

「遠慮するな」

　脱衣所に移動して悠さんが軟膏を塗るけど、彼の顔が近くにあるし、優しい手つきで触られて、気がおかしくなりそうだ。

　今までこんな風に私に触れた人はいなかった。女性とは違う大きな手。

　そういえば、私……この人にキスされたんだ。初めてだったんだけど……な。

　あ～、なんで今思い出すの！

「遠慮してません……って、副社長楽しんでませんか？」

　咎とがめるように言うが、彼は何食わぬ顔で否定する。

「馬鹿を言うな。過去にないくらい真剣にやってる」

「いえ、目が笑ってます。仕方ないでしょう？　こんなことしてもらうのに慣れてないんです」

　パニクりながら言う私を見つめて、彼がニヤリとする。

「悪いが、結婚したんだから慣れてもらうしかないな」

　ビジネス上の結婚なのだから彼は私を金銭面だけ支援すればいいのに、どうしてこんなに面倒見がいいの？

「ふ、副社長こそ、女嫌いはどうなったんですか？」

「心配はいらない。お前は例外のようだ」

　耳元で彼の低音ボイスが響く。

　お前は例外って……。その超絶美形な顔で言わないでほしい。私のことが好きなんじゃないかって勘違いしそうだ。

　トクンと心臓が大きく跳ねて、顔の熱が急上昇する。

「真理、顔真っ赤」

　フッと微笑する彼を、強く睨みつけた。

「指摘しないでください。自分でもわかってます！」

　もう怒っていないと正気でいられない。

「おもしろい奴。少しずつでいいから、俺に慣れろ」

　蕩けるような甘い声で言って、彼が私に顔を近づけてくる。なに？と思った瞬間、彼の唇が私の唇に触れてきて、ゆっくりと下唇を甘噛みしてきた。

　微かにシャンパンの味がする。

　それは、最近彼が教えてくれたお酒の味――。

　なんだか心地いい。身体も頭もふわふわしてくる。

「抵抗しないのか？」

　彼の楽しげな声がして、ハッと我に返った。

「ビ、ビックリしただけです。急にキスなんてしないでください」

　誰も見ていないのに、キスなんてする必要ある？　それに、どうして私も拒まなかったの？

　悠さんの口づけに応えていたのが恥ずかしくて、彼の胸板をバシバシ叩く。

「予告してからキスするのは構わないんだな」

　ニヤリとしてそんな発言をする彼の胸を、今度はドンと強く叩いた。

「もう黙っててください！」




「足、無理するなよ。重いものは持つな。痛むようなら早退しろ」

　エレベーターを降りると、悠さんが真剣な顔で言ってくる。

「もう平気です。この程度のことで早退なんかしませんよ」

　次の週の月曜、意外に過保護で面倒見のいい夫に私は少し呆れていた。

「まだ足を庇ってるじゃないか」

　彼の指摘に、自分でもよくわからない言い訳をする。

「足の指の怪我は地味に痛く感じるんです」

　週末もあまり家事をさせてもらえなかった。まるで骨折した怪我人のような扱いだ。

　そばで私と悠さんのやり取りを見ていた上杉さんが、どこか嬉しそうに笑う。

「ホント、仲がいいですね」

「こ、これは違うんです、上杉さん。仲がいいわけではなく……あっ……いや、その……」

　必死に上杉さんに弁解しようとするが、自分の立場を思い出してしどろもどろになった。そんな私を見かねて、悠さんが演技指導する。

「馬鹿。そこは否定せずに頬を赤く染めるところだ」

　吐息と共に耳に響く声。指導というより、愛の囁ささやきに聞こえてしまう。

　スイッチが入ったように顔が熱くなる私を見て、彼が満足そうに頬を緩めた。

「そう。それでいい。いかにも新妻って反応だ」

　上杉さんがいるのに彼は私の熱くなった頬にそっと触れると、ひとりスタスタと自分の執務室に入っていく。

　きっと私の顔はトマトみたいに真っ赤になっているに違いない。

「あんな楽しそうな副社長は初めて見ますよ」

　上杉さんが悠さんの後ろ姿を見つめながらそんなコメントをしたので、契約結婚のことを知っている彼にぼやいた。

「……結婚してからよくからかわれるようになりました。もうおもちゃにされてます」

　彼に翻ほん弄ろうされっぱなしだ。普段から演技に慣れている彼が恨めしい。

「ずっとこのままでいそうですね」

　上杉さんは謎めいた微笑を浮かべ、悠さんの後を追うように副社長室に入っていく。

「え？」

　彼の言葉にキョトンとしつつも私も秘書室に行くと、薫さんがいて笑顔で挨拶した。

「薫さん、おはようございます」

「おはよう、真理ちゃん。なんだか最近色っぽくなったよね？」

　彼女が私をまじまじと見て言うが、思わず首を捻ひねった。

「え？　全然色っぽくはないですけど、最近たっぷり寝ているので体調はいいですよ」

　笑顔でそんな返答をしたら、薫さんがニヤニヤ顔で確認してくる。

「新婚なのに？」

　あっ、失言だった。新婚なのにたっぷり寝てるって変だよね。

「ええと、その……平日は副社長は夜もお仕事されているので。でも、週末はずっと一緒でしたよ」

　契約結婚だとバレないよう、慌てて取り繕う。

　おじいちゃんの病院にだって付き合ってくれたし、彼はひとりで出かけることはせず、よい夫を演じている。家にいる時だって、私の足を気遣ってくれた。

「家での副社長ってどんな感じ？」

　薫さんの質問に、なにも考えず即答する。

「お父さんみたいです」

「へ？」

　目を見開いて固まる彼女のリアクションを見て、また失言だと悟った。

「あっ、お父さんみたいに心配性っていうか、過保護っていうか。でも、意地悪ですよ」

　自分の発言をフォローするように補足説明をすると、薫さんがどこか羨ましそうな顔をして微笑んだ。

「ふふっ、また意地悪って言った。それは真理ちゃんだけが知ってる副社長の顔ね。愛されてるわね」

「愛されてるって真理がですか？」

　由美も出勤してきて、話に加わる。

「そうそう。普通はあの紳士な副社長が意地悪なんてコメント出てこないでしょう？」

「確かに。真理だけに見せる顔よね。たまに副社長、真理をジーッと見てるわよ」

　由美の話を聞いて、心の中で否定する。

　いや、それは私がなにかやらかさないか心配だからではないだろうか？　足の指をちょっと怪我しただけで、家事もさせてくれないんだもの。

「もうからかわないでよ、由美」

　わざと怒ってみせると、小春ちゃんもやってきた。

「おはようございます。なんか楽しげにガールズトークしてますね」

「真理ちゃんが副社長に愛されてるって話をしてたの」

　薫さんがニコニコ顔でそんな報告をすると、小春ちゃんがコクコク頷いた。

「ああ。それは同意します。ふたりの間に特別な空気が漂ってますもん」

　いやいや、それは契約結婚だからだよ。私と彼は大きな秘密を抱えている。

　また心の中でそんなつっこみをしていたら、上杉さんが女性を伴って現れた。

　どこかで見覚えがある……って、あっ、先週のパーティーで会った悠さんの後輩。

　彼女の登場に驚いて目を見張る。

「みんな、おはよう。彼女は、今日から秘書室で働くことになった高梨さん」

　上杉さんがにこやかに彼女を紹介する。

「高梨絵里香です。よろしくお願いします」

　高梨さんが美しい所作でお辞儀をすると、上杉さんは私に目をやった。

「高梨さん、彼女が副社長の奥さまで専務秘書の綾小路真理さんです。真理さん、彼女に仕事を教えてあげてください。真理さんの後任になるので」

　一応、私は副社長の妻。ずっと専務秘書を続けるわけにはいかないのだろう。

　どうせ三年後に離婚したら、ここでは働けない。離婚した妻が同じ職場にいるのはマズいもの。でも、やっぱりここを辞めることになるのは寂しいな。

「わかりました」

　ちょっと感傷的な気分になりながらも明るく返事をすると、高梨さんが私の目をしっかりと見て挨拶する。

「真理さん、よろしくお願いしますね。私、真理さんの代わりになれるよう頑張ります」

　やる気満々の言葉なのに、不安を感じるのはなぜだろう。

　専務秘書をそのうち辞めなきゃいけないから？

「あっ、はい。こちらこそよろしくお願いします」

　小さく笑ってそう返したものの、怪我した足の指がズキズキと痛んだ。










怪我をするのも悪くない　―　悠side




「よお綾小路、新婚生活はどうだ？」

　会合が終わると、牧瀬さんがポンと俺の肩を叩いてきて、思わず顔をしかめる。

　経済界のお偉方が集まる会合に社長の代理で出席したら、彼がいた。ここにいるということは、そろそろ本来の居場所に戻ることを決めたのかもしれない。

「別に普通ですよ」

　近くに人がいたので笑顔で答えると、彼はまだ話を続けた。

「最初はお前が人のいい嬢ちゃんに変な条件をつけて契約結婚したのかと思った。だが、実は違うんじゃないかって、こないだのパーティーでのお前たちを見て考え直したよ」

　もったいぶった言い回し。気に食わないけど、まともに相手にしてはいけない。余計に絡まれる。

「想像力が豊かですね」

　素っ気なく返して会場を出るが、彼もついてきた。

「今日はポーカーフェイスだなあ」

「あなたは聞いてもいないのに、よく喋りますね」

　皮肉で返す俺に、牧瀬さんは顔をニヤニヤさせながら聞いてくる。

「お前、自覚あるかどうかは知らないが、本気で嬢ちゃんに惚れてるだろ？」

「惚れて結婚するのは当然の流れだと思いますが」

　何食わぬ顔で答えると、彼が俺の心臓のあたりを指でツンと突いてきた。

「建前の話をしてるんじゃない。お前の心の話をしてるんだ。彼女がＳカードでコンシェルジュのバイトしてたのは知ってるだろう？」

「それがなにか？」

「女嫌いのお前が、男性秘書がいるのに、わざわざＳカードのコンシェルジュに用事を頼むのがなんだか不思議でさあ。まあ、一回くらいはあったとしても、定期的に電話してくるって、俺の知ってるお前ならありえないんだよな」

「深夜に秘書に頼むのは、気が引けただけですよ」

　そう。最初にＳカードを利用した理由はそれだった。上杉との付き合いも副社長になってからだし、深夜に呼び出すほどまだ信頼関係はできていなかった。

　だが、数カ月経っても利用し続けたのは、今思うと真理と話したかったからだと思う。

「そうそう。決まって嬢ちゃんがいる深夜にかけてきたよなあ」

「たまたまです」

　牧瀬さんの指摘は当たっているけど、認めたくはなかった。心を見透かされているようで嫌だったのだ。

「そうかぁ？　嬢ちゃんと結婚してから利用した形跡はないが」

　楽しげに目を光らせる彼を見てイラッとしたが、冷ややかに返した。

「それもたまたまです。俺の行動を監視するような真似はやめてください」

「だってさあ、俺が時間かけて彼女を育てようと思ってたのに、お前が横から掻かっ攫さらったんだから仕方ないだろ？」

　軽い調子で文句を言う彼を、ギロッと睨みつけた。

「もう俺の妻だ。あんたには絶対に渡さない」

「おお、怖っ。本気で脅しにきてるな。嬢ちゃん、泣かすなよ」

　バシッと俺の背中を思い切り叩くと、彼はハハッと笑いながら去っていく。

　カマをかけられたかもしれない。

　この前のパーティーで会った時、『もし嬢ちゃんを捨てたら、全力でお前の会社を潰す』と彼は俺の耳元で言った。

　だからだろうか？　平静を装っていたのに、ついムキになってしまった。周囲に人がいなかったのが、幸いだったな。

「Ｍ石油の御曹司ですか？　仲がいいんですね。素になってましたよ」

　上杉がやってきて、牧瀬さんの方をチラッと見ながら話しかけてきた。

「仲がいい……か。まあ、敵に回したくない人だ」

　そんな本音を口にすると、上杉がおもしろそうに目を光らせる。

「あなたがそんな発言するなんて、相当食えない人物なんですね」

　牧瀬さんは思考が読めないだけに厄介だ。

「まあな。俺がアホ御曹司なら、うちを買収されてるかもしれない」

　だから彼に隙は見せない。だが、真理のことはまんまと言い当てられてしまった。

　彼の言葉ではっきり自覚した。

　俺は……真理が好きなんだ。

　なんだかんだ理由をつけて結婚したが、結局彼女を自分の庇護下に置いて守りたかったんだと思う。他の女なら、たとえ結婚したとしても一緒には住まないし、書類だけの関係で終わらせていただろう。

「では、あなたが有能で感謝すべきなんでしょうね。僕も路頭に迷わずに済みますから」

　上杉の発言を聞いて、クスッと笑う。

「珍しく褒めるじゃないか。明日雪降りそうで怖いな」

　そんな会話をしてホテルを出ると、会社に戻る。エレベーターに乗って、自分の執務室のあるフロアで降りようとしたら、目の前に真理がいた。

「「あっ」」

　お互い目が合った瞬間、真理がなにかに押され、そのまま勢い余って転こけそうになった。

「危ない！」

　とっさに真理を受け止めたその時、エレベーターの扉が閉じかけたので、反射的に左手で防いだ。

　ズキッと左手に痛みが走ったが、気にせずに真理に目を向ける。

「大丈夫か？」

「あっ、はい。すみません。副社長は大丈夫でした？」

　彼女に聞かれ、「大丈夫だ」と答えたものの、左手に違和感を覚えた。

　しかし、構わず真理の背後に目をやる。そこには最近秘書室に入ったばかりの高梨絵里香がいて、近くに四十センチ四方の段ボール箱が転がっていた。真理と彼女がぶつかったせいか、書類が床に散乱している。

「君、危ないから気をつけて」

　ひょっとしたら真理が扉に挟まれて、大怪我をしていたかもしれない。

　高梨さんを見据えて厳しく注意すると、彼女は少し震えた声で謝る。

「す、すみません」

「副社長、私がボーッとしてたのがいけないんです」

　真理が慌てて高梨さんを庇うが、頭の後ろに目があるわけでもないのに、注意なんてできるわけがない。

「高梨さん、台車を使った方がいいですよ」

　エレベーターのタッチパネルのボタンを押したまま上杉がアドバイスすると、「はい」と暗い表情で高梨さんが返事をした。真理は周囲の目を気にしてかすぐに俺から離れ、どこか他人行儀な態度で礼を言う。

「副社長、ありがとうございました」

「ああ」

　返事をしながら真理が本当になんともなかったかじっと見ていると、彼女は床に散乱した書類を拾い始めた。

　俺もエレベーターを降りて書類を拾おうとしたら、左手の指に激痛が走った。

「……っ」

　顔をしかめる俺を見て、真理が怪訝な顔をする。

「副社長？」

「なんでもない。ちょっと急ぐから」

　手を痛めたかもしれない。だが、真理には気づかせるな。

　口早に言ってその場から立ち去ると、上杉もぴったりと俺についてきて、執務室に入るなり、俺に確認してきた。

「さっきので手を怪我したのではありませんか？」

「左手だから支障はない。この後も予定があるし」

　俺の発言を聞いて、上杉がギョッとした顔で反対した。

「ダメです。とりあえず産業医に診てもらいましょう。次の予定は専務に代わってもらいます」

「平気だ」

　上杉と言い合っていたら、ノックの音がして真理が入ってくる。

「失礼します。副社長、やっぱり手を怪我されたんですね」

　ドア越しに会話が聞こえていたのか、彼女が少し動揺した顔をしている。

　隠しても無駄か。きっと俺のことが気になって来たに違いない。

「たいしたことないから気にするな。仕事に戻れ」

　優しく笑ってみせるが、彼女は俺の左手にそっと触れてくる。

「血は出てないですね。でも……なんだか青白くないですか？　指動かしてみてください」

「……人差し指と、中指が動かない」

　観念して素直に状況を伝えると、彼女が申し訳なさそうに謝った。

「ごめんなさい。私のせいでこんな怪我までさせてしまって……」

　そんな顔をさせたかったわけじゃない。

「俺の運動神経が鈍ってただけだ。もう年だな」

　冗談を言って安心させようとするが、彼女は今にも泣きだしそうに見えた。

　それでも仕事中だと必死にこらえているのか、俺の腕を掴んで「病院へ行きましょう」と声をかける。

「真理さん、副社長のことはお任せください。その代わり、来客の対応を専務にお任せしたいのですが、お願いできますか？」

　上杉が見かねて間に入り、穏やかな声で真理に言い聞かせると、彼女はようやく落ち着きを取り戻して、「はい」と頷いた。

「副社長のこと、よろしくお願いします」

　上杉に俺のことを頼み、彼女は一礼して執務室を出ていく。

　その後すぐに産業医に診てもらうと、指を捻ねん挫ざしていた。テーピングの処置をして、三十分ほどで仕事に戻る。

「左手、大丈夫ですか？」

　デスクワークをしていたら、上杉がコーヒーを持ってきた。

「指を捻挫しただけだし、あまり仕事には支障がない。ペットボトルを開けるのは苦労するがな」

　捻挫した左指を見ながら軽く笑えば、上杉が優しく返す。

「それは私がやりますよ」

「それにしても……」

　高梨の令嬢絡みで二度も真理が危ない目に遭っているのが気になる。

「ん？　なんですか？」

　怪訝な顔をして聞いてくる上杉に、小さく頭を振った。

「いいや、なんでもない」

　故意じゃないかなんて、俺の考えすぎだ。多分……。




　その日は会食まで予定があって、午後十一時に帰宅すると、玄関のドアを開けた途端、真理の顔が見えてビクッとした。

「ただいま。まさかと思うがずっと玄関で待ってたのか？」

「左手、上杉さんから捻挫だって聞きました」

　俺の質問には答えず、彼女は俺の顔を見据えてくる。暗い顔をしているので、自分を責めているんだと思った。

「別に痛みはないから、そんな心配するな」

　真理はなにも悪くない。

「心配します。私のせいですから！」

　涙目で言う彼女を見て、なんとも言えない気持ちになる。

「だから、真理のせいじゃない」

　彼女を抱き寄せながら、言い聞かせた。

「でも……」と反論しようとする彼女の背中をポンポンとする。

「真理が怪我しなくてよかったよ」

　あの時、俺がいなかったらどうなっていたか。考えただけで身体がゾクッとする。

「全然よくないです。私が怪我した方がよかった」

「馬鹿なことを言うな。それより俺の着替えを手伝ってくれないか？」

　本当は着替えくらいできるが、頼めば少しは彼女の気が楽になると思った。

「はい。もうなんでもします」

　そんな言葉は言うなって前に注意したのに、よほど俺が指を捻挫したのがショックだったんだな。

　玄関を上がって寝室に行くと、彼女も俺についてきた。まずジャケットを脱いだら、タイミングよく真理が手を伸ばしてくる。

「ありがとう」

　礼を言うと、彼女がジャケットを受け取り、クローゼットを開けてハンガーにかけた。次にネクタイを外そうとしたら、彼女がまた手を貸してくれた。

「なんだか奥さんって感じだな。人に外してもらったのは初めてだ」

　他の女なら不快に感じただろうが、彼女はすんなり受け入れられる。

「結べと言われたらできないですけど……」

　彼女が真剣な顔でネクタイを外すのを見て、かわいいと思った。

　なんでも一生懸命なんだよな。

「明日の朝は、結ぶ方もやってもらうかもしれない」

　俺がそんな話をすると、彼女は一瞬手を止めて、少し間を置いて返す。

「が、頑張ります」

　たかが俺のネクタイを結ぶのにそんなに気合いを入れる必要があるのだろうか。

　彼女といると、心がなんだかほっこりする。

「次、シャツのボタンを外してくれないか。これが一番厄介かな」

　じっとしていると、彼女がシャツのボタンを外し始めた。しかし、急に手を止めて、俺にお願いしてくる。

「すみません。ちょっと屈んでもらえますか？」

「わかった」と言って屈むと、彼女の顔がすぐ近くにあってまじまじと見てしまう。

　人形のように長いまつ毛。目はくりっとしていて、ビー玉みたいに綺麗だ。

　肌も白くて、透明感があって……。

「あの……そんなに見つめられると、顔に穴が空きそうです」

　彼女が頬をピンクに染め、ためらいがちに俺にクレームを入れる。

「だったらどこを見ればいいんだ？」

　相手を見つめて文句を言われたのは生まれて初めてだったから、なんだか新鮮だった。

「ど、どこか壁か天井を見ていてください」

　俯きながらそんなおかしな要望を口にするので、真顔でつっこんだ。

「なにをそんなに動揺してるんだ？」

「だって……人の服のボタンを外すって今までなかったから」

　なぜか彼女は身体をもじもじさせる。ボタンを外すだけで恥ずかしいのか。考えてみたら、足の指の手当てをした時もかなり動揺してたっけ。

「……シャツのボタンってどうしてこんなにたくさんあるんでしょう。今日から全部ファスナーに替えてほしい」

　彼女の嘆きがおもしろい。シャツに対してこんなに絶望する人間がいるだろうか。

「これから毎日やるんだからそのうち慣れる」

　ちょっと意地悪く言えば、彼女が驚きの声をあげた。

「えっ！　これ……毎日するんですか？」

「指が使えないから仕方がない。それになんでもするって言わなかったか？」

　言げん質ちはちゃんと取っている。

「……言いました」

　後悔に満ちた声で返す彼女の顔は、もう真っ赤になっていた。

　怪我をしたのはちょっとマズかったが、この状況は楽しい。

　ただシャツのボタンを外すだけで、こんなに狼狽えるとはな。萌の方がさくさくやりそうだ。ひとつ外すのに、一分はかけているような気がする。

「そんな調子だと明日の朝遅刻しそうだな」

　フフッと笑ってからかったら、彼女がつっかえながら返す。

「あ、明日はもっと早くやります」

「本当だな？」

　今の状態からするとそんな姿は想像できなくて、確認するように聞き返せば、彼女はムキになって言い張る。

「大丈夫です。特訓しますから」

「特訓？　俺が寝ている間に、俺のシャツのボタンを外すとか？」

　真理がどんなリアクションをするかと思ってそんな冗談を口にすると、彼女が激しく動揺しながら否定する。

「そ、そんなのあるわけないじゃないですか。普通に自分の前にシャツを置いて、ボタンを外すのを繰り返すんです」

　完璧主義なのかもしれない。パーティーの時もそうだったが、真理は出席者の情報を頭に入れていたし、彼女なら本当にやりそうだ。だが……。

「真理に必要なのは、そんな特訓じゃない。前にも言ったが俺に慣れろよ」

　優しくアドバイスしたのに、彼女は途方に暮れた顔をする。

「それは……努力ではどうにもなりません」

「努力はいらない。ちょっと休もう。俺もずっと屈んでいると疲れる」

　彼女の手を掴んで、一緒にベッドに倒れ込む。

「え？　な、なにを!?」

　パニックになる彼女を引き寄せて抱きしめた。

「こうして休んでるだけだ。今日はなんだか疲れた」

　フーッと息を吐いて目を閉じると、彼女がためらいがちに俺の胸に手を当ててきた。

「いつも激務ですもんね。なのに、私のせいで捻挫してしまって……」

「だから、自分を責めるな。それ以上言ったら、口を塞ぐ」

　やんわりと注意すると、真理が貝のように口を閉ざす。

　予想通りの反応。彼女の心の中も全部見えるような気がする。

　純粋で、清らかで、なににも染まっていない。一緒にいて心が安らぐ。なのに、なぜか静かにしていても、彼女の存在を強く感じる。

　こんなに華きゃ奢しゃなのに柔らかくて、力いっぱい抱きしめたら、壊してしまいそうだ。

　しばらく黙っていた彼女だが、沈黙が苦痛になってきたのか、どこか気まずそうな顔をして俺の腕の中で身じろぎする。

「あの……いくら私が例外だからって、女嫌いなのにこんな風に抱きしめて平気なんですか？　ひょっとしてどこまで耐えられるか、私で実験してます？」

　彼女の質問がおかしくて、ククッと笑ってしまう。

「平気だし、実験なんかしていない。なんだか癒やされるんだ。人の体温ってこんなにいいものだったんだな」

　感じたままを言ったら、彼女が目を大きく見開いた。

「誰かに抱きしめられたことがないんですか？」

「ああ。母親にさえ抱きしめられた記憶がない。俺の父と母は政略結婚だった。父が仕事人間だったこともあって、母は浮気して、俺が小学生の時に離婚届を置いて家を出ていった。母は父がいない時に恋人をうちに呼んで楽しんでいたことだってある。子供には愛情を注がず、自分勝手に生きていた人だった」

　今まで自分の過去を人に話したことなどなかったが、彼女ならいいと思った。

「そんな……ひどい。今、悠さんのお母さんは……？」

　ちょっとショックを受けた顔をする彼女に、淡々と話して聞かせる。

「恋人と海外旅行中、船舶事故で亡くなったと聞いている。親父から慰謝料をぶん取って、派手な生活を送っていたらしい。俺が女嫌いになった最大の原因は母親なんだ。母親に捨てられたから女性不信になった」

「寂しかったですよね」

　真理が俺の背中に手を回し、優しく撫でてきたのでハッとした。

　まるで俺を守ろうとしているかのよう。

　さっきまで居心地悪そうにしていたのに、俺を慰めるためなら積極的になる。

「家族で仲良く遊園地とか、家族で誕生日を祝うとかうちはなかった。だから、萌の誕生日はちゃんと祝ってやりたかった」

　昔を思い出して語ると、真理が澄すんだ綺麗な声で相槌を打つ。

「いいお兄ちゃんですね。私も悠さんみたいなお兄ちゃん欲しかったな」

　真理の言葉を聞いて、自虐的な笑みが込み上げてきた。

　惚れた女に恋愛対象の男とも思われていないのだろうか。だが、俺のことを意識はしているはず。

「残念だがそれは無理だな。夫だから」

「あっ、そうでしたね」

　天然な反応が返ってきて、ちょっと不安になる。

「今思い出したように言うな」

　真顔でつっこんだら、彼女が俺に目を向け、笑顔で言う。

「でも、私……たとえ契約結婚でも、相手が悠さんでよかったって思います。だって優しいですもん」

「俺が優しい……か。紳士な副社長は演技だ。真理も知ってるだろ？」

　上杉との会話を聞かれたから、彼女にはあまり人に見せたことのない素の自分を見せてきた。

「祖父が倒れた時、私にあったかい食事を食べさせてくれました」

　珍しく俺の目を見つめてくる彼女の頭をゆっくりと撫でながら返す。

「あれは俺が腹が減ったから付き合わせただけだ」

「エレベーターの扉に挟まれそうになった時だって私を守ってくれましたよ。演技でそんなことできないでしょう？」

　俺が優しかったと証明したいのか、彼女はニコニコ顔で続ける。

「それは反射的に手が出ただけだ」

「言い訳なんてしなくていいのに。悠さんて、かわいいですね、ふふっ」

　彼女の言葉に絶句する。

「は？　俺がかわいいって……」

「まだお礼ちゃんと言ってなかったですよね。助けてくれて、ありがとうございます」

　彼女の声のトーンが耳に心地よい。

「たまたま俺があの場にいてよかった」

　何度だってそう思う。

　彼女がいつだって笑っていられるように、俺が守りたい。

　俺のこの手で……。

　もう言葉はいらなかった。そのまま抱き合い、互いの温もりに身を委ねる。

　――不思議だな。彼女が自分の一部になったような感じがする。

　それに……彼女の体温で身体が温まったせいか、だんだん眠くなってきた。

　慌ただしかった日常を忘れるようだ。

　ずっとこのままでいたい。このまま――。

　あまりに心地よくて、真理を抱いたまま眠ってしまった。










あなたに近づけた




「真理、頼む」

　紺のデニムに半袖の白いシャツを羽織った姿でキッチンに現れた悠さんは、シンプルながらもモデルのような着こなしで、朝からキラキラして見えた。

「あっ、はい」

　朝食を作っていた手を止めて返事をすると、スーッと深呼吸する。

　真理、無心になるのよ。そう。心を無にするの。

　そう自分に言い聞かせながら悠さんの前に行き、彼のシャツのボタンに触れた。

「では、始めます」

　ひと声かけて心を無にし、ボタンを留めていく。

　なぜここまで気を配らなければならないかというと、悠さんを意識して顔が赤くなるから。

　彼が指を捻挫してから二週間経ったけど、彼のボタンを留めるたびにまだ動揺する。

　だって、お互いの吐息を感じる距離だし、彼からとってもいい匂いがするのだ。しかも、彼がじっと私を見ている。

　こんな超絶美形に見つめられたら、平静でいられるわけがない。

　私もおじいちゃんの血を引いているから心臓が悪いのかと思って、先日悠さんの弟の涼さんに相談した。

『あの涼さん、私……最近、心臓がおかしいんです。急に心臓の音が速くなって、もう呼吸が変になりそうなんです。一度検査してもらった方がいいでしょうか？』

『それは、兄がいる時に起こる現象じゃないかな』

　涼さんに見事に言い当てられ、ビックリした。

『そうです。さすがお医者さま。よくわかりますね。たまたま悠さんがいる時に心臓がおかしくなるんです。私も手術が必要でしょうか？』

　おじいちゃんの手術は成功し、今は付き添い付きでトイレに行けるようになったけど、今ここで私が倒れるわけにはいかない。

『大丈夫ですよ。病とも言えなくはないけれど、医者が治すような深刻な病気じゃないですから。正常な反応と言えるでしょう。ということで、悠、ちゃんとケアしてあげてよ』

　なぜかそばで話を黙って聞いていた悠さんの肩を涼さんがポンと叩く。

『……ケアね』

　悠さんはチラリと私を見て、小さく笑みをこぼした。

　その顔がなんというか意地悪で、それでいて甘かったからドキッとしてしまい、どう対応していいかわからなくなる。

　双子で同じ顔の涼さんを見ても特に変化はないのに、なぜ悠さんだとおかしくなるのか。悠さんは魔力使い？なんて非現実的なことを考えてしまう。

　それにしても、病とも言えなくもないって……結局私はなんだったのだろう？

　涼さんははっきり教えてくれなかったな。

「……理、真理……手、止まってる」

　不意に悠さんの声が聞こえてきて、ハッと我に返る。

「あっ、はい！　ごめんなさい」

　慌てて返事をしたものの、目と鼻の先に悠さんの顔があって一瞬フリーズした。

　いきなりこの至近距離で彼を見ると、またドッドッドッと心臓がおかしくなる。

　家での彼はメガネをかけていない。顔だけ見れば涼さんと同じなんだけど、メガネの有無にかかわらず悠さんに接近すると落ち着かない。

　もうなんなの～？

　悠さんとの生活には慣れてきたけど、彼に慣れることは絶対にないと思う。

　悠さんが捻挫した夜、なぜか一緒に寝ていて、起きたら目の前に彼の顔があって……。あの時は心臓が丸ごと口から飛び出るかと思った。

　今も息の吸い方を忘れて酸欠になりそう。

　ギュッと目を閉じて彼の姿を視界から追い出し、また自己暗示をかける。

　落ち着け。心を無にするの――。

　深呼吸して、目線を下に向けてボタンを留めるけど、彼が私の頬に不意に触れてきたものだからドキッとした。

　思わず驚いて悠さんに目を向けると、彼が顔を近づけてきて、パニックになる。

　え？　え？　キスされる!?

「まつ毛ついてた」

　甘い目で見つめてくる彼。そのセクシーな声も脳に直接響いて、まるで金縛りにあったかのように動けなくなった。

　どこかおもしろそうに笑って彼が私のまつ毛を取るが、そんなちょっとした動作にさえ狼狽えてしまう。

　……まつ毛？

　彼の手が離れると、それまでずっと息を止めていたようで、プハーッと大きく息を吸った。

「ククッ。ホント、ウブだな」

　肩を震わせて笑う彼をじっとりと見る。

　誰も見ていないのに、色気全開で私に触れるのはやめてほしい。絶対に自分の魅力を無駄遣いしていると思う。指を捻挫してからずっとこんな状態だから、私も気が気じゃないのだ。

「続きやります」

　ちょっと膨れっ面になりながらそう言って、再びボタンに手をかけた。怒っていたせいで、作業がさくさく進む。

「終わりました」

　たかがボタンを留めるだけの作業なのに、ひと仕事終えた気分だ。

「ありがとう。今日は出かける。一泊できる準備をしておけ」

　彼の言葉に驚き、声をあげる。

「え？　一泊？　どこか視察ですか？」

　聞いていない予定だけど、急に決まったのかな？　泊まりで彼と出かけるのは初めてだ。

「まあ、そんなところだ。たった一泊だし、おじいさんのことは涼に任せておけば問題ない。俺はちょっと上杉に電話をかけてくる」

　ポンと私の肩を叩く彼に、コクッと頷く。

「はい」

　今日は土曜日なのに、悠さんも上杉さんも大変だな。

　そういえば、悠さん……Ｓカードのコンシェルジュサービスは利用しているのかな？　私が受けていた依頼も、最近は上杉さんが手配しているような気がする。上杉さんの仕事を増やしてしまうのは申し訳ないけど、私以外のコンシェルジュとやり取りしている様子はなくて、なんだかホッとしている自分がいる。

　これってなんでだろう。

　悠さんが戻ってきて朝食を食べると、荷物を持って、彼の車で出かけた。

　視察だって言うからてっきり社用車かと思っていたのだけれど……。

「悠さん、指を捻挫してるのに、運転していいんですか？」

　助手席に座っている私は、平然とした顔で運転している悠さんに目を向けながら尋ねた。

「大丈夫だ。結構動かせるようになったから」

　前を見据えながら、彼は表情を変えずに答える。

「え？　でも、シャツのボタンはまだできませんよね？」

　運転できるなら、シャツのボタンだって自分で留められるのでは？

「ああいう細かい動作はまだ無理だ」

　彼がそう言い張るので、素直に受け止める。

「そうですか。あの、どこに向かわれてるんですか？」

　視察内容を把握して粗相のないようにしたいのだけれど、彼は教えてくれない。

「内緒」

「え？　内緒？」

　なぜに？

　彼の横顔をじっと見て問い返すと、彼が楽しげにクスッと笑った。

「そう。内緒だ」

「それは困ります。ちゃんと妻として振る舞えないじゃないですか！」

　困惑する私の発言を聞いて、彼がフッと微笑する。

「ホント、真面目だな。もっと楽にしろ」

「楽にって綾小路悠の妻ですよ。失敗は許されません。完璧に演じないと」

　その交換条件として祖父を助けてもらっているのだ。

　この結婚はビジネス。妥協は許されない。

「気負いすぎだ。いつもの真理でいい。完璧である必要はないし、演じる必要もない」

　悠さんの言葉を聞いて、途方に暮れてしまう。

「でも……」

「これは俺の命令だ」

　命令と言われてしまってはもう従うしかない。

「努力しますね。私も運転できればよかったんですが、悠さんに運転させてしまってすみません」

　運転免許、取っておきたかったけれど、お金がなくてそれどころじゃなかった。

「車が好きだから別に構わない」

「あっ、だからこの車スポーツカーみたいにカッコいいんですね」

　車のことはよくわからないけど、ドイツのメーカーでとっても高そう。シートも革張りだし、足元のマットもふかふか。

「最近はスポーツカーというのは流行らないが、自分でエンジン音を聞きながら車を走らせるのは気持ちがいい」

　爽やかに笑う彼の目が、とても輝いて見えた。

「確かに、自由にどこかへ行けるのっていいですね。私もいつか海外に行ってみたいと思ってまして。お城とか見てみたいな」

　童話に出てくるお城とか憧れていた。でも、病気がちの祖父を置いて海外になんて行けない。だから、自分の老後の楽しみにとっておこうと思っている。薫さんや由美にその話をしたら、『まだ二十六歳でしょう。何十年後の楽しみよ？』とふたりにつっこまれたけど。

　自分の老後の夢を彼に語るなんて、ちょっと気が緩んでしまったのかもしれない。

「俺に連れていけとは言わないんだな。どこへでも行けるのに」

　そりゃあ、彼なら月にだって行けるくらいの財力はあるだろう。自家用ジェットやクルーザーだって持ってるんだもの。

「そんな図々しいこと言いませんよ。祖父の件でお世話になっているのに」

「図々しくない。海外視察もあるかもしれないから、心の準備をしておけ」

　そうよね。彼の仕事柄、海外出張は多い。

「あっ、パスポート持ってません」

　思い出したように言えば、彼が俺様な顔で命じる。

「帰ったらすぐに申請しろ。業務命令だ」

「はい」

　笑顔で頷くと同時に、役得と思ってしまう私は不謹慎かもしれない。

　商社に入ったのはお給料や福利厚生も魅力だったけど、やはり海外に魅力を感じているからだ。

「今まで行った国でお気に入りの国ってありますか？」

　悠さんは留学経験だってあるし、いろんな国を知っている。

「イギリスかな。街並みが好きだ。でも、やっぱり日本がいいって思う。食べ物も美味しいし、落ち着く。俺も年を取ったってことかな」

　少し自嘲気味に笑う悠さんをじっとりと見て注意した。

「おじいちゃんみたいな発言しないでくださいよ。まだ三十歳じゃないですか」

　それにメガネを外して前髪を下ろしていると、もっと若く見える。

「最近、真理が和食を作ってくれるだろ？　根菜がすごく美味しく感じるんだ」

「それは海外生活が長かったせいですよ」

　私だってしばらく和食を食べてなかったら、絶対に恋しくなると思う。

「毎日、密かな楽しみなんだ。漬物も最高だしな」

　笑みをこぼす彼を見て、なんだか嬉しくなる。実は祖父の家からぬか床を持ってきたのだ。

「それは……お口に合ってよかったです」

　ボソッと返したものの、内心舞い上がっていて顔がにやけそうになるのを必死にこらえていた。

　悠さんは好き嫌いがないそうで、なんでも残さず食べてくれる。

　最初は庶民的な食事で大丈夫か心配だったけど、生しょう姜が焼きとかかぼちゃの煮付け、餃子ギョーザなんかもペロリと平らげる。試しに納豆を出したけど、普通に口にしていた。

　御曹司も納豆を食べるんだって、食卓に出した私も衝撃だったけど。

　そんなたわいもない会話をしているうちに、渓流沿いにある木造の温泉旅館に着いた。

「さあ、着いた」

　悠さんが旅館の駐車場に車を停め、シートベルトを外す。

「え？　ここに視察ですか？」

　どこかの工場視察を想像していたので、首を傾げながら彼に確認する。

「綾小路家の定宿だ。今夜はここに泊まる」

　ニヤリとして告げると、彼は車を降りて助手席側に回ってきた。

「さあ、真理も降りろ」

　悠さんが助手席のドアを開け、慌てて私もシートベルトを外して車を降りる。

　旅館の女将おかみさんや仲居さんが駐車場まで出迎えてくれて、「いらっしゃいませ」と笑顔で挨拶した。

　悠さんに手を引かれて旅館に入ると、玄関のどっしりとした太い梁はりや大きな柱に圧倒された。

　創業は江戸時代という栃とち木ぎの老舗旅館で、歴史の重みを感じさせる。

　まるで現代から過去にタイムスリップしたみたい。

　辺りを物珍しそうにきょろきょろ見回している間に、離れにある和モダンの部屋に通された。居間と寝室、それにヒノキの露天風呂がついていて、とても豪華。

　微かに梅の香りがするお香が焚たいてあって、雅みやびな気分になる。

　窓を開ければ豊かな緑が広がっていて、草木の匂いや鳥の声に心がリラックスする。手前に流れている川のせせらぎも耳に心地よい。

　なんとも贅沢な空間――。

　もう日が沈みかけているせいか、頬に触れる空気もひんやりする。

　居間にはかわいい桃の形をした生菓子が用意されていて、女将が抹茶を立ててくれた。

「素敵なところですね」

　結局視察はどうなったのだろう？

　そんな疑問を抱きつつも、座椅子に腰を下ろすと、彼も私の横に座った。

「学校が休みになると、よくじいさんに連れてこられたよ。朝は小鳥のさえずりで起きて、日中はじいさんと涼の三人でイワナを釣りに行った。大浴場では涼と泳いで遊んで、じいさんに怒られたり」

　昔を懐かしむように語る彼を見て、私もほっこりする。

　会長のことをじいさんって呼んでいるのは、きっと彼がオフモードだからだろう。

　会長に怒られる悠さんの姿は想像がつかない。

「悠さんも普通の子供だったんですね」

　しみじみとそんな感想を口にすれば、彼が私をジーッと見つめてきた。

「どんな子供だと思ってた？」

「うーん、見た目十歳でも、中身は七十歳くらいの達観した子供ですかね」

　思ったまま正直に言えば、彼が楽しげに目を光らせる。

「言うようになったな」

「あっ、すみません。つい気が緩んで」

　失言だったと思ったが、彼が気にする様子はない。

「謝ることない。リラックスさせるために連れてきたんだから」

　それってまるで私のためにここに来たような言い方ではないか。

　それに、気のせいだろうか？　最近彼の私を見る目が変わってきたような……。

　契約結婚した当初は手のかかる子を見るような感じだったけど、今はなんというか、甘い。愛されてるのでは？と勘違いしそうになるほどに――。

「視察は？」

　ずっと気になっていたことを聞くと、彼は悪びれた様子もなく笑った。

「嘘だ。じいさんが新婚旅行もしてないんだから、ゆっくりしてこいって手配してくれた」

「会長……お優しいですね。私のような者にまで」

　綾小路家の人々はみんな私によくしてくれる。

「気に入ってるんだろう。大事にしろってよくじいさんに言われる」

「なんかすみません」

　契約結婚なのに大事にしろって言われても、ちょっと困るよね。

「だから、謝るなって言ってる。抹茶が冷めるぞ」

　悠さんに言われ、茶碗を手に取った。

「はい、いただきます」

　美味しい抹茶と生菓子をいただいた後は、ふたりで浴衣に着替えて部屋の外にある露天風呂に向かうが、もうお風呂どころではない。

　浴衣姿の悠さんがとってもセクシー。男の人なのに、なんでこんなに色気があるの？

　彼の写真集を作ったら絶対に売れると、ミーハーなことを考えてしまう。

　あ～、眼福。眼福。

　両手を合わせて拝みながら悠さんを見ていたら、数メートル先に進んだ彼が立ち止まって私を見た。

「おい、ボーッとするな」

「す、すみません」

　ハハッと笑いながら謝って、彼と五十メートルほどありそうな古い板張りの廊下を進むと、露天風呂と書かれた提ちょう灯ちんが見えてきた。男女別々の脱衣所があって、一旦悠さんと別れる。

「中は混浴だから」

　フッと笑みを浮かべ、とんでもない言葉を口にして【男】と書かれた暖簾をくぐっていく彼。

　こ、混浴？　冗談ですよね？

　目を丸くしながら恐る恐る女湯の脱衣所に入ると、湯あみ着が置いてあった。どうやらこれを着て入浴するらしい。これなら水着よりも露出部分が少なくて安心感がある。

　ホッと胸を撫で下ろして、髪をアップにして湯あみ着を着る。

　浴場に入るとすぐに露天風呂があって、すでに悠さんが寛いだ様子でお湯に浸かっていた。彼も湯あみ着は着ているはずだけど、お湯に浸かっていると裸の上半身しか見えなくて、色気がダダ漏れでどこを見ていいか困ってしまう。

　非の打ちどころのない秀麗な顔。均整の取れた逞たくましい身体。

　目の保養というよりは、毒だろう。また心臓がバクバクしてきた。

「そんなところで突っ立ってると寒いだろ？」

「す、すみません。失礼します」

　ペコッとお辞儀をして、洗い場で軽く身体を洗うが、どうしても背後にいる悠さんを意識してしまう。

　この状況はなに？　彼の視線を痛いほどに感じる。背中に穴が空きそうなんですけど。私の貧相な身体を見ないでほしい。

　なるべく悠さんを見ないようにして少し距離を取ってお風呂に入ったら、彼に怪訝な顔をされた。

「なんでそんなに離れてる？」

「いや、あの……その、私がいては……寛げないのではないかと……思いまして」

　緊張で片言になる私を見て察したのか、彼がおもしろそうに目を光らせて私の隣に腰を下ろした。

「一緒に来たのに離れるのはおかしいだろ？」

「いや、でも、他の人が来るかもしれませんし」

　ただひたすら前方を見据え、なるべく悠さんに視線を向けないようにする。

「だからなんだ？」

　理由を問われ、返答に困った。

「え？　その……他の人に見られたら恥ずかしいです」

　正確には悠さんに見られるのが恥ずかしいのだ。

　よくよく考えてみたら、同居を始めたその日に一糸纏まとわぬ姿も見られている。

　そうだよ。私の裸を彼は知っている。

　その事実を再認識して、身体が強張ってきた。

「夫婦なんだから別にいいだろ？」

「いや、本当の夫婦では……!?」

　反論しようとしたら、突然彼が私の頬に触れてきて、ハッと息を呑む。

「なんでも否定しすぎだ。それに、どうして俺と目を合わせない？」

「だって……悠さんと一緒にお風呂なんて恥ずかしすぎます」

　湯あみ着を着てたって身体の線ははっきりわかる。彼ほどの人なら、いくら女嫌いとはいえ、スタイルのいい女性をいっぱい目にしてきたはずだ。

　もっと美人で、手足が長くて綺麗な身体に生まれてきてたらよかったのに……。

　私……おかしい。自分の顔や身体のことを憂いたことなど今までなかった。

　それはきっと……私が彼を好きだから？

　ああ。涼さんが病気じゃないって言った意味がやっとわかった。

　悠さんが好きだから、彼を前にすると心臓がおかしくなるんだ。

「なんで湯あみ着を着てるのに恥ずかしい？　水着と変わらないだろ？」

　さらに彼が質問してきて、激しく動揺した。

「み、水着でもダメです。だって……心臓がおかしくなりそう……えっ！」

　悠さんから視線を逸らして答えたら、彼が私の顎をクイッと持ち上げた。

「どうしておかしくなるんだろうな？」

　それ、今聞きますか？

　彼への気持ちを自覚したばかりだが、本人を目の前にして、あなたが好きだから……なんて言えるわけがない。

「り、理由なんてどうでもいいんです！　とにかく心臓がおかしくなって、息切れがして……って、悠さん？」

　彼が私の肩に顎をのせて、ククッと笑っている。

「悪い。聞いてて俺もなんだか恥ずかしくなってきた。こんなの初めてかもしれない」

「あの、大丈夫ですか？」

　彼の様子に戸惑いながら確認する。

「大丈夫だ。だが、ちょっとこのままで」

　悠さんが私の背中に腕を回してきて、大きく心臓が跳ねた。

　身体が密着状態。絶対胸も押しつぶされている。

　でも、なぜだろう。次第に心が落ち着いてきた。

　これを慣れというのだろうか？　彼の胸が広くて、安心できる。

　守られているような気がして、とても心地よい。

「見ろ。月が見える」

　不意に悠さんの声がして顔を上げたら、彼が見つめるその先にまん丸の月が見えた。

「……綺麗」

　清らかな光が身体に注がれ、心まで澄んでいくような気分になる。祖父が入院してから、こんな風に空をまじまじと眺めることってあまりなかった。

「ああ。綺麗だな」

　満足げに月を見つめる彼もどこか幻想的で綺麗だった。

　どうしてこんなに美形なんだろう。ずっと見ていたくなる。

　悠さんが私に目を向けるが、少し困った顔をして私から離れた。

「そんな物欲しそうな顔で見つめるな。腹が減ったのか？　そろそろ夕食の時間だから、上がろう」

　物欲しそうな顔って……。

　悠さんの後に上がり、脱衣場で浴衣に着替えるけど、頭の中は彼のことでいっぱいだった。

　私の気持ちが彼にバレてしまっただろうか？

　ううん、気のせいかもしれない。自分でも気づいたばかりだもの。

　そう自分に言い聞かせて脱衣場を出ると、彼が腕を組んで待っていた。

「もっと時間がかかると思ったけど、早かったじゃないか」

「浴衣着るだけですから。お待たせしてすみません」

「髪、アップにしてるのいいな。大人に見える」

　彼が私のうなじに触れてきて、思わず「キャッ！」と声をあげた。

「もうとっくに大人です」

　顔が熱くなるのを感じながら抗議すると、彼が「そうだっけ？」と意地悪く返す。

「二十六ですよ」

「まあ、身体は色っぽいかもな」

「ゆ、悠さーん！　身体の話はしないでくださいよ」

　ボコボコと悠さんの胸板を叩いたら、彼が声をあげて笑った。

「褒めたのにな」

「お世辞はいりません」

　上目遣いに彼を見て文句を言ったら、フッと笑って返された。

「基本的にプライベートでお世辞は言わない」

「今がビジネスって落ちじゃないですよね？」

　疑いの眼差しを向けると、彼はやれやれと言った様子で私に確認してくる。

「メガネをしてないだろ？」

「そうですけど」

「もっと自信持てよ。この俺の理性の箍たがが外れそうになった」

　意味深な言葉を呟くと、私の頭をポンとして彼はスタスタ歩いていく。

　え？　理性の箍が外れそうになった？

「ち、ちょっと待ってください」

　一瞬キョトンとなったけど、すぐに悠さんを追いかける。部屋に戻るかと思ったら、そのまま彼は館内にある鉄板焼のお店に入った。悠さんの話では、会長の要望で作られた店らしい。

　カウンターの席が六席ほどあって、奥の席に座ると、すでに手配してあったのか、目の前でシェフが肉を焼いてくれた。まずシャンパンが出され、悠さんと乾杯する。

「結婚二十一日目に乾杯」

　彼が悪戯っぽく笑うが、結婚した日数をちゃんと覚えていたことに驚く。

　高級黒毛和牛のフィレとサーロインステーキが出てきて口にすると、とても美味しくて頬が緩んだ。

「盆と正月がいっぺんに来ました」

　私の感想を聞いて、悠さんがクスッと笑う。

「それは忙しいな。もっと頼むか？」

「いえいえ、これで充分です。ただでさえ最近美味しいものを食べすぎて体重増えてるんですから。運動しないとマズいです」

　このまま食べ続けたらブタになってしまう。だって食事会とかで高級料理がたくさん出てくるんだもの。

「もっと太ってもいいくらいだが、後でちょっと散歩しよう」

　悠さんがどこか楽しげに言って、シャンパンを口にする。

　私も最初の乾杯だけで、なんだかほろ酔い気分。

　食事を終えると、悠さんに連れ出され、旅館の周辺を散策した。

　近くにライトアップされた吊つり橋があり、彼の手を借りながら渡ると、小さな光が無数光っているのが見えた。

　――黄緑色の光。

「悠さん、これって……ホタルですか？」

　写真や映像でしか見たことがなくて悠さんに確認すると、彼が小さく頷いた。

「ああ」

「初めて見ました。まるでクリスマスツリーの電飾みたいに光るんですね」

　人工じゃない、生きているその光に魅了される。

「今日一番見せたかったものだ。俺の妻を一生懸命やってるご褒美ってところかな」

「こんな素敵なご褒美……初めてです」

　おじいちゃんだって助けてもらったのに、契約妻の私にご褒美って……。

　前は彼を怖い人だと思っていた。でも、今は違う。育った環境からか裏表のある性格になってしまったけれど、根はとっても優しい人だ。

　おじいちゃんが倒れた時だって、『腹が減った。付き合え』と言って、憔悴していた私に温かい料理を食べさせてくれた。よくよく思い返してみると、彼の魔王モードの言葉にも、優しさが見え隠れしているのだ。

　ホント、どんだけ甘い旦那さまなのだろう。目頭が熱い――。

「おい……泣いてるのか？」

　私を見てギョッとしている彼に、泣きながら訴える。

「だって……こんな綺麗なんですもん」

　素敵な景色、素敵な料理……。それに、素敵な旦那さま。

「泣き虫だな。泣いてちゃ見れないだろ？」

　彼が屈んで、指で私の涙を拭う。

「わかって……ます。目を開いてしっかり見ますよ。一生に一度かもしれませんもん」

　目をこれでもかっていうくらい大きく見開くと、彼が柔らかな声でクスッと笑う。

「大おお袈げ裟さだな」

「連れてきてくれて、ありがとうございます。もう盆とクリスマスと正月が一気に来た気分です」

　悠さんの腕を掴んで私も笑って見せたら、彼がおかしそうに目を細めた。

「なんか増えたな」

　ああ、彼のこの顔が好き――。

　どこか意地悪で、優しい。

　だって……こんな顔、会社じゃ見せないもの。もっと、もっと彼を知りたい。

「ホタルが光る理由はいくつかあるらしい。敵を驚かせるためと、なにか刺激を受けた時と、求婚するためと」

「じゃあ、今はきっとプロポーズしてるんですね。成功するといいな」

「そうだな」と言葉少なく彼が頷いて、手を握ってきた。私が転ばないようにするためなのかと思ったけれど、彼が指を絡めて恋人繋ぎをしてきてハッとする。

　なに、これ？　手を繋いでいるだけなのに恥ずかしい。

　でも、もっと彼に触れていたいって思う自分がいる。

　恋をすると、人は欲張りになるのかもしれない。

　もっとこのふたりの時間が続けばいいのに……。

　シンデレラの魔法が解けるように、三年の結婚期間が終われば、私はもとの自分に戻る。ううん、もうもとの自分じゃない。

　彼を好きだって気づいてしまったから――。

　綾小路家に未練があるわけじゃない。

　私は……悠さんとずっといたい。悠さんが欲しい。

　宝石も、お金もいらないから――。

「どうした？　急に静かになったな」

「プロポーズされたホタルは幸せだろうなって思ったんです」

　胸がチクッとするのを感じながらも明るく振る舞うと、彼が温かい声で返す。

「また連れてきてやる」

「いいんですか？　そんな約束して。忙しくて寝る時間だって削っているじゃありませんか。過労で倒れないでくださいね」

　夜ずっと書斎で仕事をしている彼に、早く寝るよう注意するのは私の日課。そうしないと、彼は三時過ぎまで平気で仕事をするのだ。

「優秀な秘書と、それに口うるさい妻がいるから大丈夫だ」

「お願いですから、毎日ちゃんと睡眠はとってくださいよ」

　くどくど言うが、彼はどこか嬉しそうな顔で「はいはい」と軽く流す。

　しばし素敵な夜の散歩を楽しむと、旅館に戻った。

　食後の運動もしたし、あとは寝るだけ。

「じゃあ、おやすみなさい」

　なにも考えずに悠さんにそう声をかけて寝室に行くと、ベッドがふたつくっついて並んでいて、思わず部屋の前で立ち止まった。

　そういえば、寝室は同じだった。

「あの……私は居間で寝ます。私がいると寝られないでしょう？」

　本当は彼を意識して私が眠れない。

「なにを馬鹿なことを言っている？　一緒に寝た時だってあるじゃないか。真理がいびきかいてても平気だった」

「私、いびきなんてかきません」

　ムキになって否定する私を見て、彼が意地悪く笑う。

「じゃあなにも心配いらないな。俺も襲わないから安心しろ」

　今まではそう言われて安心していたはずなのに、今は胸がチクリと痛む。

　わかっている。私は彼に女だと思われていない。キスしたのだって彼にとってみれば深い意味はないのだ。

　薫さんや由美みたいに女らしかったら、彼だって私を女性として見てくれたかもしれない。

　私が黙ってベッドに入ると、悠さんも部屋の電気を消し、ベッドサイドのライトだけつけた。

　急に部屋が薄暗くなり、心臓の鼓動がドッドッドッと速くなる。目を閉じて彼を視界から追い出すが、状況は変わらない。

　絶対にこんな状態では眠れないよ。恋の病で倒れることってあるんだろうか。

　なんだかだんだん胸が苦しくなってきた。こんなことなら、涼さんにもっとよく質問しておけばよかったな。

　胸を押さえながら寝返りを打っていたら、ドンと悠さんにぶつかった。

「あっ、すみません」

「眠れないのか？」

　私はこんなに心臓がおかしなことになっているのに、落ち着き払っている彼が恨めしい。

「おかしいな。シャンパンも飲んだのに」

　そう。私はあまりお酒を飲み慣れていないせいか、シャンパンやブランデーをちょっと飲んだだけでも寝つきがいい。結婚当初は私をリラックスさせるためか、彼にちょっとだけと言われて飲まされたこともある。

　でも、今夜は全然眠れない。

「……悠さんのせいです。心臓がおかしいんです」

　彼を上目遣いに見て、恨み言を言う。

　そんなことが言えるのは、きっと自分がおかしくなっているせいだ。

「なんとかしてください」

　悠さんの腕を掴んで訴えたら、彼がハーッと息を吐いた。

「俺の勘違いでなければ、抱けと言っているのか？」

　悠さんが真剣な顔で確認してきて、思わず視線を逸らした。

　ストレートに言葉にされると恥ずかしい。こういう時、恋愛経験を積んでいたらと思う。

　男女の営みの知識は一応あるが、経験はないし、どういうムードに持っていくのか、どう相手に交渉するのかもわからない。しかも相手は極上の御曹司だ。

　あー、今すぐマニュアルが欲しい。それか、ネットの知恵袋で質問したい。

　――どうしたら好きな異性に抱いてもらえますかって。

「真理、はっきり言ってくれないとわからない」

　彼に顎を掴まれて、無理矢理視線を合わせられた。

「はっきりって……」

　抱いてほしいなんて言えるわけがない。

　恥ずかしがる私を見て、彼が仕方ないなって顔でリードする。

「もう俺のものにする。いいな？」

　魔王な言い方だったけど、その声はとてもセクシーで、優しかった。でも、自分がテンパっていたせいか、すぐに言葉が出てこなくて、彼が切なそうな表情で気持ちを伝えてくる。

「真理が欲しくて自分を抑えきれないんだ」

　彼も私を求めてくれている。それが嬉しかった。

「……はい。抱いてください」

　覚悟を決めて返事をすると、彼が私に顔を近づけて囁くように告げた。

「怖くなったら言えよ」

　コクッと少し緊張しながら頷くと、悠さんが私の首筋に唇を這わせてきた。

　彼の髪が肌に触れるし、なんだかくすぐったい。

　温かい吐息を感じたかと思ったら、耳をパクッと甘噛みされ、反射的に声をあげる。

「あっ」

　み、耳を噛んだ!?

　初めての経験に衝撃を受けていたら、彼が首筋にキスを落としながら浴衣の上から胸に触れてきた。

　心臓の爆音が彼にも聞こえていそうだ。

　そんなことを思ったら、彼が私の唇にゆっくりとキスを落とした。

　これで彼にキスされるのは三回目。

　最初のキスはとっても冷たいキスだった。いや、正確には彼の目が冷たかった。

　二回目は彼がどこか楽しげで……優しかった。

　今は……なんだか甘い――。脳が蕩けそう。

「悠さん……」

　名前を呼んで悠さんの頭に手をやったら、彼がさらにキスを深めてきた。噛みつくようなキスをして、私の浴衣をはだけさせると、ブラを外して胸を揉もみしだく。

「あん……んんっ！」

　変な声が思わず出そうになったが、その声も彼に唇を塞がれ、かき消された。

　もうなにがなんだかわからない。

　悠さんの唇が私の胸の方に下りてきて、ハッとした。

　耳と同じようにパクッと咥くわえられ、頭が真っ白になったかと思ったら、彼が舌で胸の先端を舐め上げてきて……。

「あん……」と喘いで、たまらずシーツをギュッと掴む。

「経験がなくてもちゃんと感じるんだな」

　クスッとおもしろそうに笑う彼は、相変わらず余裕の表情。

「これ……いつまで続くんですか？」

　先が見えなくてなにも考えずに尋ねたら、笑われた。

「まだ始めたばかりだ。急かすな」

「だって……自分じゃないみたい」

　声も、身体も変だ。こんな自分知らない。

「俺の手で変わるんだ。今、すっごくそそる顔してる」

　言われ慣れない言葉が彼の口から出てきて、身もだえしながら聞き返す。

「そそる顔？」

「色っぽくて、綺麗だ」

　本気で言っていないと思い、反射的に言い返す。

「嘘……」

「本当だ。信じろよ」

　低音の色っぽい声が耳に響く。

　好きな人からそんな言葉を言われ、女に生まれてきて本当によかったと思えた。彼の目に綺麗に見えているなら嬉しい。

「悠さんだって……カッコよくて、セクシーすぎ」

　普段口にしない本音を口にしたら、彼がキラリと目を光らせる。

「へえ、意外だな。真理からそんな言葉が出るとはね」

「カッコいいとはずっと思ってましたよ。最初会った頃は、御曹司だし別世界の人だって線引きしてましたけど、今は……こうして手で触れられる」

　手を伸ばして悠さんの頬に触れたら、彼が甘く微笑んで……。

「そうやって俺だけを見ていろ」

　言葉と共に熱く口づける。

　甘美な命令――。

　ずっと言われ続けたい。

　抱き合って、肌を重ね、互いに激しく乱れる。

　初めて知る快感に身もだえして、喘いで……、なんだかようやく大人の女になれたような気がする。

　本当に悠さんに抱かれて変わっていくんだ。

　――今はもうあなたしか見えない。

　彼が唇や手で誰も触れられたことのない場所に触れてきて、身体の奥がキュンとなった。

「悠さん……」

　たまらず名前を呼ぶと、彼が身体を重ねきて、痛くて思わず顔をしかめた。

「真理……？　大丈夫か？」

　動きを止めて心配そうに聞いてくる悠さんの両肩をギュッと掴む。

「平気……。このままやめないで」

　彼とひとつになれたことが嬉しい。破は爪かの痛みさえもが愛おしく感じる。

　まるで夢のよう。

　これであなたに近づけた――。

　演技じゃなくて、悠さんの本当の妻になれたような気がする。

　今……とっても幸せ――。

　その夜はいつ眠ったか覚えていない。

　覚えているのは彼の温もり。

　目を開けると、部屋に朝日が差し込んでいた。










早く彼女がいる家に帰りたい　―　悠side




「悠さん……」

　真理の声でパッと目が覚めた。

　彼女と愛し合って、それから寝たんだっけ。俺の腕の中にいる彼女はまだ眠っている。

「寝言……か」

　真理の唇がちょっと腫れている。原因は……。

「俺とのキス……だな」

　手を伸ばして彼女の唇にゆっくり触れる。その柔らかさも、熱も、その味ももうよく知っていた。甘くて、心地よくて、心をそのまま持っていかれる。彼女が欲しくて欲しくてたまらなくなるのだ。

　この俺が女にハマるなんて……な。だが、真理は特別。

　俺の予定ではじっくり口説いていくつもりだったけど、まさか昨日彼女に抱けとせがまれるとは思わなかった。

『……悠さんのせいです。心臓がおかしいんです』

　寝苦しそうにしていた真理が、俺を見つめて訴える。

　心臓がおかしいという話は、先日彼女が涼に相談していた。

『あの涼さん、私……最近、心臓がおかしいんです。急に心臓の音が速くなって、もう呼吸が変になりそうなんです。一度検査してもらった方がいいでしょうか？』

　本人は原因がわからなくて悩んでいたが、涼はそばにいた俺を見やってニヤリとする。

『それは、兄がいる時に起こる現象じゃないかな』

　まあ、これだけ表情に出ると、誰だって真理が俺を好きなのはわかるよな。

『そうです。さすがお医者さま。よくわかりますね。たまたま悠さんがいる時に心臓がおかしくなるんです。私も手術が必要でしょうか？』

　真理の言葉を聞いて、なんだか恥ずかしくなってきた。こんな状況は初めてだ。後で涼にからかわれそう。

　彼女が俺を意識し始めたのは、同居した次の日からだったように思う。お風呂で寝ていた一件で俺に裸を見られたのがショックだったのか、まともに目を合わせてくれなくなった。

　しばらくはずっとそんな様子で、俺のことを好きなんじゃないかと感じたのは、真理の足の手当てをした時だ。俺が足に触れただけで顔を赤くして……。まるで漫画みたいに素直な反応で、かわいかった。他の女なら面倒だと顔をしかめていたかもしれないが、彼女だから特別に見えたんだと思う。

　考えてみたら、俺は母親や過去の経験もあってずっと女性を偏見の目で見ていた。目が合っただけでしつこく言い寄られるんじゃないかと考えるほどに。だから、真理のことも最初は俺を狙っている女と勘違いした。

　だが、今ははっきりわかる。バイトの件がバレるまで、彼女は俺のことなど眼中になかった。なぜなら今は俺が指一本触れるだけで彼女は激しく動揺するのだから。

『……ということで、悠、ちゃんとケアしてあげてよ』

　涼が目配せしながら俺の肩を叩いた時、つい口元が緩んだ。

『……ケアね』

　真理に目を向け、どうしたものかと悩む。それは楽しい悩みかもしれない。

　直接『俺のこと好きなんだろ？』と本人に言うのは簡単。しかし、俺としては彼女に自然な形で気づいてほしい。

　だから、積極的にスキンシップを取ることにした。

　指の捻挫は不運だったが、俺と真理の距離を縮めるきっかけになったと思う。なんせ、彼女は俺にビジネスライクに接しようとする。それは俺を意識してどう接していいかわからなくなるからだろう。

　もう指はほぼ治っていて自分でシャツのボタンを留められるのに彼女に頼むのは、俺に慣れさせるためだ。

　俺が提示した婚姻期間は三年。まだまだ時間はたっぷりある。

　急がず彼女のペースに合わせて口説くつもりでいたのに……。

『なんとかしてください』

　懇願するように言うその目は俺を欲して苦しんでいるように見えた。

　だが、俺がいくら彼女に飢えているからといって、ここで勝手に解釈して抱いてはいけない。

　そう。真理を好きだと自覚してからずっと彼女を抱きたくてたまらなかった。

　すぐに手を出さないのは、彼女を怖がらせたくないから。最初のキスのこともあったから、慎重に事を進めたかった。

　理性を総動員して彼女に問う。

『俺の勘違いでなければ、抱けと言っているのか？』

　当たっているのか、彼女の目が泳ぐ。

　どうやら本当に俺への気持ちに気づいたらしい。

『真理、はっきり言ってくれないとわからない』

　真理の顎を掴んで、彼女の目を捕らえた。

『はっきりって……』

　揺れる漆黒の瞳。

『もう俺のものにする。いいな？』

　彼女のウブな態度から男性経験はなさそうだし、俺が主導権を握って彼女の意思を確認する。ここで彼女が応じなければ、抱かないつもりでいた。一度抱いてしまったら、彼女がなんと言おうが手放せなくなる。

『真理が欲しくて自分を抑えきれないんだ』

　緊張からかまだ黙っている真理に自分の思いを吐露すると、彼女が俺の目をしっかりと見据えてきた。

『……はい。抱いてください』

　その言葉を聞いたら、もう自分を止められなかった。

　ずっと触れたかった彼女の肌に直接触れて、身体を重ねて……。今まで何事にも動じたことのない俺が初めて緊張した。それほど彼女は愛おしい存在だったのだ。

　真理を傷つけないよう大事に大事に思いを込めて抱いて、忘れられない夜になった。

　今は心も身体も満たされた。そんな気分。

　目覚めたらどんな顔をして俺を見るのだろう。彼女のことだから昨夜のことは夢だと思うんじゃないだろうか。それで、現実だったと認識したら固まるか、顔を赤くするか。どちらにしてもかわいいんだろうな。

　じっと真理の寝顔を見ていたら、彼女が目を開けた。何度か瞬きして、目を見開いて俺を見る彼女に挨拶する。

「おはよう」

「お、おはようございます」

　つっかえながら挨拶を返す彼女を見て、クスッと笑った。

「もう夫婦なんだし、その敬語やめたらどうだ？」

「いえ、その……悠さん年上ですし」

　遠慮がちに反論する彼女に、ニヤリとしながら返す。

「夫婦は対等だと思うが」

　それで素直に『うん』と返事をするかと思ったら、違った。

「でも、タメ口は……逆に抵抗があります」

　真面目な性格だから、対等に話すのは俺に慣れるより大変かもしれないが、やはり敬語だと副社長扱いされている気がする。

「慣れれば抵抗ないだろ？　今から敬語禁止だ」

『禁止』というワードを聞いて、彼女がギョッとした声をあげる。

「え？　そんなあ。無理ですよ」

「やらないうちから無理って言うな。身体は大丈夫か？」

「はい、大丈夫です。あっ、大丈夫。ちょっとお腹に違和感があるくらいです。あっ、違和感が……」

　タメ口に慣れないせいか、何度も言い直す彼女の髪を優しく梳すきながら提案する。

「じゃあ、今日はゆっくり過ごそう。あと三十分ほどで朝食だ。まずは風呂だな」

　俺が起き上がると、彼女が顔を赤くして視線を少しずつ逸らした。

「あの……悠さん、お先にどうぞ」

　再び敬語に戻る彼女に、意地悪く尋ねる。

「俺の身体なんて散々見ただろうに、どうして顔を背ける？」

　今、彼女は昨夜のこともあってパニックになっているだろう。わかってはいても聞かずにはいられない。

「あれは夜だったし、明るい中で見るのは刺激が強すぎます」

　ギュッと目を瞑って、彼女は視界から俺を追い出そうとする。その顔は真っ赤。

　ホント一瞬でこんなに顔が赤くなる。心が透けて見えるようだ。

　そんな彼女がかわいくて、ついついからかってしまう。

「もっと刺激的なことをしたのに、なにを言ってるんだか」

「それは……あの時は……必死だったからですよ」

「俺も必死だった。欲望のままじゃなく、真理を大事に抱くんだって……」

　それは嘘ではない。ずっと抱くのを我慢していたのだ。

　自分の理性を保てるか自信がなかった。暴走しなくてよかった。本当に。

「悠さん？」

　不思議そうに俺を見る真理に顔を近づけてキスをして、彼女の身体に浴衣をかけた。

「あまり俺を誘惑するなよ」

　そんな注意をしながら彼女の唇をゆっくりと親指の腹でなぞると、フッと微笑して浴室に向かった。




　それから時が流れて一カ月後――。

「おはよう」

　目覚まし時計のアラームが鳴って解除すると、隣で寝ている真理に声をかける。

　栃木の温泉から戻った日から、彼女は俺の寝室で寝ていた。彼女は最初躊躇したが、俺が強引にそうさせたのだ。あの夜激しく乱れたことを恥ずかしく思っているのか、彼女はまたまともに目を合わせてくれなくなった。このまま寝室を別にして距離を置かれてはたまらない。

「ん……。おはようございます」

　敬語禁止令を出したものの、この一カ月であまり直っていない。せいぜい『ありがとうございます』が、『ありがとう』に変わっただけ。最近彼女とゆっくり話をしていないせいだろう。

　急な長期出張で家を空けることが多くなり、真理と過ごす時間をなかなか取れずにいた。彼女を愛しているということを、きちんと時間を取って伝えたい。

　気だるそうに目を開けて挨拶を返す真理を見て、いつもと違い元気がないと思う。

　俺が朝まで抱いて疲れさせたわけではない。あの夜以来、俺は彼女に触れていなかった。彼女は初めてだったし、がっつきすぎるのはよくないと思ったのだ。

　昨日高梨さんのミスのカバーで、俺と同じ時間まで残業していたから疲れているのだろうか？

　仕事については俺の方は順調だが、真理はかなり手こずっている。『引き継ぎがあるから』と言って朝は俺より先に家を出るし、ここ数日は俺が帰宅するとソファで寝ているので、起こさずにベッドに運んでいた。高梨さんに仕事を教えるのに相当苦労しているようだ。

　はたで見ていると、高梨さんははっきり言って仕事ができない秘書。真理や上杉のように自分で考えて動くタイプではなく、一から十まで説明してもどこかで失敗する。

　上杉の報告では、来客の服にコーヒーをこぼしたり、弁当や文具の注文を一桁間違えたり、ホテルや会議室の手配をミスしたり……とかなりやらかしていて、真理は高梨さんのミスの後処理に追われているらしい。

　コネで入ったから即異動にもできないし、先輩としての真理の意思も尊重して俺は直接口出しはしていない。

　真理は『最初はみんな誰だってミスするんですよ』と寛大な心で指導して、自分の後任としてしっかり育てようと頑張っている。弱音を吐かない性格なだけに、自分で溜め込んでしまうのだろう。

　真理は反対するかもしれないが、この状態が続くようなら高梨さんの異動も考えなければ。入社してから一カ月以上経っているのだ。ミスが減らないなら適性がないということ。彼女の後任は別に高梨さんでなくても問題はない。

「具合が悪そうだな。今日は家で休んでいた方がいい」

「でも、今日は大阪出張に同行しないと」

　実は関連会社の社長が亡くなり、イギリス出張中の社長に代わって俺と専務が今日の葬儀に参列する。

「上杉もいるし、専務のことは問題ない」

「そちらは心配してないんですが、高梨さんも同行しますし」

「ああ。だが、彼女のことは心配するな。それも上杉に任せるから。そんな体調で同行して、倒れられても困る」

　少々キツい言い方になってしまったが、こうでもしないと彼女は言うことを聞かない。

「……そうですよね。すみません」

　申し訳なさそうに謝る彼女に、優しく微笑んだ。

「ゆっくり休め。神さまがきっとそう言ってるんだ。今まで働きすぎたからな」

「はい、しっかり休んで体調を整えます」

　真面目すぎるのも厄介だな。それじゃあ休めないだろうに。

「そんな気合い入れて休まなくていい。肩の力を抜け。これは命令だ」

　彼女の頭をポンとしてベッドを出ると、喪服に着替えた。

　そろそろ上杉が来るか。

　そう思って腕時計を見たら、スーツのジャケットに入れていたスマホがブルブルと震えた。スマホを出して確認すると、上杉からの電話だった。

「どうした？」

《すみません。先ほど、母から父が倒れたと連絡がありまして。申し訳ないのですが、今日は同行できなくなりました》

「そうか。こっちのことは心配するな。すぐにお父さんのところに行ってやれ」

《はい。すみません。社用車は手配してますので》

「ああ」と言葉少なく返して、通話を終わらせる。

　真理も体調が悪くて同行できないことは言わなかった。言えば、気にするだろう。お父さんが無事だといいが。

　そんなことを考えながら玄関を出て、マンションのエントランスの前に停まっていた社用車で東京駅に向かうと、新幹線の改札口で専務と高梨さんに合流した。

「おや、今日は奥さまと上杉さんは？」

　専務に聞かれ、簡潔に答える。

「上杉はお父さんが倒れたようです。妻は体調が悪いので休ませました」

「そうですか。ふたりとも心配ですな」

　専務が少し重い表情で返せば、高梨さんも俺の目を見て同調するように言う。

「上杉さん、大変ですね。真理さんもすぐによくなるといいですけど」

「ええ」と相槌を打って、改札を通り、三人で新幹線に乗る。

　今回、高梨さんが同行することになったのは、上杉の話によると、経験を積ませるためらしい。

　新幹線の中では俺も専務もノートパソコンを広げて仕事をしていたが、高梨さんはというと、最初は真理が用意した今日のスケジュール表を眺め、その後はずっとスマホを弄っていた。

　大阪に到着し、そのまま葬儀に参列後は今夜泊まるホテルにチェックインする。しかし、そこでちょっとトラブルがあった。

「……嘘。でも、ふた部屋予約したはずなんです」

　高梨さんがフロント係と揉めていた。

　すかさず専務が「どうしたの？」と声をかけると、彼女が困惑した顔で答える。

「真理さんが専務と私の部屋を予約してくれたはずなんですが、ひと部屋しか予約がないみたいで……」

「すみません。空いてる部屋はありますか？」

　専務がフロントのスタッフに尋ねると、「あいにく今日は満室です」と返された。

　真理が手配ミスをするわけがない。ホテル側の手違いか？

　俺の泊まる部屋は上杉が手配してくれて、なんら問題がなかった。上杉の部屋がまだあればと思って確認したが、やはり彼の仕事が早くてすでにキャンセル済み。だったら……。

「専務が私の部屋に泊まって、専務の部屋を彼女に譲れば問題ないですよ。寝室がふたつありますから」

　専務に笑顔で解決策を提案する。

　もともと俺は真理と泊まる予定だったし、上杉が気を利かせてスイートルームを取っていたので、ベッドルームは余っている。

「すみません、副社長」

　専務が申し訳なさそうに謝ってきたので、「大丈夫ですよ。気にしないでください」と笑顔で返した。

「じゃあ、高梨さんは僕の部屋を使ってくれればいいよ。よかったね」

　専務がにっこりすると、高梨さんがちょっと表情を固くしながら礼を言う。

「あ、ありがとうございます」

　この反応……。ひょっとしたら、真理がいないから俺の部屋にでも泊まらせてもらえるとでも思ったのだろうか。

　真理と結婚して女性からのあからさまな誘いは減ったが、完全になくなったわけではない。いろいろ面倒なので、俺の勘違いであってほしい。

　荷物を部屋に置いて、ホテル内のレストランで夕食を食べ終えたら、店を出たところで高梨さんに声をかけられた。

「副社長、真理さんのことでお話があります。お時間いただけないでしょうか？」

　専務もいたから、真理の名前を出されてはダメとは言えない。

「わかった」と言葉少なく返事をし、高梨さんが話すのを待つが、彼女は俺のスーツの袖を掴んで声を潜めた。

「あの……ここでは言えない話なんです」

　その言葉を聞いて、少し警戒する。

「専務、すみません。先に戻っててもらえますか？」

「ええ」と専務が頷くと、高梨さんは「こちらに来てください」と、俺を人気のない非常階段の方へ連れていく。

「それで、話とは？」

　高梨さんと向き合って単刀直入に聞けば、彼女は上目遣いに俺を見て話し始める。

「真理さんから嫌がらせを受けています。彼女は……自分のミスを私のせいにして……。今日のホテルの件だって、きっと私を困らせようと……。多分、エレベーターの件で、悠さんが怪我をしたので、私のことを恨んでいるんだと思います」

　いや、真理はそんな嫌がらせをするような人間じゃない。それに『悠さん』と下の名前で呼ぶ許可など俺は与えてはいない。

　嫌悪感を抱いたが、顔には出さず、穏やかな態度で接した。

「君の気のせいだろう。彼女のことは僕が一番よく知っている」

　相手にせず部屋に戻ろうとしたら、彼女が抱きついてきた。

「待って！　私、副社長が好きなんです。抱いてください」

　正直うんざりしたけれど、冷静さを保って紳士的に対応する。

「自分を大事にした方がいい。こんなことをしても意味はない」

「ま、真理さんは、上杉さんと浮気してます！　他の男性社員にも色目を使って……」

　涙目で訴えてきたが、その言葉で俺の堪忍袋の緒がブチッと切れる。

「嘘をつくならもっと上手につくんだな」

　高梨さんの手を外し、彼女を見据えて冷ややかに言い放った。

　怒りに満ちた声になってしまったのは、仕方がないと思う。真理を悪く言う彼女が許せなかった。相手が親父の知人の令嬢だろうが、そんなことは知ったことか。

「う、嘘じゃないです！　彼女はあなたを騙して……!?」

　俺の豹変ぶりに彼女は少し驚いていたが、気にせずギロッと睨みつける。

「それ以上妻を侮辱するような発言をすれば、いくら父の知人の娘だろうが容赦しないぞ」

「ゆ、悠さん……？」

　俺の脅し文句を聞いても、彼女はなお俺の腕に触れようとしてきたので、パシッと振り払った。その声を聞くだけでも腹立たしい。

　彼女を置いてさっさと部屋に戻ると、ドアを開けたところで真理に電話をかけた。

　時刻は午後九時過ぎ。

《はい？　悠さん、どうしました？》

　スマホを見ていたのか、真理がすぐに電話に出る。

「真理が気になったから電話した。夕飯はちゃんと食べたのか？」

《ちゃ、ちゃんと食べましたよ》

　声が上ずってる。本当に食べたか怪しいな。

「なに食べた？」

《え？　えーと、お昼の残り物です。ご飯と……煮物とお漬物》

　言葉がスラスラ出てこないということは、まだ食べていないということだろう。

「しっかり食べろ。あと、明日も体調が悪かったら休めよ」

　彼女ならたとえ熱があっても出勤する可能性があるので、念のために釘を刺しておく。

《大丈夫です。悠さんは今ホテルですか？》

「ああ。夕食終えてこれから部屋でゆっくりするところだ」

　そんな言葉を返せば、彼女が咎めるように言う。

《ゆっくりお仕事するんでしょう？　ちゃんと寝てください》

　いつも書斎で時間を忘れて仕事をしているので、午前二時を過ぎると彼女に注意される。

　この口ぶりだと、朝よりはいくぶん元気になったのかもしれない。

「努力する」

　曖昧な返事をすると、怒られた。

《午前一時までには寝てくださいよ》

「わかった。真理もちゃんと食べろよ。じゃあ、おやすみ」

　怒った声さえも、耳に心地よい。

　できればずっとそのまま通話を続けていたかったが、真理の体調も考えて電話を切ろうとしたら、彼女が焦ったように俺の名を呼ぶ。

《あっ、悠さん……》

「どうした？」

　なにか言い忘れたことがあるのかと思ったけど、そうではなかった。

《な、なんでもないです。ちょっと電話を切るのが寂しくなっちゃって……。ごめんなさい。悠さん、忙しいのに》

　少し元気がない彼女を励ますように、優しく言葉をかける。

「謝ることない。明日帰るよ」

《はい。おやすみなさい》

　顔を見なくても、声を聞くだけで真理が笑って言っているのはわかったが、やはり本人に会いたかった。

「おやすみ」と返して、しばしスマホを見つめてから通話を終わらせた。

　プツッという音と共に、彼女と繋がっていた世界が切れる。すると、リビングから専務が出てきた。

「電話の相手は奥さまですか？」

　専務の姿を見て、ハッとする。そういえば、専務がいたんだったな。

「すみません。うるさかったですね。ちょっと彼女の体調が気になったもので。でも、元気そうにしていました」

　電話のことを詫びて苦笑する俺に、専務が穏やかな目で微笑む。

「それはよかった。それに、副社長が彼女を大事にしてらっしゃるので、なんだかホッとしました」

　真理をかわいがっていた専務としては、彼女が俺と突然結婚して心配だったはず。

「大事にというか、ただただ心配なんですよ」

「副社長、それを大事って言うんですよ」

　とても温かい眼差しで専務に言われ、一瞬言葉を失った。

　大事……。

「そうですね」

　笑顔で認めると、彼はどこか満足そうな顔をして自分の寝室に向かう。

　まだまだ専務には敵わないな。俺の心の中を見透かされているような気がする。

　普段は穏やかだが、万が一真理を不幸にしたら、彼女を気に入っているうちの親族よりも激昂しそうだ。まあ、不幸にする気はないが。

　真理がいないと、俺が生きていけないと最近思う。

　電話を切りたくなかったのは俺も同じだ。

　早く彼女がいる家に帰りたい――。










彼にも、誰にも言えない




「上杉さんのお父さま、軽度の貧血で済んでよかったわよね」

　薫さんの言葉に笑顔で相槌を打つ。

「ホントよかったです。上杉さんももう一日くらい休んでもよかったのに」

　上杉さんは自分の身を仕事に捧げているような気がする。

「真理ちゃんがそれ言う？　今日もちょっと顔色悪いわよ。食欲もないみたいだし」

　薫さんが私のパスタの皿を見て、少し咎めるように言う。

　今、私は薫さんに誘われて、会社近くのイタリアンでランチをしていた。ちなみに由美は小春ちゃんの来客準備の手伝いで、お昼は遅れてとるらしい。

　昨日は悠さんの命令もあって渋々会社を休んだけれど、今日はいつも通り出勤した。

　体調はちょっと熱っぽくて万全とは言えないが、ただでさえ引き継ぎで忙しいのだから、二日も休んでいられない。家で寝てても気が休まらないし、働いていた方が体調がいいはず。

　出勤してみれば、薫さんから上杉さんはお父さまが倒れたとかで、出張に同行しなかったと聞いてビックリした。

　昨日電話してきた時、悠さんは上杉さんのことはなにも言わなかった。

　多分、私に心配をかけないためだろう。

　上杉さんがいないと知っていたら、昨日這ってでも大阪に行ったのに。

　副社長と専務の出張の同行秘書が見習い中の高梨さんひとりだったなんて、ショックを隠せなかった。

　高梨さんにはいろいろ悩まされている。お嬢さま育ちだし、私より年上とあって扱いが難しい。ＡＹＮ商事で働く前は父親の秘書として働いていたと聞いているが、一般常識がないように思える。

　メールも私に確認なく重要な取引先に送ってしまったり、お願いしていた処理もやらずに爪を磨いていたりして、溜め息の連続。

　私の教え方が悪いのだろうか。

　何度教えても同じことを聞かれ、また同じミスを繰り返すものだから、最近説明するのも億劫になって、彼女に振る仕事が減ったような気がする。

　みんなが薫さんや由美みたいになんでもできるわけじゃない。少しずつ仕事を覚える子だっている。もっと長い目で高梨さんを見てあげなきゃいけないのに、イライラしている自分がいるのだ。こんな自分……嫌なのに。

　私が休んで高梨さんも不安だったかもしれない。

　高梨さん、大丈夫だっただろうか？　なにかミスをしていたら……？

　考えただけでも頭痛がするけど、悠さんと専務なら、なにかあってもうまく対処してくれるだろう。

　専務と高梨さんは午後一時頃戻る予定だ。でも、悠さんは会合があって三時過ぎになるらしい。忙しいのに、悠さんは今朝も【体調はどうだ？　無理するなよ】とメッセージをくれた。

　結婚してわかったが、彼は人に見せている姿よりも、愛情深い人だって思う。

　会社での紳士的な顔しか知らなかった時は、優しいイメージはあっても、どこか他人行儀な感じがした。

　今は私にとってもあったかい。こんなに優しい人を私は知らない――。

　困ったことに彼と結婚してから、これは本物の結婚なんじゃないかって錯覚に陥る。

　契約結婚なのにね。まさか彼を本気で好きになるなんて思わなかった。

　だけど私の思いは彼の邪魔になるだけ。だから、好きとは言えない。

　彼だって私が好きだから抱いたわけではないだろう。

　成人男性なら性欲は誰でもある。だから、たまたまそばにいた私を抱いただけ。

　頭でわかってはいても、彼が私のことを本当に愛してくれたらと望む自分がいる。

　おじいちゃんを助けてくれて満足すべきなのに、その上さらに彼に愛されたいなんておこがましいよね。

　多分、体調が悪いのは、私の心の問題。悠さんへの気持ちを隠し続けるのが難しくなってきているのだ。もともとポーカーフェイスは得意じゃない。

「真理ちゃん？」

　薫さんが心配そうに私の顔を覗き込んできて、ハッと我に返る。

「は、はい。すみません。それはちょっと胃の調子が悪いみたいで」

　大好きなナスとベーコンのトマトソースパスタなのに、全然食欲がない。

　苦笑いしながら答える私を見て、薫さんがためらいがちに言う。

「ねえ、真理ちゃん……それ悪阻つわりじゃない？　ひょっとして妊娠してるんじゃないの？」

「え？」

　妊娠……。

　その言葉を聞いて、フリーズした。

「姉が妊娠した時、真理ちゃんと同じような様子だったの」

　目を見開いたままなにも言葉を返せずにいると、彼女は続けた。

　悠さんと結ばれたあの夜、彼は避妊をしてくれたはず。でも、百パーセント避妊できるわけではない。

　彼は今だけは私の夫だけど、いずれ私たちは離婚する。その後、彼が誰かを選んで結婚する可能性は充分あるのだ。もし私が本当に妊娠していたら、困ったことになる。

　そういえば、今月……生理来ていない。

　妊娠してるの？　食欲がないのも悪阻のせい？

　そう考えて、身体が一気に冷えていくのを感じた。

「まだ結婚したばかりですよ。そ、そんなことないですよ」

　妊娠はマズい。悠さんにとって私は仮かり初そめの妻なのに――。

　激しく動揺しながら否定する私を見て、彼女が気遣わしげに声をかけてくる。

「真理ちゃん、顔色悪いわ。なにか悩んでる？　最近、つらそうな顔で副社長を見てる時があるわよね？」

　そんなに顔に出ていたのだろうか。

　だけど、悠さんと契約結婚したなんて、薫さんには絶対に言えない。

「な、悩んでなんかいませんよ」

　悠さんとの本当の関係がバレてはいけない。

　必死に隠そうとしても声がうまく出せない私に、薫さんが優しい眼差しを向けてきた。

「ねえ真理ちゃん、病院には行った方がいいわ。それでもし妊娠していたら、副社長にちゃんと言うのよ」

　私の手をそっと握り、深く追及はせず、大事なことだけ彼女は伝えてくる。

「薫さん……」

　言わなくても、私が悠さんとの関係に悩んでいることを察しているのかもしれない。

「副社長、いつも真理ちゃんを見てる。きっと真理ちゃんが大事なのよ。副社長だけじゃないわ。私にとっても由美ちゃんにとってもね」

　その言葉で少し元気が出たような気がした。

「……薫さん、ありがとう」

　逃げるわけにはいかない。しっかり現実と向き合わなきゃ。

　心が少し落ち着いてきて笑ってみせたら、薫さんがちょっとホッとした顔をする。

「やっぱり真理ちゃんには笑顔が似合うわ」

　それから店を出て会社に戻ろうとしたら、目の前に牧瀬さんがいて驚いた。

「よお、嬢ちゃん、元気か……って顔色悪いな」

　今日も牧瀬さんはスーツ姿だった。

「牧瀬さん……。薫さん、先に行っててくれますか？」

　薫さんに目を向けると、彼女はコクッと頷いてこの場を去っていく。

「牧瀬さんはお仕事ですか？」

　縁があるのか、彼にはちょくちょく会う気がする。

「ああ。そこのホテルで取引先の社長とランチしてた。綾小路とはうまくやってるのか？　あいつは優しくしてくれるか？」

　牧瀬さんの質問に少し考え、苦笑いしながら答える。

「……優しすぎて困るくらいです」

　冷たくしてくれたら、勘違いせずにビジネスだって割り切れたのにな。

「優しすぎて困るか。惚のろ気けに聞こえないのはなぜなんだろうな？」

　私の心の闇を見透かすように牧瀬さんがじっと見つめてきたので、思わず視線を逸らした。

「新婚ほやほやじゃないので、惚気たりなんかしませんよ」

「まだまだ新婚なのに、なに言ってんだか。だが、すっかり恋する女の顔になってんな」

　悠さんには聞かれたくない言葉だ。

「ま、牧瀬さん、からかわないでください」

　思わず耳を塞いで抗議すると、彼はそんな私に温かい目で告げる。

「ひとつ教えてやろう。あいつはどうでもいい女なんかに優しくしない。最初結婚の話を聞いた時は偽装じゃないかって疑ったが、嬢ちゃん愛されてるんだな」

「愛されてる……？」

　本当にそうだったらどんなにいいだろう。でも、私は大事にはされていても、彼に愛されてはいない。

　だって、彼に『好きだ』とも『愛してる』とも言われていないもの。

　彼は心に深い傷を負っていて、女性を本気で好きになることはない。

　永遠に――。

「もっと甘えてみろよ」

　牧瀬さんは温かい目で微笑し、私の頭をポンと軽く叩いて去っていく。

　しばしその場に突っ立っていたら、今度は高梨さんに声をかけられた。

「あっ、真理さん、もうランチの時間過ぎてますよ」

「高梨さん？　ご、ごめん。もう大阪から戻ってきたんだね。今からお昼？」

　高梨さんが私に手を振りながら近づいてきて、とっさに笑顔を作った。

「はい。無事に出張を終えたご褒美にホテルでランチしてこようと」

　出張はうまくいったのか、どこか上機嫌の高梨さんを優しく労う。

「ご苦労さま。上杉さんもいなくて大変だったでしょう？　急に休んじゃってごめんね」

「私にとっては悠さんと出張できて役得でしたから。一緒に素敵な夜を過ごしたんですよ」

　どこか思わせぶりな口調で『悠さん』と呼ぶのが気になったが、顔には出さず、掘り下げて聞く。

「豪華なレストランで食事でもしたの？」

「いいえ、違います。これ見てください」

　高梨さんがポケットからスマホを出して、私に見せる。

　そこには悠さんがバスローブ姿でベッドにいる写真が映し出されていて……。

「悠さんってホント情熱的。朝まで寝かせてくれなくって……」

　彼女はまだ喋り続けていたけれど、ショックで全然頭に入ってこなかった。

　悠さんが朝まで寝かせてくれなかった？

　う……そ。悠さんが……私以外の女性を抱いたというの？　女嫌いなのに？

　でも、あの写真を見てしまっては、高梨さんに強く否定できなかった。

「真理さんには悪いですけど、悠さんは私がもらいますね。悠さん言ってましたよ。やっぱり妻は庶民じゃダメだって。私のような令嬢じゃないと、話をしていても退屈だって」

　ゆっくりと口角を上げてほくそ笑む彼女が、悪魔に見えた。

　そんなの嘘！と言いたいのに、声にならない。まるで声を失った人魚姫のようだ。

　激しい頭痛に襲われ、目の前が真っ暗になる。

　私は……もう悠さんにとって不要ってこと？

　いつかその日が来ると覚悟はしていた。でも、契約期間の三年間は安泰だって思っていた。こんなに早くその日が来るなんて……。

　もし、私が本当に妊娠してたら……？

　悠さんには言えない。だって、もう私はいらないんだもの。

　私……どうしたらいい？

　問いかけても答えなんて出てこない。地面までぐらぐら揺れてきているような気がする。

「気持ち悪い……」

　もう……会社に戻らなきゃ……。

　でも、視界は真っ暗で、自分でもどこを歩いているのかわからなかった。

　どうしてしまったのだろう。悠さんのことがショックで私の感覚がおかしくなっているの？

　チャリンチャリンと自転車のベルの音が聞こえると同時に、なぜか牧瀬さんの声もした。

「嬢ちゃん！」

　彼が叫ぶのを初めて聞いた気がする。

　なに？

　そう思って振り返った瞬間、ドンと身体に衝撃が走り、私はそのまま意識を失った――。










俺の名前を呼んでくれ　―　悠side




「親父さんはよかったのか？」

　会合が終わり、社用車で会社へ向かう。

　今日は大阪から戻り、上杉と東京駅の改札で合流して、霞かすみが関せきでの会合に出席した。

「ええ。駆けつけてみれば、ただの貧血で拍子抜けしましたよ。ご迷惑おかけしてすみません」

　軽く頭を下げる上杉に、優しく言葉を返す。

「いいや。大事じゃなくてよかったな」

「真理さんもお休みで大丈夫でしたか？」

　昨日上杉には言わなかったが、他の秘書から話を聞いたのだろう。

「仕事の面は大丈夫だったが、夜に高梨さんに迫られた。真理がお前と浮気してると嘘を言い出してな」

「それはとんでもない嘘ですね。私の教育が行き届かず、副社長にまでご迷惑をおかけしてすみません」

「別に上杉のせいじゃない。もう彼女は社長と会長がなんと言おうと異動させる」

　俺が素を見せても、彼女は引かなかった。すごい執着心だ。

　昨夜の言動からすると、真理の足の怪我も故意によるものじゃないかと思えてくる。エレベーターの件だってそう。彼女は危険人物だ。秘書室には置いておけない。

「わかりました。仕事のミスはあっても、副社長に絡むことはなかったので様子を見ていましたが、すぐに異動させた方が正解でしょう。彼女にはやる気を感じない」

　上杉にしては厳しい意見だが、当然だと思う。

「今日は真理の様子はどうだった？」

　九時過ぎに彼女に【体調はどうだ？　無理するなよ】とメッセージを送ると、すぐに返事が来た。

【大丈夫ですよ。普通に会社で仕事しています】

　絵文字つきだったけれど、無理して出勤しているような気がする。

「まだ本調子ではない様子でした。月城さんに真理さんのことを頼んでいるので、なにかあればフォローしてくれるでしょう」

　上杉の報告を聞いて、思わず溜め息が出た。

　あの頑固者。大人しく休んでいればいいものを。

「感謝する。彼女は絶対に無理をするからな」

　上杉に礼を言ったその時、ポケットに入れておいたスマホがブルブルと震えた。

　スマホを取り出してみると、牧瀬さんからの着信。

　日本に帰国してから彼が俺に電話してくるなんて初めてだ。一体なんの用でかけてきたのか？

　しばしスマホをじっと見ていたが、ハーッと軽く息を吐いて電話に出る。

「今忙しいんだが」

　どうせくだらない話だと思ったら違った。

《嬢ちゃんが事故に遭った。今お前の会社近くの大学病院にいる。すぐに来い！》

　真理が事故に遭った？

《おい綾小路、聞いてるか？》

　一瞬目の前が真っ暗になったが、牧瀬さんの声で我に返り、すぐに返事をする。

「聞いてる。すぐに向かう。真理は無事なのか？」

《今、ＥＲにいる。救急搬送された時、意識はなかった。……あっ、お前の弟が来た。ちょっと切るぞ》

　ブチッといきなり電話を切られ、ますます混乱する。

「運転手さん、すぐに大学病院に向かってください。上杉、今日の予定はすべてキャンセルしてくれ。真理が事故に遭ったらしい」

　気をしっかりと持って指示を出すと、ふたりは言葉少なく返事をする。

「「わかりました」」

　車の中で牧瀬さんの言葉を反芻する。

　事故に遭った……。それってどういう事故だったのか。

　それに……救急搬送された時、意識がなかった？　頭でも打ったのだろうか？　いや、他にもどこか怪我をしたのでは？　今も意識はないのだろうか？

　状況がまったくわからないだけに、気が変になりそうだった。

　どうか……どうか無事でいてくれ。

　俺はまだ彼女に愛してると伝えていないんだ。

　手を組んで、何度も何度も祈る。

　病院に着くと、俺だけ車を降りた。

「上杉は会社に戻って、役員たちに事情を説明してくれ」

　俺の言葉に上杉が「はい」と頷く。

　ひとり病院に入り、受付で真理のことを尋ねたら、処置を終えて病室にいると告げられた。

　走って病室に行くと、ドアに【綾小路真理】というプレートがあり、なりふり構わずドアを開けて中に入る。

　十二畳くらいの個室。奥にベッドがあって、その脇に牧瀬さんと涼が立っている。

　真理は酸素マスクをつけられた状態でベッドに横たわっていた。

「真理！」

　彼女の名前を呼んでベッドに近づくけど、目を覚ます様子はない。顔に少し擦り傷はあるが、骨折などの外傷はなさそうだった。

「真理はどんな状態なんだ？」

　涼の両腕を強く掴んで問うと、沈痛な面持ちで返された。

「まだ意識が戻らないんだ。猛スピードの自転車とぶつかって転倒したらしいけど、植え込みがクッションになったみたいで怪我はないよ。おそらく脳のう震しん盪とうだろうが……、いつ目覚めるかわからない。……ごめん」

　涼の説明を聞いて愕然とする。

「いつ目覚めるかわからない？」

　嘘だ……。昨日は俺の顔を見てちゃんと会話をしていたし、今日だって俺とＬＩＮＥのやり取りをしたのに……。

「数分で意識が戻るケースもあれば、数週間かかるものもある。今のところ、脳出血はしていない」

　医者らしく落ち着いた口調で涼は続けるが、俺は動揺せずにはいられなかった。

　なんだか悪夢を見ているような気がする。だが、これは現実なんだ。

　やりきれない思いで「そうか」と短く返すと、ベッドにいる真理を見据えて呟いた。

「どうしてこんなことになった？」

　誰に聞いたわけでもないが、牧瀬さんが俺の質問に答える。

「高梨ビールの社長令嬢となにやら話してた。社長令嬢が『悠さんは私がもらいますね』って、嬢ちゃんに言い放つのを耳にしたその直後だ。嬢ちゃんが自転車とぶつかったのは。俺もどうすることもできなかった」

　高梨さんの名前が出てきて、沸々と怒りが込み上げてきた。彼女は直接事故には関係していないかもしれないが、真理に少なからず動揺を与えたはず。

「あんたはどうして現場にいたんだ？」

「たまたまお前の会社の近くで嬢ちゃんと会ってな。一度別れたんだが、結婚祝いを渡すのを忘れてて……戻ったら、そこで事故が起こった」

　牧瀬さんがスーツの内ポケットから白い封筒を出して俺に手渡すと、話を続けた。

「事故に遭う直前、嬢ちゃんはどこかボーッとして生気のない顔をしてた」

「……救急車もあんたが呼んでくれたんだな。真理についててくれてありがとう」

　牧瀬さんに礼を言うと、ポンと肩を叩かれた。

「俺はもう行く。嬢ちゃんは強い。必ず目を覚ますはずだ」

「わかってる」と俺が返事をすると、彼は静かに病室を後にする。そのタイミングを見計らっていたのか、涼がまた話を続けた。

「……悠、知ってた？　真理さん妊娠してる」

　その言葉に驚くと同時に、最近の彼女の身体の不調は妊娠によるものだったのかと納得もした。

「いや……初めて知った。お腹の子は無事なのか？」

　頭の中がごちゃごちゃのまま確認すると、涼は俺を安心させるように言う。

「今のところ異常はないよ」

「……よかった」

　涼の返答を聞いてひとまず安堵し、真理をじっと見つめていると、「俺も医局に戻るよ」と彼に背中を優しく叩かれた。

　しっかりしなくては。真理のお腹の中には俺と彼女の子だっているんだ。

　自分に言い聞かせながら、弟に「ああ」と頷く。

　涼が病室を出ていくと、ベッド脇の椅子に座り、彼女の手を握った。

　その手が温かくて少しホッとする。

「早く……早く目覚めてくれ」

　声をかけるが、彼女は反応しない。

　俺の声は届いていないのだろうか？　このまま目を開けず死んでしまったら……。

　そんな不安が押し寄せてくる。

「俺を……俺を残して死ぬなんて絶対に許さない」

　感情が乱れて、声が震えた。それは懇願に近い命令――。

「愛しているんだ。誰よりも」

　自分の気持ちをやっと伝えると、布団の上から彼女の腹部に触れた。平らなそのお腹に赤ちゃんがいるようには思えない。それでも触れずにはいられなかった。

　ここに、俺と真理の赤ちゃんがいる。

　初めて結ばれたあの夜にできた子供――。

　真理も、子供も絶対に死なせない。

「お腹に子供だっている。生まれたら、三人で幸せに暮らそう」

　彼女が赤ちゃんをあやす様子が脳裏に浮かぶ。その姿を俺は見たいんだ。

「頼むから……目を開けて俺を見ろ」

　彼女に言っても、俺の声が虚しく部屋に響くだけ。

「頼む……」

　彼女のようないい子がどうして事故に遭わなければならないのか。

　今目の前に高梨がいたら、罵倒していたかもしれない。もうさん付けできないくらい彼女への怒りが収まらなかった。

　高梨がいなければ、真理は事故に遭わなかったかもしれない。何度か危ない目に遭ったのに、高梨を遠ざけなかった俺にも責任がある。エレベーターの一件の時に、なにか理由をつけて辞めさせていれば……。

　後悔で頭がいっぱいだった。

　それから担当医師からも説明を受け、上杉に連絡を入れる。

　あっという間に時間が過ぎて、午後八時過ぎに上杉が現れた。

「彼女の様子はどうですか？」

「……まだ意識が戻らない」

　上杉には目を向けず、真理を見つめたまま答える。

「そうですか。夕飯まだですよね？　どこかに食べに行きましょう」

　彼が俺を気遣って誘ってきたけど、断った。

「行かない。食事をしている間に彼女が目を覚ますかもしれない」

　誰もいない病室で目覚めたら、きっと彼女は混乱する。

「少し抜けるだけです。看護師にもお願いしておきますから、食事に行きましょう。あなたまで倒れたらどうするんですか？」

　上杉に諭すように言われ、渋々従う。

「……わかった」

　本当は真理から離れたくないが仕方がない。倒れてしまっては彼女についていられないから。

　上杉に連れ出され、病院近くのファミレスで食事をする。

　軽く麺類を食べようとしたら、彼がタッチパネルを操作して勝手にステーキ定食を二人前頼んだ。

「食欲がないのに、そんな重いもの頼むな」

　溜め息混じりに文句を言えば、上杉はギロッと俺を睨みつける。

「真理さんのためにしっかり食べてください」

　彼女のためと言われては、もう反論できなかった。

　食事をしながら仕事の話をする。それで少し気が紛れたが、肉の味などわからなかった。

「……彼女が大事なんですね。今は心から愛しているのでしょう？」

　不意に上杉がそんな言葉を口にする。

「ああ」と否定せずに静かな声で認める俺をじっと見て、彼は少し笑った。

「私があなたと真理さんの契約結婚を受け入れたのは、あなたが結婚前から彼女を気にかけていたからですよ。Ｓカードのコンシェルジュにたいそうご執心でしたし」

　そういえば、真理のバイトの話をすると、上杉は結婚に反対しなくなったな。

「もう彼女には自分の気持ちを伝えたんですか？」

　彼に聞かれ、「……まだだ」と答え、ギュッと唇を噛んだ。

「だったら、彼女が起きたら伝えてあげてください。きっとすぐに目覚めますよ」

　上杉なりの俺へのエールなのだろう。暗くなった心の中に光が見えたような気がする。

「ああ。ありがとう」

　彼の目を見て、小さく微笑みながら礼を言った。

　食事を終えると、病院の前で上杉と別れ、真理の病室に戻る。

　今日家に帰る気はなかった。再び椅子に座り、彼女の手を握って声をかける。

「いつまで寝てるんだ？　もう夜だぞ」

　いつもなら、『え？　嘘？』と叫びながら、飛び起きる。

　しかし、しばらく待っても返事はなく、落胆した。

　なぜ起きない？

「戻ってこい。子供だってお腹にいるんだぞ」

　まだ生まれてもいない赤ちゃんの力を借りてでも、彼女を目覚めさせたかった。

　真理は妊娠のことを知っていたのだろうか？

　たまにつらそうな顔をする時があって、気にはなっていた。

　だが、最近は忙しくて病院に行く時間もなかったはず。それにもし彼女が知っていたとしたら、俺も気づいたかもしれない。

　ああ……わからない。

　頭に手をやり、ぐしゃっと髪をかき上げる。いつものように冷静に物事を考えられなかった。

「真理、目を開けて俺を見ろよ」

　お前の声が聞きたい――。




「真理さん、今日はね、萌の学校で運動会があったんだあ。リレーのアンカーだったんだけど、ひとり抜いて勝ったよ」

　萌が真理に笑顔で報告するのを横で聞きながら、小さく微笑んだ。

　真理が入院してから一週間経ったが、彼女の意識はまだ戻らない。

　俺の家族や秘書室の面々も見舞いに来てくれたけれど、彼女は眠ったまま。

　おじいさんには病気のこともあって、真理の事故のことは伝えていない。

「萌、足速かったんだな」

　俺のコメントを聞いて、彼女は自慢げに言う。

「運動神経のいいお兄ちゃんたちの血を引いてるんだもん。中学に入ったら何部に入るか迷っちゃう。テニスもいいし、弓道もカッコいいよね」

　悩ましげな顔をする萌につっこんだ。

「その前に中学受験だろ？」

「うん。今、毎日塾に通ってる。お正月も塾の合宿だよ。今日は息抜き」

「最近の受験生は大変だな」

　俺の学校はエスカレータ式で幼稚舎から大学まであったし、テストがあってもあまり勉強した記憶がない。

「まあね。でも、頑張って合格するよ。真理さんだって今頑張ってるもの」

「萌なら絶対に合格する」

「ふふっ。悠兄が言うなら間違いないね。……そろそろ私帰るよ。迎えが来るし。真理さん、早く起きてね。でないと、悠兄泣いちゃうから」

　萌は真理の手を最後にギュッと握ると、茶目っ気たっぷりに言って、病室を出ていった。

　元気な萌が見舞いに来てくれて、少し気分が明るくなった気がする。

　椅子に座り、いつものように真理の手を握った。

「真理は受験生の時、どうだった？」

　学生時代の話はあまり彼女から聞いたことがない。留学生と仲がよくて英語が話せるようになったという話くらいだ。小さい時の話も家族を亡くしたことを思い出すのか、彼女はおじいさんの話しかしない。

「真理のことだから必死に頑張ったんだろうな」

　おじいさんに心配をかけないよう毎晩遅くまで勉強していた姿が目に浮かぶ。

　彼女の声が聞きたくてたまらない。

　涙は出ないが、日々感情を削られていく気がする。

「悠、たまには家に帰って寝たら？」

　病室に涼がふらりとやってきて、ハッとした。

「帰っても寝られない。ここにいる方がいい」

　彼女のそばにいたい。大事だから……離れたくないんだ。

　真理の手を握ったまま答えると、涼が優しい声で告げる。

「……そばにいたいんだね。せめてベッドを使いなよ」

　真理が入院してからずっと俺もこの病室で夜を明かしている。家には着替えを取りに戻った程度。持ち帰った仕事もここでしている。

　涼が俺を気遣って簡易ベッドを真理のベッドの横に置いてくれたのだが、そこで寝たことはない。椅子に座ったまま朝が来て、上杉が俺の朝食を持って迎えに来るのだ。

　そして、普段通り仕事をして、この病室に戻ってくる。

「ああ」と返事をしたものの、多分今日もベッドは使わないと思った。

「あっ、そうだ。頼まれてた爪切り、ここに置いておくから」

　涼が白衣から爪切りを出してベッドのサイドテーブルに置いたので、礼を言う。

「サンキュ」

「ちゃんと寝てよ。じゃあ」

　俺の肩をポンと叩いて、涼は病室を後にする。

「お前がずっと寝てるから、爪が伸びてしまったじゃないか」

　真理にそう話しかけながら、爪切りを手に取った。

　もう自分の手よりもよく知っている彼女の手。慰労会で初めて彼女の手相を見た時より、玉の輿線は濃くなっている。

「人の爪を切るのは初めてなんだ。不格好になっても文句は言うなよ」

　真理の手を掴んで爪を切っていると、彼女の指が微かに動いたような気がした。

「……真理？」

　刺激に反応している？　だが、目を開ける様子はない。気のせいか？

　続けて爪を切りながら彼女に話しかける。

「覚えているか？　俺がお前に初めてキスした日のこと」

　今でも鮮明に記憶している。あの時、俺と上杉の会話を聞いてしまった真理にキスをした。本性がバレてしまったし、俺の地位や金、顔に群がってくる女たちへの苛立ちもあって、衝動的にしたのだと自分では思っていた。だが今考えると、それは違う。

「俺は自分が怖かったんだ。真理が自分が知ってる女性とは違っていたから」

　仕事態度は真面目で、誰にでも優しく接する。それにコンシェルジュの女性に声が似ていたこともあって、真理のことは気になっていた。

「エレベーターで真理と密着状態になっても嫌な気分にはならなかったし、守らなければ……と思ったのは真理が初めてだった」

　そう。彼女に惹ひかれる自分が怖かった。

「そもそも嫌いと思っている相手だったら、キスなんてしなかった。女は嫌いだ。だが、真理は別だった」

　今彼女がこんな状態になって悟る俺は、なんて馬鹿なんだろう。

「早く目覚めて、俺を見てくれ。どうしたら目覚めてくれる？」

　物心ついた時から泣いたことなんてなかったのに、涙が込み上げてくる。

「誰よりも……愛してるんだ」

　涙がポタッとこぼれて、真理の頬に落ちた。

　もっと早く伝えるべきだった。俺は本当に……馬鹿だ。

「頼むから、目を覚ましてくれ」

　真理の手を俺の頬に添え、ギュッと目を閉じて懇願する。

「……俺の名前を呼んでくれ」

　嗚お咽えつを漏らしながら頼むと、頬に添えた真理の手がピクッと動いた。

「……ゆ……う……さん？」

　幻聴？

　真理の声がして、ハッとして目を開けた。

「……真理？」

　彼女の漆黒の瞳が俺を見つめている。

「悠さん……泣いてるの？」

「真理……よかった」

　彼女が目覚めて、それまで灰色に感じていた世界が急に色鮮やかに見える。

　真理を見つめ返し、喜びを噛みしめながら彼女の手を俺の頬に押し当てた。










私が彼を幸せにします




「早く目覚めて、俺を見てくれ。どうしたら目覚めてくれる？」

　暗く、冷たい闇の中で、悠さんの声がした。

　心が深く傷ついて、なにも感じなくなっていたのに、その悲痛な声を聞いて胸が苦しくなる。

　これは夢なのだろうか？　悠さんのこんな声、聞いたことがない。

　そもそも私は彼にとって大事な存在ではないはず。所詮、私は彼の契約妻。

　夢なのだ……と思って深い闇に沈もうとするも、また彼の声がする。

「誰よりも……愛してるんだ」

　悠さんの声と共に、水滴のようなものがポタッと私の頬に落ちた。

　闇の中に光が差し込む。

　それは私がずっと聞きたかった言葉。だから私の妄想かもしれない。

「頼むから、目を覚ましてくれ」

　続けて聞こえてくる彼の声に、ピクリと身体が動く。

「……ゆ……う……さん？」

　たとえ私の妄想だとしても、泣いている彼をそのままにしておけない。

　パッと目を開けたら、悠さんがいた。彼の頬は涙で濡れている。

「……真理？」

　驚いた様子で目を開ける彼と、目が合った。

「悠さん……泣いてるの？」

　そう問いかけるけど、彼は私の質問には答えず、涙を流しながら私の手を自分の頬に押し当てる。

「真理……よかった」

「ここは……？」

　どうして悠さんが泣いているのか状況がよくわからないし、ここは彼のマンションでもない。

「おじいさんが入院している大学病院だ。事故に遭って、一週間眠り続けていた」

　悠さんの説明を聞いて、驚かずにはいられなかった。

「……一週間も？」

　そういえば……自転車のベルが鳴って、なにかがドンとぶつかったような気がした。あれは……牧瀬さんと会って、高梨さんと話した直後……。そうだ。高梨さんが悠さんと夜一緒に過ごしたって言ってきて……。

　またあの時の絶望が蘇ってくる。

「もう……目覚めないかと思った」

　悠さんがリモコンを操作してベッドを起こし、私をそっと抱きしめた。とても安心した声で言うものだから、戸惑いを感じながら彼の胸に手を当てて言い返す。

「ふたりしかいないんですから……演技なんてしなくていいんですよ」

「演技？　どうしてそんなことを言う？」

　ハッとした表情で聞き返す彼に、ちょっと責めるような口調で問いかける。

「だって……私は本当の意味での奥さんじゃないもの。……高梨さんと結婚したいんじゃないですか？」

　悠さんが認めるのは怖かったが、聞かずにはいられなかった。

　彼は女嫌いだけど、私と結婚してそれを克服したかもしれない。だとしたら、庶民の私なんかより、お嬢様の彼女の方が話が合うはずだし、家柄からいってもお似合いだろう。

　私の言葉に、彼は急に表情を硬くする。

「高梨になにを言われた？」

　高梨……？

　彼女を呼び捨てにすることに違和感を覚えた。

「……大阪出張中、悠さんと夜一緒に過ごしたって……。彼女に写真だって見せられました。悠さんがバスローブ姿でベッドにいる写真を……」

　口にするのも嫌だったが、彼の目がしっかりと私を捕らえて離さない。言うまで諦めないような気がした。

「写真？　そんな写真撮られた覚えはない。彼女は嘘をついている。俺の部屋に泊まったのは専務だ。信じられないなら、専務に聞くといい」

　彼の声が脳に直接響く。

「え……専務と？」

　悠さんのその回答は予想していなかったので、頭が真っ白になった。

「高梨の話は嘘だ。大阪出張の夜、確かに彼女に誘われたが、きっぱりと断った。高梨が見せた写真はきっと加工したものだ」

　彼の目には一点の曇りもない。それは嘘は言っていないということ。それでも確認してしまう。

「本当に？」

「本当だ。愛する妻がいるのに、他の女を相手にするわけがないだろ？」

　優しい眼差しを私に注ぎながら、悠さんが私の頬を撫でる。その手はとても温かかった。

「愛する妻って……演技じゃなくて……？」

　希望の光が心の中に見えてくる。

　彼は本当に私を愛してるの？　私の妄想でも夢でもなくて？

「演技で俺が女を抱くと思うか？」

　とびきり甘い目で微笑む彼に、「いいえ」と首を左右に振って答える。

　彼は……私をとても優しく抱いてくれた。身体が蕩けそうなほど甘く……。

　あれは……演技ではない。

「愛しているんだ。お前を」

　真しん摯しな目で告げられ、涙がこぼれてくる。

「私も……愛してる」

「とっくに知ってる。でも、ずっと真理が自分の口で言うのを聞きたかった」

　嬉しそうに微笑むと、彼は顔を近づけて、私に口づける。

　唇が触れ合った瞬間、身体の中に彼の私への思いが流れ込んできた。

　誰よりも愛している――。

　彼の思いを知って、身体で彼の思いを感じて、私の心が彼の愛で満たされていく。

「順番が間違ってたな。身体を重ねる前に、俺からちゃんと愛してるって告白すべきだった。……そしたら真理が事故に遭うこともなかったかもしれない。ごめん」

　少し暗い表情で言う彼の腕を掴んで微笑んだ。

「それはお互いさまです。私だって……言うべきでした」

「もう間違わない。俺たちには赤ちゃんがいるんだからな」

　悠さんが私のお腹にそっと触れてきて、ハッとした。

「……赤ちゃん、いるんですか？　本当に？」

　薫さんに言われて、その可能性はあると思っていたけれど……。

「ああ。ここに運ばれた時の検査でわかったらしい。気づかなかったのか？」

「あの……事故に遭う前、月城さんに妊娠してるんじゃないかって言われたんですけど……」

「そうか。俺は嬉しいよ。真理の子なら、今すぐにでも会いたいくらいだ」

「まだ……全然実感ないですが」

　私も彼の手の上に自分の手を重ねる。

「これから徐々に実感していくさ。実は、子供ができたらいいなって思ってた」

　彼は私に子供ができるのを望んでいた？

「え？」

　彼の意外な言葉にすぐに反応できなかった。

「最初は三年間の結婚を提案したが、早い段階でもう手放す気はなかったんだ。すごい独占欲だな」

　少し自嘲気味に笑う彼が、愛おしくてたまらない。

「ずっと独占していてください。ずっと……私の夫でいて……」

　庶民の私が大企業の御曹司にお願いするなんて、図々しいかもしれない。それでも私は彼が欲しいのだ。

　高梨さんの嘘はひどいと思うけど、そのお陰でわかったことがある。私はもう彼がいないと生きていけない。すべての感覚を失って、自分じゃなくなってしまう。

「頼む必要なんてない。俺の妻はお前だけだよ。ずっと」

　悠さんが自分の額をコツンと私の額に当てて目を合わせてきた。

　嬉しくて、嬉しくて、涙が込み上げてくる。

「悠さん……」

　彼の名前を呼んだら涙がこぼれて……。

「愛してる」

　悠さんは優しく微笑みながら告げて、私の頬の涙を指でそっと拭う。

　それから、彼が私の背中に腕を回してきて、しばらくそのまま抱き合っていた――。




「わー、真理ちゃん、それすっごく素敵。一番似合ってるかも。スリムなデザインだけど、お腹とか締め付け大丈夫？」

　薫さんがウエディングドレスを着た私をスマホのカメラで写真に収めると、少し心配そうな顔で尋ねる。

　今、私は会社の会議室でウエディングドレスの試着をしていた。

　プリンセスラインのロングトレーンのその純白のドレスはとても優美で、まさに女の子の憧れそのもの。エレガントなシルエットで、着ているだけでお姫さまになった気分になる。

　ブライダルサロンのスタッフが二名来ていて、会議室には仮設のフィッティングルームができていた。なぜブライダルサロンではなく会議室かというと、悠さんが私の体調を考えて手配してくれたから。定時後で手の空いていた薫さんが私に付き合ってくれた。

「はい。妊娠してるといっても、お腹はまだそんなに大きくなくて」

　平らに近いお腹にそっと手を当てる。

　私が病院で目覚めて一カ月が経った。検査でも脳に異常はなく、今は悪阻も治まって体調と相談しながら仕事をしている。

　高梨さんは、私が会社に戻った時には辞めていた。薫さんの話では、私が入院中に社長室に呼び出され、退職になったとか。悠さんの他にも牧瀬さんも同席していて、彼女の父親も含めて話し合いがなされたらしい。その時、彼女が私に見せた写真についても追及がなされ、アプリを使用して画像を加工していたことが判明した。

『私が妊娠のことで動揺していなければ、簡単に騙されることはなかったかも』

　そう悠さんに反省の弁を口にしたら、彼はどこか不気味な笑みを浮かべて自信満々に言った。

『もう二度と彼女に会うことはないから安心しろ』

　詳細は教えてくれなかったけど、その口ぶりからして高梨親子になにかしら罰が与えられたのだと思う。

　私が仕事に復帰すると、高梨さんの代わりに総務部の社員が私の後任候補としてやってきた。引き継ぎは順調。薫さんたちもいるし、私がいつ産休を取っても安心だ。

　悠さんは私の職場復帰に最初は難色を示していたのだけれど、絶対に無理をしないという条件で許してくれた。彼はいつも私の意思を尊重してくれる。それがとても嬉しい。

　祖父も順調に回復していて、退院後は医師が常駐しているシニアハウスへの入居が決まり、ひとまず安心。地上げ屋の嫌がらせを受けていた祖父の家は、悠さんが買い上げてくれて、売却せずに済んだ。祖父と私の思い出の家を守ってくれた悠さんには感謝しかない。祖父の家はシニアハウスから近いので、祖父も『体調がよければ、自宅まで散歩に行きたい』とリハビリに励んでいる。

「確かに見た目じゃわからないわよね。事故に遭った時は、このまま目覚めないんじゃないかって心配だった。意識が戻って本当によかったわ」

　当時のことを思い出したのか少し涙目になる彼女に、ペコリと頭を下げて謝った。

「その節は本当にご心配をおかけしました」

　悠さんだけでなく、秘書室のメンバーにも牧瀬さんにもかなり心配をかけてしまった。

「副社長はずっと気丈に振る舞ってたけど、仕事が終わると真理ちゃんの見舞いというか……病院で寝泊まりしてたんだから。心配でたまらなかったのね」

　え？　悠さんがずっと病院で寝泊まりしてた？

「初耳です。悠さんも上杉さんもそんな話はひと言も……」

　だから、私が目覚めた時、悠さんの頬がこけていたのか。きっとほとんど睡眠を取らなかったんだろうな。

「知らなかったの？　ひょっとしたら、真理ちゃんに気を遣わせたくなかったのかも。愛されてるわよね」

「はい」

　今は自信を持って愛されてるって言える。

「私も副社長みたいな素敵な旦那さまが欲しい」

　羨ましそうに言う薫さんに、明るく微笑んだ。

「薫さんにだってきっと運命の人が現れますよ」

「運命の人……か。いるのかな……あっ！」

　急に薫さんが声をあげて固まったので、なんだろう？と思って彼女の方に目を向けると、悠さんがいた。

「遅くなってすまない。月城さん、彼女に付き合ってくれてありがとう」

　仕事が終わって現れた彼は、紳士スマイルで薫さんに礼を言う。

「い、いえ。では、私はこれで失礼しますね。じゃあね、真理ちゃん」

　薫さんがいつになくあたふたしながらこの場から去ると、悠さんが私をまじまじと見た。

「そのドレス、すごく似合ってる。他のもよかったが、それが一番いいな」

　この場にいなかったのに、どうして他のドレスと比較できるのだろう。

「他のもよかったがって……？」

　首を傾げて問いかけると、彼が説明してくれた。

「ああ。上杉経由で月城さんから写真が送られてきたんだ。可憐でいいな」

「そ、そんな見ないでください。恥ずかしいです」

　彼の視線に耐えられなくて、思わず顔を隠す。

　薫さんなら見られても平気だったけど、彼が相手だと平静ではいられない。見つめられるだけで身体が溶けていきそうだ。

「自分の結婚式のドレスなのに、恥ずかしがってどうする」

　彼がおもしろそうにつっこんでくるので、つっかえながら言い訳する。

「だ、だって……ウエディングドレス、初めて着るんですよ。それを悠さんに見られるってなんだか照れます」

「綺麗なんだから、ドヤ顔で見せびらかせばいいじゃないか」

「ドヤ顔なんかできませんよ。あっ、悠さんもタキシード選んでください」

「他のドレスも見たいが、それだと真理も疲れるからな」

　フッと笑うと、悠さんはブライダルサロンのスタッフが選んでくれたタキシードをフィッティングルームで試着する。

　カーテンを開けて現れた悠さんは、メガネを外し、真っ白なタキシードを身につけていた。中の黒いベストがアクセントになっていて素敵だ。

「……リアル王子さま」

　手を組んで悠さんをうっとりと見つめていたら、苦笑いされた。

「王子さまって……。目をキラキラさせるな」

「だってもう国宝級にカッコいいですよ。ああ、これは写真撮らないと」

　自分のバッグからスマホを取り出そうとしたら、悠さんに止められた。

「必要ない。俺のを撮っても全然おもしろくない」

「私の楽しみに撮っておきたいです」

　上目遣いに悠さんを見てお願いすると、彼が渋々折れた。

「一枚だけだぞ」

　ハーッと溜め息混じりに言う彼の気が変わらぬうちにスマホを出して構える。

「はい、悠さんにっこり笑ってください」

「……笑えない」

　真顔で私を見つめる彼の腕をパシッと叩いた。

「もう、案外照れ屋さんですね」

「照れてない。撮らないなら次のに着替えるが」

　悠さんがクールに言うものだから慌てた。

「わー、撮ります。撮ります」

　パシャッと彼の写真を撮り、画像を確認する。

　ホント、どこぞの王子さまの肖像画だわ。これは永久保存しないと。

「じゃあ、着替えてくる」

　また悠さんがカーテンの中に消えて、一分ほどで出てきた。

　今度はシルバーのタキシード。中のベストはネイビーで、これもよく似合っている。

「うわー、ダンディー」

　思ったことがそのまま声になる。

　これはリアル魔王さま。魔性の美しさがある。それにセクシーさ全開。

　副社長としての彼なら白ってイメージだけど、私が知ってる悠さんはこっちかも。

「……素敵」

　カメラに収めるのも忘れ、ジーッと見入る。

「次のに着替える」

　一応私にひと言断ってから衣装チェンジしようとする彼に、願望を口にしてみた。

「悠さん三人くらいいませんかね？　全部一度に並べてみたい」

「涼でも呼んでくるか？」

　真面目な顔で悠さんが冗談を言ってきたので、笑って返す。

「いやいや、だって悠さんじゃないでしょう？　ダメですよ」

「真理ならそう言うと思った」

　甘い目で至極嬉しそうに微笑む悠さんが目に眩しい。

　それから彼は黒やブラウンのタキシードを試着していく。どれも素敵でずっと拝んでいられる。

　うっとりと眺めていたが、あることに気づいた。

「あっ……写真、白のタキシードしか撮ってなかった」

　ひどく落ち込む私を見て、彼が少し呆れ顔で言う。

「楽しんだんだからいいじゃないか。どれがいい？」

　彼は自分で選ばず、私の意見を聞いてくる。

「どれもよかったですけど、強いて言うならシルバーですかね？　こう魔性の妖しい美しさがありました」

　悩みながらも正直に自分の希望を伝えると、彼が眉根を寄せて私を見た。

「……意味がわからない。まあ、真理がそれがいいと言うなら、シルバーにする。主役は真理だからな」

　普通はそうだが、こんな超絶美形の旦那さまなら自分が主役でなくていい。

　式ではずっと彼を眺めていたい気分だ。

「いえ、私じゃなくて、悠さんを堪能する式ですよ」

「もう日常生活で充分俺を堪能してるだろ？」

　悠さんがニヤリとしてそんな発言をするものだから、反射的にボッと火がついたように顔が熱くなった。

「ゆ、悠さん！　なにを言い出すんですか！」

　悠さんの胸板をぼこぼこ叩いて抗議すると、彼がそんな私を宥めるように背中を優しくポンとする。

「衣装は決まったし、飯にしよう。そろそろ休憩が必要だ。真理にもお腹の子にも」

　いつだって彼は私の体調を気遣ってくれる。

　それから会社を後にし、社用車で以前訪れたことのある小料理屋にやってきた。

　前と同じ部屋に通され、今日は鍋をいただく。白菜と豚しゃぶの鍋で、食欲が進んだ。

「食べられるってとってもいいことですよね。悪阻を経験して改めて実感しました」

「真理が普通に食べてくれると安心する。食べられないと本当に大丈夫なのかって、不安になるからな」

　心からホッとした顔をする悠さん。

　なんでも完璧でいつだってポーカーフェイスで落ち着いている彼も、私が悪阻の時は何度も涼さんに電話をかけて、『真理があまり食事をしないんだが、病院へ行った方がいいのか？』と確認していた。

　幸い悪阻は三週間くらいで治まったからよかったのだけれど、彼にはかなり心配をかけてしまった。

「私も悠さんが食べてるのを見ると安心します。だって、平気で食事抜いたりするでしょう？」

　彼は仕事人間だし、私のためにいつだって無理をする。咎めるように言っても、彼は平然と返す。

「一食、二食抜いたところで俺は死にはしない」

「だからって、病院にずっと泊まり込むなんて無茶すぎます。副社長のあなたが過労で倒れたら、大変なことになるんですよ」

　悠さんは私の夫であるだけでなく、会社を背負っている。

　彼はリーダーになるために生まれてきたような人だ。私のために無理をしてほしくない。それに、もっと自分を大事にしてほしい。

　彼だって人間なのだ。ちゃんと休まなければ病気になってしまう。

「誰かから聞いたんだな。だが、倒れなかった」

　淡々とした口調で反論する彼に、語気を強めて言い返した。

「それはたまたまです。私が一カ月目覚めなかったら、確実に倒れてましたよ。お願いですから……もっと自分を大事にしてください」

　悠さんの腕を掴んでお願いするけど、彼は首を縦に振ってくれない。

「……約束はできない」

「もう悠さん！　こっちは真剣に言ってるんです」

　わからず屋の悠さんを睨みつけると、彼が優しい目で私を見つめてきた。

「俺だって真剣に返してる。俺に倒れてほしくないなら、真理がずっと俺のそばで見張っていろ」

　俺様な口調で言って、彼が私を抱き寄せる。

「言われなくてもそうします。離れませんから覚悟しておいてくださいね」

　悠さんの背中に腕を回して抱きつくと、彼が私の耳元で楽しげに笑った。

「望むところだ」




「わー、真理さんすっごく綺麗。プリンセスみたい」

　花嫁の控室で、萌ちゃんが私のウエディングドレス姿を見てはしゃぐ。

　今日は私と悠さんの結婚式――。

　場所は都内の有名ホテル。天気は快晴で、私の体調もすこぶるいい。入院中の祖父も外出を許されて、出席してくれることになっている。

「うん、これは惚れ直すんじゃないかな」

　萌ちゃんの横で一眼レフを構えた涼さんが私を見てそんな言葉をかけてくれたけれど、笑顔で否定した。

「悠さんに限ってそれはないですよ。悠さんはもう準備できてるんですか？」

「ああ。さっさと着替えて、上杉さんに仕事の確認してたよ」

　涼さんの話を聞いて、苦笑いする。

「そこは自分の結婚式でも通常運転ですね」

「でも、そろそろ花嫁が気になってこっちに来るんじゃないかな。体調はどう？」

　優しい目で尋ねる涼さんに、にっこりと微笑んだ。

「調子いいですよ」

　お腹の子も今日が結婚式だとわかっているのかもしれない。

「内輪だけの式だし、気分が悪くなったら遠慮せずに言って」

　柔らかな笑みを浮かべて言う彼を見て、コクッと頷いた。

「はい。ありがとうございます。身内にお医者さんがいるから安心です」

「ん？　真理さん、風邪引いたの？」

　私と涼さんのやり取りを聞いて、萌ちゃんが怪訝な顔をする。

「えーと、あの……その……」

　実はまだ安定期ではないので萌ちゃんに妊娠のことは伝えていない。知っているのは涼さん、上杉さん、薫さん、それと由美の四人だけだ。

　どう言い訳しようかと考えていたら、涼さんが代わりに答えてくれた。

「違うよ。昨日ちょっと緊張で眠れなかったんだって」

「ああ。一生に一度のことだもんね」

　萌ちゃんが納得した様子で相槌を打つと、コンコンとノックの音がした。

「多分悠だ。……はい、どうぞ」

　涼さんが私をチラッと見ながら言って、返事をする。すると、ドアが開いて悠さんが入ってきた。

「準備はできたか？」

　シルバーのタキシード姿は一度見ているが、今日はさらに色気が増しているのは本番だからだろうか？　もう、素敵すぎて言葉も出ない。

　ボーッと見惚れていたら、「……理、真理？　大丈夫か？」と悠さんの声が聞こえてハッと我に返った。

「は、はい。大丈夫です」

　慌てて返事をすると、そこへ式に招待していた牧瀬さんもやってきて……。

「よお、嬢ちゃん」

　いつもの調子で私に声をかける。彼は私が病院で目覚めた次の日、お見舞いに来てくれた。

「牧瀬さん、来てくれて嬉しいです」

　きっと私が心配で控室まで様子を見に来てくれたのだろう。

「まあ、嬢ちゃんの第二の父親みたいなもんだからな」

　牧瀬さんがそんな言葉を口にすれば、悠さんが彼を鋭く睨みつけた。

「俺は第二の父親だなんて認めていないが」

「綾小路、晴れの日にそんな怖い顔するなよ。嬢ちゃんを幸せにしないと許さないぞ」

　悠さんの肩に腕を回して絡む牧瀬さんに、私が笑顔で訂正する。

「牧瀬さん、違います。私が彼を幸せにするんですよ」

　悠さんは私を救ってくれた。今度は私の番――。

「だってよ。スゲーカッコいい花嫁だな」

　牧瀬さんがニヤリとすると、悠さんは私を見つめてとても幸せそうに頷いた。

「ああ。最高の花嫁だ」

「悠、そろそろ時間みたいだよ」

　涼さんが時計を見て声をかけると、悠さんがコクッと頷いて牧瀬さんから離れ、私の腕をそっと掴んだ。

「俺はひと足先に祭壇の前で待ってるから」

「わかりました」

　はにかみながら返事をする私に顔を近づけ、彼が耳元で囁く。

「綺麗だ」

　フッと笑みを浮かべて牧瀬さんと部屋を出ていく彼を、赤面しながら見つめた。

　不意打ちで褒めるなんて反則ですよ、悠さん。

「あれはめちゃくちゃデレてるね」

　楽しげに涼さんがそんなコメントを口にすれば、萌ちゃんもキラリと目を輝かせながらコクコクと頷く。

「うん、うん、あんな極甘な顔した悠兄初めて見た」

「あ～、ふたりとも弄らないで」

　顔に手を当てて照れる私を、萌ちゃんがからかった。

「ふふっ。真理さん、顔真っ赤」

「萌、僕たちも行こう。じゃあ、チャペルでね、義姉さん」

　私に声をかける涼さんに、笑顔で返事をする。

「はい」

　いよいよ、式が始まる。でも、家族と秘書室のメンバーだけの小さな式なので、緊張はしていない。

　中学生の時に両親と妹を亡くして、祖父とふたりきりになってしまったけれど、今は悠さんもいるし、来年には赤ちゃんも生まれる。

　スタッフが呼びに来て私もチャペルへ向かうと、扉の前に会長……悠さんのおじいさまがいた。両親はもう他界しているし、祖父もまだリハビリ中だから、おじいさまが祭壇までエスコートしてくれることになったのだ。

「さすが私の孫が選んだ嫁だ。とっても綺麗だな。さあ、行こうか」

　チャペルの扉が開いて音楽が聞こえてくると、おじいさまが腕を差し出した。

「はい」と返事をして手をかけ、一歩一歩ゆっくりとヴァージンロードを歩く。

　天国にいる両親や妹も、私のこの姿を見ているだろうか？

　祭壇の前では、悠さんが私を甘い目で見つめている。

　祖父や悠さんの家族、牧瀬さん、それに秘書室のメンバーの姿も目に映り、小さく微笑んだ。

　もうすでに婚姻届を出して悠さんの妻だけれど、やはり結婚式は特別。

　悠さんと結婚するんだって、身体全体で感じる。

　彼は私の運命の人。

　そういえば、私の手のひらにできた玉の輿線は今ではくっきり。手相に導かれたのか……な。

　祭壇の前まで来ると、悠さんが極上の笑みを浮かべて……。

「俺もお前を幸せにする。一生」

　私を愛おしそうに見つめ、そっと囁いた。

　これは私と彼の物語。

　そして、これからも物語は続いていく。永遠に――。




The end.










番外編　愛おしいもの　―　悠side




「明日の朝は八時にお迎えに上がります」

　上杉の言葉に「ああ」と返事をして社用車から降りると、自宅マンション前に停車していたタクシーの横に涼がいた。

「涼！」と声をかけたら、弟が俺の顔を見て微笑む。

「悠も時間通りだね」

　実は今夜うちで一緒に夕飯を食べようと涼を誘ったのだ。

　俺と真理の結婚式から三年が経ち、その間に息子の尊たけるが誕生した。息子の名前については、親父やじいさんがうるさく言ってきたが、結局真理と相談して決めた。尊というその名前には、尊ばれる子になってほしいという俺たち夫婦の願いが込められている。

「今日はスーツか」

　涼は俺と同じ紺色のスーツを着ていた。

「学会があったんだ。急遽代理を頼まれてね」

「それは大変だったな。……そうだ。ちょっと試したいことがあるんだが、少しの間、俺のメガネをかけててくれないか？」

　メガネを外して差し出すと、彼がそれを受け取ってニヤリとした。

「いいよ。久々の入れ替わりだね」

「そうだな」

　涼の言葉を聞いて、俺も軽く笑う。

　最後に入れ替わったのは、父が再婚した中学二年の時。義母が気づくか一週間ほど試しにやってみた。結果はまあ一週間では義母は俺たちの見分けがつかなかった。入れ替わってもあまり意味がなかったから、もうそれでくだらない遊びは卒業した。

　亡くなった実母だって俺と涼をちゃんと見分けていたかは怪しい。父も俺がメガネをかけていなければ、今でも俺と涼とを間違える。

　多分、俺も涼も相手の愛情を試していたんだと思う。見分けられれば、その人はちゃんと俺たちのことを見てるって――。

　結局見分けられる人がいないと悟ってやめたのだが、真理は結婚する前から俺と涼の区別はついていたようだった。

　涼を連れて家に帰ると、ドアが開く音で俺が帰ってきたと気づいたのか、息子の尊と真理がリビングの方から現れた。

　尊が「パパ～」と声をあげて、とことこ歩いてくる。一メートルほど手前でピタッと立ち止まると、とても神妙な顔をして俺と涼を交互に見つめた。

「涼さん、いらっしゃい。どうして悠さんのメガネを？」

　尊の後からついてきた真理が、涼がしているメガネを見て不思議そうに首を傾げたので、唇にそっと人差し指を当て〝静かに〟と伝える。それを見て、真理がどこかおもしろそうに目を光らせてコクコク頷き、スマホを手に取った。恐らく俺の意図がわかって、尊の様子を撮影するつもりなのだろう。

　真理には早々にバレてしまったが、二歳の尊が見分けられるか知りたい。

「尊」

　少し屈んで俺が息子の名前を呼べば、横にいる涼も同じように身を屈めて優しい声で「尊」と呼ぶ。

　尊は何度も涼と会っているが、メガネ姿を見るのは初めて。しかも、ふたりとも同じ服装というのは今までなかった。

　この年で見分けられるのだろうか。

　尊がジーッと俺を見つめてきてニコッとすると、ギュッと抱きついてきた。

「パパ」と俺を呼び、次に涼の方を指差して「りょー」と言ってキャハハと声をあげた。どうやらなにか本能で感じたのか、二歳児でも騙されはしなかったようだ。

　息子を抱き上げて、ニコッとする。

「ただいま。尊」

「悠、めちゃくちゃデレてない？」

　涼が俺に目を向け楽しげにからかってくるが、否定せずに笑顔で頷いた。

「まあな」

　まだ二歳なのに息子が俺を認識してくれたことが嬉しくて、自然と頬が緩む。

　そしてなにより、真理が迷いなく俺と涼とを識別してくれて、改めて彼女と出会えたことに幸せを感じた。

　俺たちをスマホで撮影していた真理に視線を向けると、彼女がにっこりと微笑んだ。

「おかえりなさい」

「ただいま」と目を合わせて玄関を上がると、皆でリビングへ――。

　ソファの前のテーブルには、寿司が用意されていた。

「お腹空いてるでしょう？　食べましょう」

　真理は俺と涼に声をかけると、尊に食事用のエプロンをつける。

「おしゅし～」と尊は自分の寿司を見てはしゃぎ、上機嫌だ。

　ちなみに尊のものは真理お手製のミニサイズの寿司。納豆や卵、トマト、パプリカ、ニンジンを使って本物に似せている。まだ生ものが食べられない尊もこれなら大人用の寿司を欲しがらず大人しく食べるだろう。

「義姉さん、ホント料理上手だね」

　涼が褒めると、真理が柔らかな笑みを浮かべた。

「ネットに載ってたんですよ」

　涼と並んでソファに座り、近況を話しながら寿司をつまんでいたら、自分の分をさっさと食べ終えた尊がトコトコとやってきて、俺と涼の間にちょこんと座り込んだ。

「ふふっ、雛ひな人形の三人官女の男版みたいですよ。なんだかほっこりしますね」

　真理がそんな感想を口にして、スマホのカメラで写真を撮る。

「仕事してると忘れるけど、やっぱ尊見ちゃうと家族が恋しくなるな」

　ポツリと涼が呟いて、尊を抱き上げた。彼もこの三年の間に結婚して子供がいるのだ。今、奥さんは子供を連れて里帰り中らしい。

「りょー」

　尊が涼の頬に手を当てると、涼がとびきり優しい目で微笑む。

「今夜尊をうちに連れて帰ろうかな。家に帰ってもひとりで寂しいから」

　涼の言葉を聞いて、笑ってつっこんだ。

「だったらうちに泊まればいいじゃないか」

「いや、俺が泊まってふたりの時間を邪魔しても……ね」

　涼がニヤリとしながら返すと、真理が「もう涼さん、やめてください」と赤面した。

　食事を終えたところで尊がうとうとしだし、「私、寝かしつけて来ますね」と真理が尊を抱っこして、寝室へ行く。

「尊、大きくなったよね。義姉さんが事故で病院に運ばれたの、今でも鮮明に覚えているよ。本当に母子ともに無事でよかった。悠、……尊の成長のビデオ、見せてくれない？」

　涼がしみじみとそんなことを言い出して、俺も当時のことを思い出した。

　あの時真理が目覚めなかったらどうなっていただろう。

　想像するのも怖い。今ある幸せは当たり前のものではないのだ。

「ああ」と頷いて、涼に撮り溜めておいたビデオを見せる。

「義姉さん、妊婦さんでもお腹わりと小さめだったよね」

　出産直前の真理のお腹を見てそんなコメントする涼の言葉に、相槌を打つ。

「そうだな。まあ、尊も生まれた時は二千五百グラムで小さかったからな」

「悠がどうしてもって言うから俺も医者として出産に立ち合ったけど、悠、珍しく緊張してたよね。産声聞いて初めてホッとした顔してたっけ。出産に立ち会えるって、すごく幸せなことだよ」

　涼が俺を見据えて真剣な顔で言うが、すぐに言葉が出てこなかった。

　そういえば、こいつもいろいろあったんだよな。

「俺もそう思う」と返したその時、ブルブルとスマホのバイブ音がした。

「あっ、俺のだ。病院からかな……いや、違った」

　涼がスーツのポケットに入れておいたスマホをすぐに確認し、頬を緩める。

「奥さんからか？」

　十中八九そうだと思いながら尋ねると、彼はコクッと頷いた。

「そう。予定を早めて帰ってきたみたいだ。もう帰るよ」

　涼がソファから立ち上がったので、玄関まで見送った。

「義姉さんによろしく言っておいて。じゃあ、おやすみ」

「ああ。おやすみ」

　挨拶を交わして涼が家を後にすると、リビングに戻り、テーブルの上の寿司桶や皿を片付ける。すると、尊を寝かしつけていた真理が戻ってきた。

「あれ？　涼さんは帰ったんですか？」

「ああ。ついさっき。真理によろしくって言ってた」

「泊まっていけばよかったのに……」

　少し残念そうな顔をする彼女に、笑顔で言った。

「奥さんたちが家に帰ってきたらしい」

　俺も人のことは言えないが、涼は相当な愛妻家だ。きっと帰りのタクシーの中で満面の笑みを浮かべているに違いない。

「それはよかったですね。ちょっと寂しそうだったから。……ところで、ふたりで尊のビデオを見てたんですね。なんだか懐かしい。撮るのに満足して、見ることってあまりなかったから」

　不意にテレビの画面を見てそんな話をする真理の肩を抱き、一緒にソファに座る。

「俺は真理が尊の寝かしつけで寝落ちした後に結構見てるけどな」

「そうなんですね。あれ？　こんなビデオありましたっけ？」

　真理がリモコンを操作して、ある動画を選択する。それは真理が尊を出産後に涼が撮ったものなのだが、自分の撮ったデータと別にしていたので、最近までその存在を忘れていた。

　ベッドにいる真理と尊が映っていて、彼女は尊を抱いたまま眠っている。身体を洗われておくるみに包まれた尊と対面した数分後、彼女は出産の疲れから眠ってしまったのだ。

『お疲れさま。こんなに愛おしいものを俺にくれてありがとう』

　俺が甘い声で告げて、真理の額にそっと口づけている。

「これ、涼が撮影したんだ」

　動画を見ながらそんな説明をしたら、彼女が泣いていてビックリした。

「なんで泣く？」

「だって……感動しちゃって……。悠さんがこんなこと言ってたなんて知らなかった」

　少し咎めるように言う彼女を抱き寄せて、その背中を優しく撫でた。

　今でも彼女に泣かれると、どうしていいかわからなくなる。

「真理は疲労困こん憊ぱいして寝てたからな」

　考えてみたら、起きている真理には言ってなかったっけ？

「尊を産んでくれてありがとう」

　真理をギュッとして耳元で囁くと、彼女が顔を上げて俺を見た。

「悠さんが私を愛してくれたから尊を授かったんですよ。妊娠したのがずいぶん昔に思えます。大きなお腹が懐かしいな」

　泣き笑いする彼女がとても綺麗だった。

　母になってますます魅力的になったと思う。

「そろそろふたり目作ろうか？」

　クスッと笑みをこぼして顔を近づけると、愛する妻に熱く口づけた。




The end.










あとがき




　こんにちは、滝井みらんです。今回は、素敵なゲストをお迎えしております。最後までお楽しみいただけたら幸いです。


萌　　綾小路萌です。今日は自慢の兄たちにインタビューしてみようと思います。ほらほらお兄ちゃんたち出てきてよ。

悠　　俺、真理と尊が家で待ってるし、涼にここは任せる。

涼　　いやいや、第一弾のヒーローがいなくなっちゃダメだよ。

悠　　もう俺と真理の話は終わった。第二弾のヒーローはお前なんだから、いろいろ宣伝しろよ。

萌　　悠兄、勝手に決めないの。はい、じゃあインタビュー始めます。萌から質問です。今までに付き合った女性の数は何人ですか？

悠　　真理だけだ。彼女に会うまで女に興味なかったからな。

萌　　へえ、そうなんだあ。悠兄なら百人くらいいるかと思った。涼兄は？

涼　　作者からその件には触れるなって指示が出てるよ。まだシークレットだって。

萌　　え～、ズルい。答えてよ。涼兄、コミュ力高いし、優しいし、千人くらいいそうなのに。

涼　　それ……相当な女たらしだよ。仕事が忙しくて、女性との出会いなんてそんなにないから。

悠　　そうかな？　医者って看護師とか患者とか出会いがいっぱいあるだろ？

涼　　本当にないって。

萌　　だったら、次のヒロインの名前教えて。

悠　　俺もぜひ知りたいな。

涼　　ふたりとも圧をかけてくるのやめてくれる？　悠も知ってる人だよ。



　次のヒロインは誰でしょうねえ。最後に、シリーズを書きたいという私の夢を叶えてくれた編集担当さま、また、今シリーズのイラストの依頼を快諾してくださった氷堂れん先生、厚く御礼申し上げます。そして、いつも応援してくださる読者の皆さま、心より感謝しております。

　皆様にとって素敵な夏となりますように！




滝たき井いみらん










念願の子供




「ママ～、みて～」

　スキーウェアを着た息子の尊がトントンと窓ガラスを軽く叩いたので、こたつを出て窓の方へ行くと、どこかの寺の石像のように雪だるまが綺麗に五体並んでいた。

　窓を開ける私に、息子がお日さまのようにキラキラした笑顔を向けてくる。

「すごいでしょう？」

　四歳になった尊は日々悠さんに似てくる。息子の横には午後からずっと尊の雪遊びに付き合わされ、若干お疲れモードの悠さんがいた。

「俺たちの力作」

　悠さんがそんな補足をするが、三時間もずっと外にいたのだから本当に力作だと思う。

「たくさん作ったね。すごいね」

　外の冷気が部屋に入って来て、ブルッと震えながらも息子を褒めた。

「かまくらもパパと作ったよ」

　尊が自慢げにスコップがある方を指差す。そこにはなだらかな雪の小山があった。

「かまくらも作ったんだ？　パパもお疲れさま。ママお手伝いできなくてごめんね」

　ちょっと風邪気味だったので、悠さんに部屋で大人しくしているように言われたのだ。

「だいじょうぶ。だって、ママおねつでたらたいへんだもん」

「尊、もう遅いから部屋に戻ろう」

　悠さんが尊の肩をポンと叩くと、尊が「うん」と頷いた。悠さんの言葉で空を見上げると、もう日が暮れかかっている。

　今、私たち家族がいるのは、綾小路家が定宿にしている栃木の温泉旅館。正月休みはゆっくりしようと悠さんが連れて来てくれた。

　ここに来るのは五年振り。私と悠さんの大事な思い出の場所だ。

　東京はあまり雪が降らないから、たくさんの雪を見て尊がはしゃいでいる。宿の離れにある庭で遊んでいるので貸切状態だ。

　悠さんが尊を連れて玄関の方に行くと、「うー、寒い」と自分の身体をさすりながら窓を閉めた。

　冬も素敵な場所だな。

　じっと窓の景色を眺めていると、ドタバタと足音がした。

「ママ～！　楽しかった」

　満面の笑みを浮かべて尊が私に抱きつこうとしたけれど、パパから待ったがかかる。

「こらこら尊、まずスキーウェアを脱がないと、ママが濡れるだろ？」

　悠さんに言われて、尊が私の前でピタッと止まった。

「あっ、ごめんなさい」

　素直に謝ると、尊はまずジャケットのファスナーに手をかけた。

　手伝ってあげたいけど、ここは我慢だ。なんでもやらせてあげないとね。

　見守っていると、息子はもたつきながらもひとり黙々とファスナーを下ろしてスキーウェアを脱いでいく。

　いつもの癖で脱いだウェアを畳もうとしたので、慌てて声をかけた。

「尊、これは濡れてるから畳まなくていいよ。干して乾かそうね」

「うん。わかった」

　ニコッと笑って返事をする尊がとってもかわいい。

　素直で優しいし、すくすくといい子に成長中。

　悠さんが言うには顔は彼に似ていて、性格は私に似ているらしい。

　ウェアをハンガーにかけて干すと、尊が「じゃあ」と仕切り直して私に抱きついてきた。

「ママ～。とってもたのしかったよ」

　ギュッと抱きしめ返すが、私の顔に触れる息子の頬がとっても冷たい。

「うん。よかったね。尊、頬が冷たいね。こたつであったまろう」

　抱擁を解いて、尊の手を握ろうとしたら手が真っ赤だった。

「尊の手、寒くて紅葉もみじみたいに赤くなってるよ」

　息子の両手を包む込むように握って、ハーッと私の息を吹きかけて温める。

「ほんとうだ。ふゆのもみじだ」

　尊が自分の手を見て、屈託なく笑う。

　息子ながらなかなか風流な返しをするなあ……と感心しながら尊の手を温めていたら、悠さんの声がしてハッとする。

「いいな。尊はママが温めてくれて」

　ちょっと拗ねているように聞こえたのは気のせいだろうか。

　悠さん、ごめんなさい。尊に気を取られてました。

「悠さんも身体冷えたでしょう？」

　気遣うように声をかけると、彼が雪遊びで疲れたのか自分の肩をトントンと叩きながら小さく笑ってみせる。

「ちょっとな。だが、吹雪いてなかったから平気だ。真理は風邪の方は？」

「喉のイガイガがなくなった気がします。雪で湿気があるからかな」

「東京は乾燥してるからな。まあ、雪遊びは明日もやめておいた方が無難だな」

　悠さんが身を屈めて私の頬に触れてきて、「ぎゃっ、冷た！」と思わず声をあげる。

　フフッと笑いながら、「パパも後でママに温めてもらおうかな」と悠さんが思わせぶりなセリフを口にするものだから、カーッと顔が熱くなった。

「もう悠さん……なに言ってるんですか！」

　いつも息子の前では「パパ」と呼んでいるのに、動揺してつい名前で呼んでしまう。

「ママ？　おかおあかいよ。おねつあるの？」

　私の様子がおかしくて尊が心配そうに自分の額を私の額にコツンと当ててくる。

「大丈夫だよ。お熱ないよ。尊は優しいね」

　尊に優しく微笑んで安心させると、悠さんに恨みがましい視線を向けた。

　もうホント、息子の前で私がドキッとするようなセリフを口にしないでほしい。

「ママに似たな。ほら、早くこたつに入って温まろう」

　悠さんが平然とした顔でそう言って、みんなでこたつに入っていると、部屋の呼び鈴が鳴った。

「あっ、萌ちゃんかも」

　私の言葉に反応して尊が「萌ちゃん！」と叫んで部屋の玄関の方へ走っていく。

　社長一家も正月休みをこの宿で過ごすそうで、尊も萌ちゃんが来るのを楽しみにしていたのだ。萌ちゃんはうちに定期的に遊びに来てくれるので、尊も本当の姉のように慕っている。

　私も悠さんも玄関に向かうと、尊が萌ちゃんに抱きついていた。

「萌ちゃん、まってたよ」

「待たせてごめんね」

　萌ちゃんが尊の頭をよしよしと撫でる。

　出会った時小学生だった萌ちゃんは、今は高校生。すっかりお姉さんになった。

　彼女の誕生日プレゼントの一件がなければ、私と悠さんは結婚していなかったかもしれない。そう考えると、運命って不思議なものだと思う。

「今日は尊くんは私と一緒に寝ようね」

　萌ちゃんがそう言うと、尊が「うん」と嬉しそうに返事をした。

「そういうことで、尊くんはうちで預かるから、悠兄と真理さんはゆっくりして。あっ、萌たちの部屋は隣の離れだから。じゃあ」

　萌ちゃんが私と悠さんに向ってパチッとウィンクする。

「あっ、うん」

　私が呆気に取られている間に、萌ちゃんは尊の手を引いて玄関を後にする。

「……気を利かせてくれたのかな？」

「まあ、いつものことだろ。親父たちも一緒だし、心配はいらない」

「うん。後で尊の着替えを届けなきゃ」

　私は本当に恵まれていると思う。

　綾小路家に嫁ぐのに不安はあったけど、みんな温かく迎えてくれて、息子のことも大事にしてくれる。

「その前に俺をあっためてほしいな。ちゃんと待ってたんだから」

　一瞬、待てのポーズをしている犬の姿が頭に浮かんでクスクス笑う。

「そうですね。お利口さんにしてましたね。お風呂入りに行きましょうか？」

「ああ」と彼が頷いて、浴衣に着替えて露天風呂に向かう。

　脱衣所の前で悠さんと別れ、湯浴み着を着てお風呂に入ると、悠さんがもうお風呂に浸かっていた。

　私も身体を洗って、お風呂に入る。

「なんか……照れますね」

「結婚して五年経つのにか？」

「だって尊が生まれてから、悠さんとふたりでお風呂に入ることなかったじゃないですか」

　旅行などでは家族三人で入ることもあるけど、いつもは私か悠さんのどちらかが尊と入る。

「やれやれ、またリセットされたようだな」

「呆れてますね？」

「ちょっとな。それで、俺を温めてくれる話はどこへいった？」

　思い出したように彼が言って、私の頬に触れてくる。

「温泉で温まったことになりませんか？」

　ニコッと笑顔を作ってごまかそうとしたら、真顔で返された。

「ならない」

「じゃあ……ちょっと恥ずかしいですけど……失礼しますね」

　諦めてくれそうにないので、悠さんと向き合って彼を抱きしめる。

「こ、これでどうですか？　すでに温泉で温まってると思いますけど」

　これが私の精一杯。

「訂正。五年で進歩したな。真理にしては大胆でちょっと驚いた」

「え？　大胆でした？　じゃあ、もうちょっと控え目に」

　悠さんのコメントを受けて彼から離れようとしたら、我が物顔でギュッと抱きしめられた。

「これでいい」

「でも、誰か来たら……」

　落ち着かなくて周囲に目を向ける私を見て、彼がフッと微笑する。

「そこは心配いらない。綾小路家で貸し切ってるから」

「抜かりないですね。そのことに驚かない自分の方にビックリします」

　苦笑いする私の頭に顎を乗せ、彼が楽しげにククッと笑う。

「もうすっかり綾小路の人間ってことだ」

　綾小路家か。私は本当にその一員になれたのだろうか？

「綾小路の嫁としてはもっと責務を果たしたいんですけど……ね」

　ポツリとそんな言葉を口にすれば、彼が急に表情を変えた。

「子供のことを言ってるのか？」

「もっと悠さんに家族を増やしてあげたいんです」

　尊は結婚してすぐに授かったけど、次の子供ができなくて悩んでいた。

　子供を作ろうと思ってもうまくいかない。一度悠さんと一緒に病院で診てもらったが、身体に異常はなく、精神的な要因だろうと言われた。

「授かりものなんだから、そう自分にプレッシャーをかけるな」

　悠さんが優しい言葉をかけてくれるけど、私は寂しい子供時代を過ごしたもっと彼を幸せにしてあげたいのだ。

「でも……」

「俺は真理と尊がいてすごく幸せなんだ」

　私の気持ちが充分伝わっているのか、悠さんは元気づけるように言って私に口づける。

　身体が蕩けるような甘いキスに悩みが吹き飛んでいく。

　その夜は悠さんと明け方まで愛し合って――。

　二カ月後、私たちは念願の子供を授かった。

　後から知った話だが、私たちが入った温泉は子宝の湯で有名だったらしい。




The end.
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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